
        
            
                
            
        

    









































ひげを剃る。そして女子高生を拾う。2
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ゴトッ、という音がして、俺の足元にスマートフォンが落ちた。

　隣となりに座っていたスーツ姿の女性が、その音に合わせてびくりと肩かたを揺ゆらす。

　俺は咄とつ嗟さにスマートフォンを拾い、女性に手て渡わたした。

「あ、すみません」

「いえ……眠ねむいなら、鞄かばんにしまっておいた方がいいですよ。携けい帯たい」

　俺が言うと、女性は少し照れくさそうに口角を上げてから、会え釈しやくをして、スマートフォンをバッグの中にしまって、そしてまた肩を少しすぼめて目を閉じる。

　唐とう突とつに発生した会話が途と切ぎれて、また電車の中はガタゴトと車輪が鳴る音と、空調機がごうごうと風を送る音だけが聞こえるようになった。

　電車に揺られていると、ときどき、不思議な気分になる。

　これだけ小さな空間に、見知らぬ人間が何十人も詰つめ込まれていて、隣に座り、それほどお互たがいに興味を持つこともなく同じ時間を共にしている。隣に座る人物がどんな人間なのかなど、さして気にすることもないのだ。

　お互いを知らない人間が、同じ空間に寄り合っている。どこかから乗り込んで、一いつ瞬しゆんお互いを視界に映し、そしてまたお互いの知らないどこかへ降りてゆく。

　何もおかしな話ではないはずなのだが、具体的に想像すると、なんとも言えない気分になった。

　ここにいる全員が知り合いであったなら、誰だれがどこで降りて、どこへ向かうのか、俺は気にするのだろうか。

　そんなことを考えながら電車が動くままに身体からだを揺られていると、俺の目の前に立っていた私服の男性が「あ……雨だ」と小さな声で呟つぶやいたのが聞こえた。

「え」

　思わず声が漏もれて、小さく咳せきばらいをしてから、俺も後ろを振ふり向いて、窓の外を見た。

　窓に、ぽつぽつと水すい滴てきがつき始めている。

　舌打ちをしそうになって、こらえた。確かに午後からどんよりと分厚い雲が空を覆おおっていて、いつ降ってもおかしくはないと思っていたが、家に着く前に降り始めてしまうとはついていない。

　毎朝携帯で天気予報を見て、雨の予報がある日は折り畳たたみ傘がさをバッグに仕込んで出るのだが、今日に限って朝あさ寝ね坊ぼうして予報を見み損そこねていたのだ。

　スーツを濡ぬらすわけにもいかないので、最も寄より駅に着いた頃ころに雨あま脚あしが弱まっていなければビニール傘でも買うしかないだろう。

　ふと視線を上げると、目の前の私服男性も、窓の外をしかめ面つらで眺ながめていた。

　この人も、傘を忘れたのだろうか。最寄り駅で傘を買うのだろうか。それとも、濡れて帰るのか。家に帰ると誰かいるのだろうか。迎むかえてくれる人がいると良いい。すぐにタオルを渡してくれて、風邪かぜをひかずに済むだろう。

　そんなことまで考えて、俺は急に可笑おかしくなった。

　ただの、妄もう想そうだ。俺はこの男性のことを、何も知りはしない。

　鼻から息が漏れる。一度変なことを考え始めると思考がそういう方向にばかり向いてしまうのは悪い癖くせだ。

　……だが。

　俺はもう一度窓の外を見て、雨脚が強くなっているのを確かく認にんした。

　ここにいる全員が、風邪をひかなければいいと、なんとなく思った。




　　　＊




「うーわ……いくらなんでも降りすぎだろ」

　最寄り駅に着くと、滝たきの裏側にでもいるのではないかと思うほどにざあざあと水音が響ひびいていた。バケツをひっくり返したような雨。

「げ」

　駅に併へい設せつされている小さめのコンビニに立ち寄ったものの、傘売り場の傘はすでに売り切れていた。

「まあ、こりゃみんな買うわな……」

　改めて屋根のあるぎりぎりのところまで出て雨量を確認するが、すさまじい。叩たたきつけるように降り注いで、地面に跳はね返りばちゃばちゃと音を立てている。

　こりゃ雨がマシになるまでここで立ち往生か、タクシー乗り場までダッシュかどちらかだな、などと考えながら空ばかり見上げていたものだから、自分に向かって接近してくる人物に気が付くのが遅おくれた。

「お困りですかな？」

「うお」

　突然声をかけられて視線を空から戻もどすと、目の前に傘をさした制服姿の女子高生がいた。

「雨すごいね」

「お、おう……」

「傘、家に置いてったから、やばいんじゃないかと思って来てみたんですけど」

「そうか」

　見ると、彼女は自分が右手でさしている傘とは別に、いつも俺が使っている黒い傘を左手に持っていた。

「何か言うことは？」

　そう言って、女子高生はにまにまと口角を上げた。そして、左手の傘をこちらに差し出す。

　こいつ……随ずい分ぶんと生意気になりやがって。

　心中で舌打ちをしながら、俺は傘を受け取ってから答えた。

「ありがとう、沙さ優ゆ」

「ふ、よろしい」

　沙優はしたり顔で頷うなずいてから、にへらと気の抜ぬけた笑え顔がおを見せた。

「帰ろ。ご飯できてるよ」

「……ああ」

　傘をさして、駅の屋根の範はん囲いより外に出ると、一気に傘に当たった雨あま粒つぶの音が「ザッ」と鳴った。

　沙優が来てくれなければ、俺はこの量の雨に打たれていたのかと思うとゾッとする。

　そして、隣を歩いている沙優を横目で見て、しみじみと思った。

　やはり俺の同居人は、驚おどろくほどに気が利きくのだ。




　数年間の片かた想おもいに破れ、ひどく酔よって帰った日に、俺は沙優と出会った。

　理由は不明だが家出をして、北海道から東京までやってきたという沙優だが、その間いろいろな男の家に転がり込んだのだという。

　それも、その男に身体を許して、それを対価としていくらかの滞たい在ざい期間を得るという最悪な手段でだ。

　俺にも同じようなアプローチをしようとしたが、俺は女子高生に微み塵じんも興味がなかった。そのまま放ほうり出すわけにもいかず、家事をすべてやるという条件つきで家に住まわせることにしたのだが……。

「週末だし疲つかれてるかと思ってちょっと濃こい目の味付けにしてみた」

「おう、そうか……」

　味み噌そ汁しるの入った鍋なべに火をかけなおしながらお玉を握にぎる沙優の姿は、妙みようにさまになっていて、なんとも言えない気持ちになった。

　こいつは本来なら北海道で学生をしているはずで、ほどよく美少女で、よく気が利いて、器量よしだ。

　定期的に、どうしてこんなところで、血けつ縁えんでもない男の家でこんなことをしているのかと疑問を感じてしまうが、それに甘えきっている自分を思うと何も言えなくなった。

　俺たちは今日も、お互いに依い存ぞんするという関係のまま、一日を終えようとしている。

　それが少し複雑で、そして心地ここちよかった。

　一人で少ししんみりとした気持ちになりながら一口味噌汁を啜すすると、こちらを覗のぞいている視線と目が合った。食事中に沙優と目が合うことは珍めずらしいことではないが、今日の沙優の視線はどこかいつもと違ちがい、おどおどとしたものだった。

「……なんだよ、どうした」

　俺が声をかけると、明らかにそれを待っていた様子だというのに沙優は挙動不ふ審しんに視線を動かした。そして、急に、正座に座り直した。

「吉よし田ださん」

「な、なんだよ改まって」

　いつもゆるい表情筋で締しまりのない笑みばかり浮うかべている沙優が唐突に真ま面じ目めな顔をすると、これからとんでもないことが起こるのではないかと身構えてしまう。

　突然下着姿になって迫せまってきたりとか。

　意固地になっているときはやりかねないのだ、こいつは。

　若じやつ干かんざわついた気持ちになりながら沙優の言葉を待っていると、沙優はすっと床ゆかに頭を垂れて、手をそろえてお辞じ儀ぎをした。

「バイトをさせてください」

　一瞬口があいたままになってしまう。

　そしてすぐに、「はっ」と口から息が漏れた。

「そんなことか」

「そんなことって！」

「いいぞ」

「いいぞって！　……え、いいの？」

「いいって言ってるだろ」

「そんな軽く……」

　沙優が上半身を起こして口をぽかんと開けるのを見て俺は失しつ笑しようした。

「そんなに改まって頼たのむようなことか？」

「だ、だってとりあえずは家事をやるって話だったし」

　そう言われて、俺の視線は自然と自室へと移った。

　目に見えるホコリは一つもなく、俺が起きたまま放置したベッドはしっかりと整えられていて、一人で住んでいた頃は適当に放っていた衣服も、クローゼットの中に整然としまわれている。

　正直、やりすぎなのではと思うくらい完かん璧ぺきに家事はこなされていた。

　そして、ここまでやってくれると、感心すると同時に改めて気付くこともある。それは、この部屋の狭せまさだ。

　もし仮に俺の家が大だい豪ごう邸ていで、部屋がいくつもある家なのであれば話は別だが、この大きさの家で『毎日』家事をこなしたとしたら、さすがにやることは尽つきてくる。二人暮らしで出る洗せん濯たく物ものと言っても毎日取り換かえるのは下着と肌はだ着ぎ程度だ。その状態で毎日洗濯機を回すのは逆に水道代が無む駄だになる。掃そう除じもしかり、毎日掃除機をかけてくれるのはありがたいことだが、掃除機をかける頻ひん度どが増えれば、積もっているホコリも減って、一回一回念入りに同じ箇か所しよを清掃する必要はなくなる。毎日続けるということは、その日単位の量が減っていくということなのだ。

「家事っつってもそんなに毎日大量にやることあるわけじゃねえだろ。最近やることなさすぎてつらそうなのは見てて分かってたしな」

「う……バレてたか」

「バレバレだ」

　家事をしていない時間は、随分前に買い与あたえた本や漫まん画が本ぼんを読むか、スマートフォンでネットサーフィンをする程度しか沙優には娯ご楽らくの選せん択たく肢しがない。

　俺も、バイトを始めさせるのであればそろそろ頃合いだろうかと思っていたので、本人から切り出してくれたのはむしろ都合がいいと思った。

「で、でも……ちょっとだけ家事がおろそかになっちゃうかも」

「それでも、俺一人で全部やるよりは百倍マシだ」

　俺が答えると、沙優は少し困ったようにぽりぽりとうなじを搔かいてから、にへらと笑って「ありがと」と呟つぶやいた。

　最近、沙優は少しずつ俺に対する不要な遠えん慮りよが減り、逆に「ありがとう」と言う頻度が増えてきた気がする。俺としては、嬉うれしい限りである。

「バイト先の目星とかはついてるのか？」

「うん。ここの近くのコンビニにしようかなって」

「ああ……ファミリーマーケットな」

「そうそう」

　ここから５分も歩かない距きよ離りにあるコンビニエンスストアだ。こちらとしても、家から近いところで働いてくれた方がなにかトラブルがあったときには対応しやすいのでありがたい。

　しかし、俺は高校生の時にアルバイトをした経験がないので、一つの疑問に行き当たった。

「高校生って、バイトするのに親の許可とかいるんじゃないのか？」

「え、いらないと思うよ。命にかかわる危険な仕事とかなら話は別なのかもしれないけど」

「そうなのか。親のはんことかいらないのか」

「たぶんね」

　沙優の言葉に、俺はほうと小さく安あん堵どの息を吐はいた。それならば、面めん倒どうなことは何もない。保護者の許可が必要だなどと言われた日には、俺が保護者のフリをしないといけなくなるだろう。さすがにそれは犯罪行こう為いにほかならないので、バイトの許可は下ろせなくなる。

「じゃあ、近いうちに面接受けて来るのか？」

「うん、そうする」

「それなら、外で着る用の私服も買わないとな」

「え、制服じゃダメかな」

　沙優が当然のように言うので、俺は顔をしかめた。

「ダメに決まってんだろ。お前のその制服、旭あさひ川かわうんたら高校のだろ」

「まあそうだけど、そんなの分かんないでしょ」

「調べりゃすぐに分かる。それに、この辺のものじゃないのはパッと見たらすぐ分かるし、そういうとこから身元を疑われたら面倒だぞ」

「ああ、そっか」

　沙優はうーんと唸うなって、苦笑した。

「制服、こういう時は不便だね」

　俺は肩かたをすくめて、その言葉を肯こう定ていした。

　制服は、高校生の『身分証』のようなものだと思う。車に貼はり付ける『初心者マーク』のような、様々なことから〝許し〟を得るのと同時に、〝保護〟を受けるための、身分証。それは、自分のことに対して、自分で責任がとれないということを遠回しに意味しているのだ。

　自分が高校生だった頃ころは、それをとても煩わずらわしく思っていたのを思い出す。しかし、今となっては未成年が法的に多くの危険から守られていて、それと同時に少しの自由を奪うばわれているのは、当然のことのように思えた。

「やっぱり、制服、嫌きらいか？」

　なぜそんなことを訊きいたのか分からない。自然と、そう訊たずねていた。

　自分が高校生の時、制服が大嫌いだったのを思い出したからかもしれない。

　俺の問いに、沙優は目をぱちくりとさせて、すぐに首を横に振ふった。

「ううん。私は制服、好きだよ。今しか着られないし」

　正直、その答えは意外だった。

　どういう理由があったのかは知らないが、高校生活を放り出して、わざわざ母校から遠い街まで一人で飛び出してきてしまったような少女だ。てっきり、自分の制服についても煩わしく感じているのではないかと勝手に思い込んでいた。

「なんかさ。分かりやすくてよくない？　制服見たらさ、中学生とかさ、高校生とかさ、分かるでしょ」

「まあ、そうだな」

　沙優はくすくすと笑って、自分のスカートのすそをちょこんと指でつまんだ。

「中学生は、先生が厳しいから、スカートの丈たけがみんな膝ひざ下したなの。ちょっと反はん抗こう的な子も、上げててもせいぜい膝よりちょっと上くらい」

　沙優は目を細めながら、つらつらと語りだす。

「高校一年生は、ちょっと短くて。高校二年生は、ばかみたいに短かったりして。それで、高校三年生は、ちょっと落ち着いて、受験とかもあるし、ふつうの丈になって」

　楽しそうに言葉を続ける沙優を、俺はじっと見ていた。

　なぜ、ここまで楽しそうに学生のことを語るような子が、その生活を放ほうり出して、こんなところまでやってきたのだろう。

　俺のそんな思考をよそに、沙優は視線をふっと上げて、俺を見た。

「女子高生の制服ってさ、みんな一いつ緒しよのようで、全然違うんだよ」

「なんだそれ。デザインの話か？」

「そうじゃなくて。んー、なんていうのかな」

　沙優は顎あごに手を添そえて、ううん、と唸った。
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「社会人はさ、みんなスーツ着るでしょ。で、みんな同じように着るじゃない」

「まあ、そうだな。マナーがあるし」

「そうそう。でも、制服はさ、学校によってもいろいろあるし、人によって着こなし方も違ちがうしさ、なんていうのかな」

　沙優はそこで言葉を区切って、にこりと笑った。

「制服一つでさ、なんとなく、『この人ってこんな感じ！』っていうのが見えるの」

　そう言う沙優は、どこまでも楽しそうだった。

　正直、俺には彼女の言っていることの意味もよく分からなかったし、何がそんなに面おも白しろいのかも分からない。

　ただ、活いき活きとそんなことを話す沙優の様子は、少し可愛かわいらしいなと思った。

「ま、俺のスーツ姿を見て、『あ、どこどこのＩＴ企き業ぎようの吉田だ！』とはならないしな」

「そうそう！　そういうこと！」

　俺の言葉に、沙優は嬉しそうに頷うなずいて、笑った。

　そして、急に、思い立ったように「あ！」と声を上げる。

「髭ひげ！　髭だよ！」

　俺は、眉まゆを寄せて、首を傾かしげた。

「髭がどうした」

「剃そり残しの髭ってさ、制服と似てるなって思って」

「はぁ……？」

　言葉の意味が分からず顔をしかめると、沙優はくすくすと肩を揺ゆらした。

「吉田さんのスーツを見ても、ただのスーツを着たオッサンにしか見えないでしょ」

「オッサンは余計だろ」

「でも、髭が剃り残されてるとさ、『あ、髭をちゃんと剃らない感じのオッサンだ！』ってなるじゃない」

「どういうことだよ」

　俺が苦笑すると、沙優は「わかんないかなぁ」と呟いて、首の後ろをぽりぽりと搔いた。

「髭からね、ちょっとだけ吉田さんのことが見えるってことだよ。制服を見て、少しだけその子のことが想像できるのと一緒」

「……ううん、よく分からん」

　俺が首を横に振ると、沙優は残念そうに肩をすくめた。これ以上言っても伝わらないと思ったのか、沙優は一息ついてから、視線を床ゆかに落としつつ口を開く。

「でもそっか……制服じゃダメか……」

「ああ……だから」

「じゃあさ」

　俺が言おうとした言葉を遮さえぎって、沙優はじっと俺を見た。

「初給料で何かお返しするからさ。外出用の服、少しだけ買ってもらってもいいですか」

　沙優の言葉に、数秒前まで口にしようとしていた言葉が押しとどめられるのを感じた。代わりに軽く空気が漏もれて、言うべき言葉を見失う。

　単純に、驚おどろいた。

「ダメ？」

　俺が口をぱくぱくさせていると、沙優がダメ押しのように首を傾げたので、俺は慌あわてて首を横に振った。

「あ、いや……ダメじゃない。ダメじゃないぞ」

「どしたの、歯切れ悪いね」

「いや、その……」

　ここに来たばかりの頃は遠慮ばかりでこちらに何も頼たよろうとしなかった沙優。最近は少しばかりは甘えを見せるようになって、良いい傾けい向こうだと思ってはいたが。

　こうして必要なものは必要だと自分で言ってもらえることが、ここまで嬉しいことだとは思わなかった。

　口角が上がりそうになるのを手で押さえてから、俺は首をこくこくと縦に振った。

「お前からこういうの頼たのまれるのは珍めずらしいと思ってな」

　俺がそう言うと、沙優は視線を俺から外して、少し顔を赤くした。

「だって……」

　少しの逡しゆん巡じゆんの末、沙優は口を開く。

「そっちの方が吉田さんは嬉しいんでしょ？」

　俺は再び言葉を失った。そして、自然と喉のどの奥から息が漏れた。

「はっ」

　我が慢まんしていたというのに、口元もにやついてしまう。

「よく分かってんじゃねえか」

　俺が言うと、沙優はにへらと笑って、「まあね」と言った。

　俺が少しずつ沙優のことを分かってきたのと同じように、沙優も少しずつ俺のことが分かってきた。それだけのことなのに、妙みように胸が弾はずむようだった。

「じゃあ、今から買いに行くか」

「え、今から!?　急すぎない？」

「すぐに始めたいなら必要だろ。ほらさっさと食うぞ」

「え、あ、うん……！」

　慌てて箸はしを持ち直す沙優を横目に、俺は少しだけ口角を緩ゆるませた。

　少しずつ変化しながら、沙優という女子高生との奇き妙みような同居生活は続いてゆく。
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「中卒！　マジ？」

　先せん輩ぱいはサンドイッチを棚たなに置く手を止めて、私の方を目をまんまるにして、見た。

「ほんとですよ」

「マジか、中卒！　へぇー！　パネぇわ！　沙さ優ゆチャソ、パネぇ」

「パネぇですか」

「いや、イカしてると思うわ、中卒。魂たましい感じるわ。あ、古いやつを前に出してから、新しいやつは奥から入れてく感じで、ヨロ」

「はい」

　結ゆう城きあさみさん。私がバイトを始めたコンビニエンスストアの先輩だ。

　髪かみは金きん髪ぱつで、肌はだは小麦色に染まっていた。パッと見た感じ、これはサロンで焼いたのだと思う。髪と肌の〝いかつさ〟の割には、化け粧しようは薄うすめで、目が少し細くてキリッとしているのが、かっこよかった。

　最初は見た目と雰ふん囲い気きに圧あつ倒とうされたものの、仕事はかなり丁てい寧ねいに教えてくれたし、なにより、話しやすかった。

「つか、なんで敬語なわけ。ウケる。ウチら同い年っしょ」

「いやぁ、バイトとしては結城さんの方が先輩なわけですし」

「そういうのいいって。あと、あさみでいいよ」

「あ、はい。……あ、うん」

　私が首を縦にこくこくと振ふると、あさみは口角をニッと上げて、再びサンドイッチを棚に入れてゆく作業に意識を戻もどした。

「なんで高校行かなかったん？　なんかやりたいことある的な？」

「ああ、いや、うーん……なんとなく？」

「なんとなくかぁ、ま、そういうのもアリよな」

　あさみは、私に基本的な仕事を教えながら、度たび々たび、私のことについて訊きいてきた。その質問の温度は不思議で、私に興味津しん々しんというわけでもなく、かといって、興味がないのにとりあえず質問はしてみる、というわけでもなさそうだった。興味はあるけれど、ほどほどの踏ふみ込みで、質問を投げる。そんな感じ。

　中卒、と言ったのは、噓うそだ。

　高校に通っていたけれど、今はサボッていて、しかも高校からは遠く離はなれたところに一人でやってきている、という説明はどうも面倒だったのだ。それに、そんなことを正直に言ってしまえば、面倒な問答が始まるかもしれないという懸け念ねんもあった。でも、『中卒』という今の時代では信じられないほどにリスクの高い選せん択たくをしたということに対するあさみの反応を見る限り、本当のことを話したとしても、彼女は大して口を挟はさんでこなかったかもしれないと思った。

「基本、全部同じだから。古いのを前に出して、新しいやつは奥から入れる。簡単っしょ。ま、ほんとは商品棚に出す前に棚出しの登録したりすんだけど、そのへんは他ほかの仕事覚えてからでオッケー牧場」

「わかった」

　オッケー牧場、なんて言葉を使う女子高生を初めて見た。返事をしながらちょっとにやついてしまったけれど、本人は気付いていない。

　そう、あさみも17歳なのだと言う。見た目と口調から、なんとなく察することはできるけれど、典型的な〝ギャル〟というやつだと思う。

「で、沙優チャソはどのへんに住んでんの」

　その、『チャソ』っていうの、笑いそうになるからやめてほしい。

「ここから歩いて５分くらいのところだよ」

「お、ウチもそんくらい。もしかして家めっちゃ近いんじゃね」

「うちは駅の方面だけど」

「あー、駅の方行っちゃう系。じゃ、逆だわ」

　あさみはぽりぽりと頭を搔かいて、鼻をスンと鳴らした。

「ウチは駅と逆方面にこっから５分くらいのとこ。あ、でも、５分足す５分で、10分歩けば沙優チャソの家着くわけか。フツーに近いじゃんな、ウケる」

「ウケるのか」

　曖あい昧まいに相あい槌づちを打ちながら、私は少し嫌いやな話の流れを感じ取ってしまっていた。

　これ、どう考えても、あさみの次のセリフは。

「じゃ今度さー、沙優チャソの家行くわ」

　まあ、そうなるよね。

「行ってもいい？」じゃなくて「行くわ」なのが、あさみらしさだと思う。

　私は即そく座ざに当たり障さわりのない笑え顔がおを作って、手をひらひらと振った。

「うーん、どうだろ。一いつ緒しよに住んでる人がさ、いいって言うか分かんないな」
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「ん？　一緒に住んでるヒト？」

　ぴくりとあさみの眉まゆが動いた。

「言い方的に、家族じゃない系？　彼氏と同居、的な？」

「いやいや、彼氏じゃないけど」

「彼氏じゃないけど、家族でもないってこと？」

　妙に、ぐいぐいと訊いてくる。

　私はどう答えたものか迷ったけれど、ふと、随ずい分ぶん前に私を泊とめてくれた男の言葉を思い出した。

『何かを隠かくすときは、最も隠したいものだけ隠して、他はおおっぴらにするんだよ。踏んだらヤバイ爆ばく弾だんは一つに絞しぼらないとね、いくら気を付けても、あっさり踏んじゃうからね』

　その男は、七人もの女性と同時に交際をしていたけれど、誰だれにもバレずに上手うまくやっている奇妙な人だった。一日に何回も携けい帯たい電話が鳴って、しかもかけてきている相手は毎回違ちがう女性だった。電話口では「好きだよ」だの「愛してるよ」だの何度も口にしていたのに、私に手を出すときは「かわいいね」としか言わなかったのを見て、なるほど、確かに不要な噓はつかないんだなと納なつ得とくしたのを覚えている。

「血は繫つながってないんだけどね。小さい頃ころから交流のあったお兄さんがいて」

「血の繫がってないお兄さん？　それビミョーにヤバくね」

「ヤバくないよ。優やさしい人だから」

「優しいフリしてるだけかもじゃね」

　小さい頃から交流があった、というのはもちろん噓だ。

　ただ、「家族です」と言って紹しよう介かいしたら、必ずどこかでボロが出るような気がした。

「襲おそわれたりしてない？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫、大丈夫！　そういうのは一いつ切さいないから！」

　本当に、腹が立つくらい、そういうことはないのだ。

　驚おどろいたのは、あさみの貞てい操そう観念が思ったよりしっかりしているというところ。正直、彼女の見た目はだいぶ〝チャラい〟し、その見た目とのギャップに少し驚いた。そして、逆に、男性と二人で暮らすことに特に抵てい抗こうがなくなっている自分の感覚の方がおかしいのだろうな、とぼんやり思った。

「でもぶっちゃけ沙優チャソ、かなり可愛かわいいじゃん？　フツーの男ならムラムラ来るんじゃね。家族でもないんだし」

　私も、そう思う。

「ううん、分かんないけど。本当に、そういうのはないんだよ」

「いやいや、絶対我が慢まんしてるだけだべ。いつか突とつ然ぜん牙きばを剝むく系だべ絶対」

　なぜだか分からないけれど、あさみから見て吉よし田ださんの信しん頼らい度どはゼロだった。会ったことすらないのに。ただ、あさみの言いたいことはよく分かる。私も、今の彼との関係性は普ふ通つうではないと思う。

「まあとにかく、ちょっと事情があって、その人のところに泊めてもらってるの」

「へぇ……親はなんにも言ってこないわけ」

　あさみは思い出したように、今度はおにぎりを棚に置きながら訊たずねてくる。

『親』という単語が出て、私は一いつ瞬しゆんどきりとしたけれど、すぐに笑顔を作って、頷うなずいた。

「放任主義だから、うちの親」

　私がそう言って顔を向けると、横目でこちらを見るあさみと目が合った。

　その目は、先ほどまでのあっけらかんとした色とは違い、少しだけ鋭するどい、何か含ふくみを感じる色を発していた。

　どきりとする。

「ふぅん、そういう系か。ま、親がそれなら、知らん人と住むのも、アリなんじゃね」

　あさみはスッと私から目を逸そらして、再びおにぎりを棚に出す作業に戻った。一瞬だけ鋭くなった雰囲気も、今は元の柔やわらかいものに戻っている。

　一体、あの視線はなんだったのだろう。

　少し、心しん拍ぱくが早くなっているのを感じた。

「ま、どのみち、沙優チャソの家には行くわ」

　あさみはぽつりとそう言って、私を見た。

「そのお兄さんがどんな人か、ウチが見み極きわめてあげるし」

「あ、うん……」

　頼たのんでないんだけども。

　苦く笑しようしながらも、彼女の中ではうちに来ることは確定のようだし、妙みように断りづらい迫はく力りよくが、あさみの言葉には籠こもっていた。

「今日でいいっしょ」

「……うん？」

「今日バイト上がり時間一緒じゃん？　ちょうどいいしさ」

「えっ、今日？」

　私は冷や汗あせをかく。さすがに、急すぎる。

「そのお兄さん、社会人？　それともニート系？」

　社会人か、ニートか、という二択はどうも極きよく端たんすぎる気もするけれど。

「社会人だよ。バリバリ働いてる」

「じゃ、帰る頃には家にいない系？」

「いない系だね」

「じゃ、帰ってくるまで待つわ」

　だから、どうして全部彼女が決めてしまうのだろうか。「行ってもいい？」とか「待ってもいい？」じゃないのだろうか。心中でツッコミを入れながらも、私はとにかく焦あせっていた。

　吉田さんに、どう説明したものか。

　正直、断ってしまいたいけれど、この話の流れで彼女の提案を断るのはどうもまずい気がする。「やっぱり、他人には言いづらい、やましい関係です」と認めているようなものだと思う。いや、実際にそういう関係なのであれば、それでもいいと思う。これ以上踏み込まないでくれ、と言うだけだ。ただ、吉田さんと私は本当に清潔な関係を保っているし、相手はたかがバイト先の先せん輩ぱいとはいえ、吉田さんの『品位』みたいなものを私が勝手に落とすのは非常に心苦しかった。

　私は少し逡しゆん巡じゆんして、結果。

「まあ、いいけどさ」

　なんとも、煮にえ切らない返事をした。

　あさみはうんうんと頷いて、親指をグッと立てた。

「ウチに任せといて」

　何を？

　苦笑しながらも、私は曖昧に、首を縦に振ふった。

　バイトが終わるのは18時。吉田さんが帰ってくるのは、だいたい20時前後。

　バイトが終わったらすぐに、メッセージを入れておかないと。

　吉田さんが携帯を買ってくれていて本当に良かった、と、心から思った。
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「げぇ」

　仕事中に珍めずらしく沙さ優ゆからメッセージが入り、何かと思って見てみれば、その内容に俺は顔をしかめた。

『なんか、バイトの先輩が家に来ることになった』

『断れなくって、ごめんなさい』

『多分だけど、吉よし田ださん帰ってくるまでいると思う』

『あ、女の子です』

　ため息が出た。

　いや、連れてくるのはいい。仲の良いい友人ができるのも、良いことだと思う。ただ、俺と沙優の関係はどう説明すればいいのだろうか。

　と、頭を悩なやませているところに、追加でメッセージが入った。

『吉田さんのことは、血は繫がってないけど、小さい頃ころからお世話になってるお兄さん、と説明してます』

「お世話になってるお兄さん、ね」

　小さく呟つぶやいてから、苦笑した。

　いつもは散々オッサンオッサンと連呼してくるくせに、こういう時だけは上手に噓うそをつくもんだ。確かに、勝手に『兄』とかいう設定をつけられていた日には、名字やらなにやらいろいろとごまかさないといけなくなって大変だ。小さい頃に近所に住んでいた、などと適当に話を合わせられる仲に設定してもらった方がこちらとしてもありがたい。

　とにかく、本人が断れなかったと言っているのだから、断れない理由があるのだろう。別に、見られて困るようなものがある家でもない。

『了りよう解かい』

　手短に返事をして、携帯を机に置く。そして、ＰＣに向かうべく顔を上げたところで、隣となりに部下の三み島しま柚ゆず葉はが立っていることに気が付いた。突然視界に人が入ってきたことで、反射的に肩かたが跳はねる。

「うおっ、ビビッた！　いるなら声かけろよ」

「吉田センパイって、視界狭せまいですよね」

　三島が苦笑してそう言うと、隣の席の橋はし本もとが鼻を鳴らした。

「メッセージですか？　誰だれからですか？」

「別にお前には関係ないだろ。それで、なんか用か？」

　俺の返事に一瞬不満げな表情を見せたが、すぐに小さく息を吐はいて、俺の仕事用ＰＣを指さした。

「頼まれてたデータ、サーバに上げときました。確かく認にんしてください」

「お、今日は随ずい分ぶん早いな。オーケー、確認しとく」

「お願いしまーす」

　頷いて、俺は三島を見た。続きを促うながすように首を傾かしげるが、三島もきょとんとした表情で、小さく首を傾げた。

「なんです？」

「え、それだけか？」

「それだけですけど」

　ううん、と低い唸うなり声が喉のどから漏もれた。

「そんな用件ならメールで送れよ。いちいち席立つの、無む駄だだろ」

「え、そうですか？　歩けば10秒ちょいで来れちゃう距きよ離りにいるのにメールで送るの、馬ば鹿かみたいじゃないですか」

「メールの方が、形にも残るからなにかあった時に困らないだろ」

　俺の言葉に、三島は眉まゆ根ねを寄せた。

「なんですか、その問題が起こること前提みたいな発言は」

「お前が問題を起こさなかったことの方が少ない」

　それに、と付け加える。

「問題は起こらないと思ってるときに起こるんだよ。だから、お前が『サーバに上げた』っていうことをメールに残しとけば、とりあえずお前がサーバに上げたって事実は残る。データが消えても、お前のせいにはならない」

　そこまで俺が言うと、三島は目と口を大きく開いて、「はぁ～」と気の抜ぬけた声を出した。

「私のために言ってくれてたんですねぇ」

「別に、お前に限った話じゃねえ。自分のせいじゃないミスを自分のせいにされないように自衛しろって言ってんだよ」

「でも、ちゃんとそうやって教えてくれる吉田センパイ、好きですよ」

　三島のその発言を聞いて、黙だまって作業をしていた橋本が噴ふき出した。

「好きだってさ、吉田」

「うるせえよ。俺は早くこいつを誰かに押し付けたい」

「ええ、ひどい！　私吉田センパイ以外の下でなんて働けないです！」

「お前は誰の下でも働かねえだろうが」

　俺が言うと、三島はごまかすように笑ったが、橋本は小さな声で「まあ、前よりはだいぶ働くよね、最近」と呟いた。

　まあ、確かに。最近は、前に比べてかなり正確に仕事をこなすようにはなったと思う。ただ、やはり三島ののんべんだらりとした仕事への取り組み方は未いまだに見ていてむず痒がゆい。

　俺の気持ちなどつゆ知らず、三島は胸をぐいと張って、口角を上げてみせた。

「やればできる子なので」

「あ、そう……じゃ、さっさと席に戻もどって仕事してくれ。とりあえず、今からでいいから、メールを打て」

「了解です！」

　ビシッとわざとらしい敬礼をして、三島は自席に戻って行く。デスクに座りなおすところまで見届けてから、息を吐いて、俺も自分のＰＣに向き直る。

「吉田さぁ、お節せつ介かい焼きすぎなんじゃないの」
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　唐とう突とつに、橋本が口を開いたので、目線だけを彼に寄よ越こすと、橋本は自分のＰＣを見つめたままで言葉を続けた。

「ああいうのは、一回痛い目に遭あった方が勉強すると思うよ」

「まあ、俺もそう思うけど」

「そう思ってるなら放ほうっておけばいいじゃない」

　橋本はキーボードを叩たたく手を止めて、俺を横目で見る。

「痛い目見る前に、どうにかしてあげようとしてるように見えるよ」

「そんなことねえよ」

「吉田がどう思ってるかは知らないけど、そう見えるって話」

　橋本は、言いたいことは言い終えた、といった様子で、また自分のＰＣ画面に視線を戻し、キーボードをカタカタと言わせた。

「教えられることを教えて、何が悪いんだよ……」

　小さな声で言って、俺もキーボードを鳴らした。

　おそらく、橋本にも聞こえていただろうが、彼は何も言わなかった。




　　　＊




「うわ、オッサンじゃん!!」

　金きん髪ぱつのギャルが俺を指さして、そう言った。超ちよう、失礼な奴やつだ。

　絶句しながらその後ろで肩をすぼめている沙優に目をやると、彼女はギャルの視界の外で、小さく頭をぺこぺこと下げた。

「あ、でもよく見るとイケメソかもしれない……オーラ……オーラがオッサンなんだな。顔良い感じだしメッチャ勿もつ体たいない感あるわ。あ、ウチ、あさみって言います。気軽に呼び捨てしてオケだから。ヨロ～」

「あ、どうも」

　突然握あく手しゆを求められて、俺はぺこりと会え釈しやくをして、ギャルの手を握にぎった。手を握った途と端たんに、ギャル、もとい、あさみは俺の手を凝ぎよう視しして目を丸くした。

「やば！　吉田さん、手、クソデカいじゃん！」

「え、そうか？」

「やべぇめっちゃウケる。見て沙優チャソ、めっちゃデカい、ウケる」

　俺の手に自分の手をぴったりと合わせて、あさみは大はしゃぎだった。沙優の方を振ふり返って、「めっちゃデカい！」と連呼している。

　沙優はなんとも言えない笑えみを浮うかべて、言った。

「超ウケる～」

　あ。あれは諦あきらめた顔だな。微み塵じんもウケている様子はない。

　あさみはそんな沙優の反応も気にせず、ひとしきり俺の手の大きさで騒さわいだ後、思い出したように俺の顔をじっと見た。

「な、なんだよ……」

「うん！　良い人っぽいな！　オッケーだわ」

　なんだか分からないが、何かを許可された。

　あさみはうんうんと頷うなずいて、居室にスタスタと戻って行った。

「いや、血の繫つながってないお兄さんと同居してる、とか沙優チャソが言い出したから心配になっちゃってさぁ。しかも彼氏じゃないって言うじゃん？　え、なにそれって感じじゃん。家族でもないし彼氏でもない男って、意味プーじゃん？」

「意味プーなのか」

　意味プーという言葉が、おじさんには分からない。彼女の言葉は文脈やニュアンスで意味を摑つかむしかなさそうだ。

　沙優も、楽しんでいるのか困っているのか分からないような、微び妙みような笑みを浮かべて、あさみの話を聞いていた。

「でも、見てみたらなんか全然無害って感じのオッサンで良かったわ。あ、お兄さんか、ゴメソゴメソ」

　あさみは一人でマシンガンのように喋しやべった後、思い出したように、ぽんぽんと俺のベッドを手で叩いて、言った。

「まあ、吉田さんも、座れば？」

　俺ん家ちだ、ボケ。

　沙優のバイト先の先せん輩ぱいは、随分とパンチの利きいたキャラのようだった。




「うっま！　なにこれ、激ウマじゃん！　吉田っちこんなの毎日食べてるわけ？　チョー幸せ者じゃね？　ヤバイわ」

　マシンガンのように、言葉が飛んでくる。

　あさみは俺が帰宅してからも当然のように居室に居座り、沙優が夕飯を作っている間も根ね掘ほり葉掘り俺と沙優のことについて質問してきた。

　正直、噓うそをつくのはあまり得意ではない。小さい頃ころから近所ぐるみで沙優とは付き合いがあった、という設定を貫つらぬきながら話し続けるのはかなり精神的な負担が大きかったし、単純に、あさみのトークのテンションについてゆくのも大変だった。

　沙優は妙な気を利かせて三人分の夕飯を作り、今はそれを囲んでいるというわけだ。正直、三人も部屋にいると非常に圧あつ迫ぱく感かんがある。一人で住むことしか想定されていない部屋なのだ。一人でいる分には過ごしやすいが、二人、三人となると急に部屋の狭せまさを感じてしまった。

　そんな俺の心中を知ってか、知らずか、あさみが能天気に言った。

「つか、吉田っちの部屋、クソ狭いね」

「お前が帰ればそれなりに広くなるんだけどな」

「ご飯なう」

「食ったら帰れ」

　あさみはけたけたと笑って、沙優の作った野菜炒いためを口に入れた。そして、美味おいしそうに咀そ嚼しやくする。

「でもウチ、このクソ狭い感じ結構好きだべ」

「クソ狭いを連呼すんなよ」

「いや、ウチの家超広いかんね！　広すぎてビビるから」

「自じ慢まんかよ……」

　俺が苦く笑しようしながら白米を口に放り込むのと、あさみの表情に少しだけ影かげが差すのはほぼ同時だった。

「べつに、自慢じゃないし」

　口元は笑っていたが、目はどこか昏くらい色をちらつかせていた。しまった、と思う。思わぬところに地じ雷らいが埋うまっていたようだ。初対面の相手の、触ふれられたくない部分に触れていく勇気はない。

「家、近いんだって？」

　上手うまく、話題を逸そらす。

　あさみも表情をコロリと変えて、首を何度も縦に振った。

「そうそう！　10分歩くくらいで着いちゃうのよ。ヤバいよね」

「別にヤバくはない」

　俺とあさみの会話を黙って聞いていた沙優が、失笑した。突然どうしたのかと思って沙優を見ると、彼女はくつくつと肩かたを揺ゆらして、俺とあさみを交こう互ごに見た。

「会ったばっかりなのに馴な染じみすぎでしょ」

「え、そうか？」

「まあ、吉田っちとウチは既すでにソウルメイト的なとこあるし」

　お前、ソウルメイトの意味分かって使ってんのか、それは。いや、絶対に分かってない。

　あさみの調子のよい発言に、俺は苦笑いして、沙優はけらけらと笑っていた。俺が帰ってきたばかりの時は沙優もあさみに対してかなり緊きん張ちようしている様子だったが、今はその緊張も徐じよ々じよにほぐれてきているのを感じた。

「そういえば、今日の味み噌そ汁しるさ」

　沙優が話し始めたタイミングで、沙優のスマートフォンが机の上で思い切り振しん動どうした。大音量で振動音が部屋に響ひびいて、全員が肩を揺らした。

「クソビビッた」

　あさみは、クソビビッていた。

　どうやら電話がかかってきたようだった。沙優は電話をかけてきた相手を確かく認にんして、少し緊張の色を見せた。

「店長だ。なんだろ」

「あー、てんちょか。多分、シフトのことじゃね」

「ごめん、出てくるね」

　沙優は携けい帯たい電話を持って慌あわただしく玄げん関かんへ駆かけていき、靴くつを履はいて家の外に出て行った。別にプライベートな話でもないのだから、電話くらい家の中でしてもいいのだが、そういうところもやけに気を回してしまうようだ。

　あさみと二人きりになってしまった。

　先ほども沙優が料理を作っている間は二人きりで話していたと言っても過言ではないが、『実質』二人きりなのと、『実際に』二人きりなのはだいぶ意味が違ちがうように思えた。聞けば、あさみも沙優と同い年で、17歳なのだという。

　沙優が来たばかりの時も思ったが、会ったばかりの高校生と二人きり、という状じよう況きようは、社会的に危ないニオイがぷんぷんして、無意識のうちに背中に嫌いやな汗あせをかいた。

「てんちょ、電話始めるとクソ長いからなぁ、ありゃ当分かかるかも」

　あさみはそう言って、白米を口に入れた。

「仕事の内容だけじゃないのか」

「んー」

　俺が訊たずねると、あさみは口をもぐもぐと動かしながら、掌てのひらをこちらに向けた。嚙かんでいるからちょっと待て、というジェスチャーだろう。脳内に、三島の顔が浮かんだ。おい、女子高生でも、食べながらは喋らないぞ。

　ごくりと、口の中の物を飲み込んでから、あさみは口を開く。

「てんちょ、人ひと恋こいしいタイプのアレでさ。仕事の話でとりあえず電話してくるんだけど、途と中ちゆうからはもうアレよ、世間話ね。長ぇんだっつの。何回も言ってんのに、なおんなくてマジ辟へき易えき」

　辟易、という言葉に妙に違い和わ感かんを覚えた。使い方を間違えているわけではない。ただ、彼女の語り口から妙に乖かい離りするように、その言葉は響いた。

「そう言いつつ、毎回付き合ってやってるんだろ。優やさしいじゃねえか」

「だってなんかカワイソーじゃん。ウチ、ああいう寂さびしいオトナにはなりたくねぇって思うね」

　結構、辛しん辣らつな言葉だと思った。

　寂しい大人。きっと、その分類には、俺も当てはまっているのだろうなと思う。

「それよりさぁ」

　あさみが突とつ然ぜん、いたずらっぽく目を細めて、言った。

「沙優チャソとは、どういう関係なんだね」

　その質問に、俺は首を傾かしげた。沙優が夕飯を作っている最中に散々訊きいてきたではないか。

「さっき話したろ。昔近所に住んでて……」

「あー、そういうのはいいから」

　俺の言葉を遮さえぎって、あさみは手をひらひらと振った。

「吉田っち、噓つくの下手すぎてワロ。もう、その辺の話全部噓なんだなってバレバレだし」

「……まじか」

　俺がたどたどしく話しても、「へー！」とか、「ウケる！」とかオーバーなリアクションを返してきていたものだから、てっきり信じているものだと思っていた。

「もうね、沙優チャソとの昔の話？　をしてる時の吉田っちの目、泳ぎまくりだったから。ジャバジャバ泳いでてヤバかったわ。世界水泳かよって」

　まくしたてるように言って、あさみはけたけたと笑った。

　世界水泳、という喩たとえに俺も失笑してしまう。こいつは言葉の選び方がかなり独特で、面おも白しろいと思う。そんなことを考えている気軽な気持ちとは裏腹に、同じくらい、俺は焦あせっていた。

　噓は、バレてしまっていた。しかし、どう説明したものか。この場をごまかす方法が分からない。正直に言うにしても、沙優の許可を得ずに勝手にここで洗いざらい話してしまうわけにもいかない。

「ほら、また目泳いでるべ」

　にんまりと笑って、あさみが言った。

「ショージキに、話していいんだゾ」

　冷や汗が、止まらない。

　だが、いつまでも黙だまっているわけにもいかない。

「……俺と、沙優は」

　緊張をごまかすように唾つばを飲み込む。

　脳内で、沙優の笑え顔がおが思い出された。表情筋に力の入らない、あのふにゃっとした笑いだ。ここですべてをあさみに打ち明けてしまったら、沙優はどんな顔をするだろうか。

　急に、焦りが消え、冷静になった。

「……沙優が言ったことが、『事実』だよ」

　俺が言うと、あさみの眉まゆがぴくりと動いた。

「事実、ってどゆ意味」

　あさみは、『事実』という言葉の意味を追つい及きゆうした。

　それは、言葉そのものの意味、ということではないだろう。俺がどういう意味でそう言ったのかと、訊いているのだ。

　俺は痒かゆくもないのに頭をぽりぽりと搔かいてから、言った。

「政治家がときどき、言ったりするだろ」

「何を？」

「『記き憶おくにございません』って」

　俺の言葉に、あさみは小さく失笑した。

「いきなりなんだし。いま関係なくね？」

「いや、最後まで聞けって。あれってさ、本当に記憶にないと思うか？」

　俺が訊くと、あさみはほとんど考える時間もとらずに、首を横に振ふった。

「んなわけないじゃん。自分の言ったこと覚えてない政治家とかヤバすぎっしょ」

「だろ？　でも、本人がそう言ってるからには、そういうことだと思うしかないわけだ、こっちは」

　俺がそこまで言うと、あさみは理解したように、小さく何度か頷うなずいた。

「なる。つまり、そういうことにしとけってことね」

　俺は返事をせずに、黙ってそれを肯こう定ていした。

　あさみに噓うそをついたのは、俺ではなく沙優だ。それを俺が勝手に暴あばくのは間違っていると、いや、正しくないと思った。

「でもそれって、噓を認めてるのと同じじゃんね」

　あさみは少し目を細めて、射い貫ぬくように俺の目を見た。何かを試ためされているような気がしたが、どのみち、俺の言うことは変わらない。

「バレてるものを隠かくして、さらに噓をつくほど器用じゃない。それに」

　俺はそこで言葉を区切って、深く息を吸った。息を吸うのと同時に、胸の中に、次に言うべき言葉が集まってくるような気がした。

　ふと、煙草たばこが、吸いたいなと思った。

「あいつの隠したがってることを俺が勝手に言うのは、正しくないと思う」

　言い切って、俺は茶ちや碗わんに残っていた最後の白米を口に放ほうった。あさみが何も言わないのが気になって彼女の方に視線をやると、口をぽかんと開けて、俺をじっと見ていた。

「なんだよ」

　俺が怪け訝げんな顔を作ると、あさみは自分に口がついていることを思い出したように、はっと息を吞のんでから口に手を当てた。そして、くしゃっと破顔する。

「はは、ほんと、めっちゃ良いい人じゃんね。ビビッたわ」

「は？　良い人？」

　訊き返すと、あさみは小さく頷いて、視線を机の上に落とした。

「フツーは、『正しいか、正しくないか』じゃなくて、『したいか、したくないか』で考えるもんだと思うわ。ニンゲンって」

「俺だって、したいかしたくないかで考えてるぞ」

　俺の言葉に、あさみは視線を上げて、まじまじと目を見つめてきた。どういう意味だ、と訊かれているのだと思った。あさみの目は、妙みように物を言う力が強いと感じた。

　俺は小さく息を吐はいて、言葉を続けた。

　単純なことだ。

「正しくないことは、したくない。それだけだ」

　あさみが、目を丸く開いて。

　すぐに、思い切り噴ふき出した。

「おい、なんだよ。なんか可笑おかしいこと言ったか？」

「あっは、いや、ちがくて……」

　あさみは心底可笑しそうにくつくつと肩かたを揺ゆすってから、顔を上げて、口元を手で隠しながら言った。

「そういうこと言う時は一いつ切さい目が泳がないのがクッソ面白くて」

「なんで面白いんだよ」

「カッコつけてそういうこと言うヤツっていっぱいいるけど、大体そういうヤツって、目がどっか行ってるんだよね。自分じゃない誰だれかに、かっこいいセリフを借りに行ってる、みたいな感じでさ。あれホントウケるんだけど、吉田っちの今のはさ」

　そこで言葉を切って、あさみは笑うのをやめた。

「本心で言ってるっていうのが分かったから、なんか驚おどろいちゃった」

　ビビッた、とは言わなかった。

　俺は苦く笑しようして、オウムのように同じ言葉を言う。

「驚いちゃったのか」

「あ、そうそう、ビビッた、ビビッたのよ」

　あさみはハッとしたように肩を震ふるわせて、早口で言い直す。そして、それをごまかすように言葉を続けた。

「ビビるくらい、良い人だわ、吉田っち」

「そんなことはない」

「あるって。沙優チャソ、マジでラッキーだったね」

　あさみはそう言って視線を再び机の上に落とした。彼女の目が、少し昏くらい色を灯ともしたのを見て、俺は自然と目を逸そらした。

「関かかわる人は選べても、出会う人は選べないから」

　あさみは小さな声で言った。

　さっきまでのギャル語はどうした、と茶ちや化かしてやりたくなったが、やめる。

「だから、深く関わりたいと思えるような、良い人に出会えるって言うのは、ものすごくラッキーなことだって思う」

　最初、沙優があさみを連れてきた時、なぜこんな先せん輩ぱいと家に連れてくるほど打ち解けたのかと疑問でならなかった。だが、あさみのときどき見せる、どこか遠くを見るような目は少し沙優に似ていた。

　俺は首の後ろを搔いて、投げやりに言う。

「誰にでも、そういう出会いはあるだろ。今の時点でないなら、これからあるってことだ」

「なにそれ、別にウチがそういうの求めてるわけじゃないんだけど。ウケる」

　気付けば、あさみは元のギャル口調に戻もどっていた。

「なあ、お前、その喋しやべり方疲つかれないのか？」

「は？　疲れるも何も、元からこういう喋り方だし」

「じゃあときどき出てくる普ふ通つうの喋り方は、あえてそうしてるのか」

　俺の言葉に、あさみは明らかに「しまった」という顔をした。思わず、噴き出してしまった。

「なに笑ってんの！　クソうざいんだけど」

「いや、お前、目が口ほどにものを言いすぎだと思ってな」

「は？　なにそれ」

　あさみの視線があちこちに飛ぶのを見ながら、俺は肩を揺らす。あさみを指さして、言ってやる。

「世界水泳かよ」

　あさみは分かりやすく顔を赤くして、それから、俺の肩を手加減なく叩たたいた。

「痛ってぇ！」

「バーカ！　超ちようヤなやつ！」

　あさみにバシバシと肩を殴なぐられていると、玄げん関かんの扉とびらが開いた。

「ごめんごめん、店長の電話長くてさ……ってどうしたの」

　部屋に戻ってきた沙優が俺とあさみを見て、訝いぶかしげに目を細めた。

　あさみはコロリと表情を変えて、立ち上がって沙優にすり寄った。

「聞いてよ沙優チャソ～、吉田っちがイジメてくんの。マジサイテーだからこのオッサン！」

「おい」

　俺とあさみを見比べて沙優は苦笑した。

「また、仲良くなってるじゃん」

「これが仲良いように見えるのか」

　沙優は「はいはい」と言いながらすり寄ってくるあさみを元の位置に座らせて、それから、俺の方に視線を寄よ越こす。

「だってもうどっちもあんまり緊きん張ちようしてないじゃん」

　俺は黙って肩をすくめてみせた。

　沙優は、本当に他人の雰ふん囲い気きや表情を感じ取る点において、かなり敏びん感かんなアンテナを持っているように思う。なんとなく、こいつに対して噓は通用しないのだろうな、と思った。もとより、噓などつく気はないのだが。

　ちらりと時計を見ると、もう22時を回っていた。

　高校生はそろそろ帰らせないとまずい。

「ほら、残ってるのさっさと食え。そんで、食ったら帰れ。送ってくから」

「え、別にいいって。10分で着くし」

「馬ば鹿か、もう高校生が一人で歩いてたら補導される時間になってんだよ」

　俺が言うとあさみはけらけらと笑って手を横に振った。

「このへんマッポなんて歩いてないっつの」

　マッポって。

　あまりに古い言葉に俺は二の句が継つげなくなった。

「それに、こんな時間にＪＫ連れて歩いてたら吉田っちが職質されるんじゃね。ワロ」

　一いつ瞬しゆん、警官に職質される自分を想像してゾッとした。しかし、高校生を一人で帰らせて不ふ審しん者にでも遭そう遇ぐうされたらと思うとそれはそれで気が気ではない。

「どのみちこんな時間に一人で歩かせるのは不安だから、送ってく」

　俺がそう言いなおすと、あさみは鼻を鳴らした。

「最初からそう言えばいいぢゃん。ウケる」

　なんでそんなに偉えらそうなんだ、こいつは。

「送ってもらいなよ。うちに来た帰りに事故とか事件に巻き込まれたら嫌いやだよ」

　沙優がそう言うと、あさみもうんうんと何度か頷いた。

「沙優チャソもこう言ってるし、しょうがないから素す直なおに送られてやんよ」

「お前はどこから物を言ってるんだよ……」

　苦笑しながらも、あさみのこういった語り口はそこまで嫌きらいではなかった。男同士で軽口を言い合うような、気軽さがある。

「でも、吉田っちが職質されてもセキニンとらないんで、そのへんはヨロ」

「いいからさっさと食えよ」

　あさみは何が可笑しいのか大笑いして、残りのおかずに手をつけた。

　あさみから流すように沙優に視線をやると、ばっちりと目が合ってしまった。沙優はじっと俺の目を見つめてくる。

「なんだよ」

「吉田さん、なんかにやにやしてる」

「してねぇよ」

　俺が投げるように答えると、沙優はくすくすと笑って、自分も残っているご飯に箸はしをつけ始めた。

　最初は失礼なギャルを連れてきたものだと思ったが、案外、上手うまくやれそうな二人だと思った。

　ずっと俺の家の中という閉へい鎖さ的な空間に閉じこもる形になっていた沙優が外に出て、新しく友達を作ったというのは、とても良いいことのように思えた。

　そうやって、新しい経験を積み重ねて、過去の苦しみがどうでも良くなった頃ころに、きちんと向き合えばいい。

「ごちそうさま」

　俺は一足先に、夕飯を食べ終えて、いそいそとベランダに出た。妙に、煙草たばこが吸いたくてしょうがなかった。ストレスから、ということではなく。煙草をくわえて、しみじみとした気分になりたかったのだ。

　煙草は、イライラしたときにも、嬉うれしいことがあったときにも吸いたくなるのだから、難なん儀ぎなものだと思った。




　　　＊




「ここまででいいわ」

　談笑しながらあさみを送っていると、８分ほど歩いたところであさみがそう言った。

「家の前まで送ってくぞ」

「んや、いい。ていうか、家見られたくないし」

　あさみのその言葉には明確な『拒きよ否ひ』が含ふくまれていた。遠えん慮りよしてそう言っているわけではないのが分かったので、俺もそれ以上は何も言わない。

「そうか。まああと２分くらいで着くとはいえ、一応気を付けて帰れよ」

「心配しすぎでしょ。ウケる」

　あさみは小さく笑って、俺に手を振ふった。

「んじゃ。今いま更さらだけど、今日は押しかけてゴメソ」

「別に、家が狭せまいことを除けばそこまで困らないしな」

　困らないというのは噓うそだ。正直、会社から帰る時は気が気ではなかった。

「でもウチ、ほんとにあの家結構いいと思うよ。狭いとこも含めて」

　あさみはそう言って、肩をすくめた。おどけた態度だが、やはり目は少し昏い色を宿していた。

　彼女が『狭い家』にどんな憧あこがれを持っているのかは知らないが、どうも、あさみのあの目は見ていて気持ちの良いものではなかった。

「そんなに気に入ったなら、また来ればいいだろ」

　俺がそう言うと、あさみは目を丸く見開いた。

「え、いいの？」

「沙優の相手してやってくれよ」

　あさみは破顔して、俺を指した。

「親かよ。マジウケる」

「保護者だよ」

　俺の答えにこくこくと頷うなずいて、あさみは息を吐はいた。

「保護者ね、いいと思うわ。吉田っちがいいって言うなら、また行く」

　あさみは笑ってそう言って、「じゃ」と片手を上げてから、俺に背中を向けた。

　俺も片手を上げて頷いて、スタスタと歩いてゆくあさみを見送った。

　その途と中ちゆうで突とつ然ぜん、あさみが振り返って、また俺の前まで歩いて戻ってきた。

「保護者さんにちょっとアドバイス的なアレなんだけど」

　あさみは自分の顔を人差し指でさす。

「沙優チャソ、笑え顔がおの使い分けメッチャ上手いから、気を付けた方がイイよ」

　俺の返事を待たず言うべきことは言ったとばかりに、あさみは再び踵きびすを返して歩いて行った。

　俺は黙だまって彼女の背中を見送る。何個か先の交差点を、左に曲がったところで、彼女の姿は見えなくなった。

「笑顔の使い分け……」

　沙優の笑顔を思い浮うかべた。

　にへらと笑う顔。

　苦く笑しようする顔。

　そして、何か含みを感じる、笑顔。

　あれをすべて自分で意図して操あやつっているとしたら。

　あさみの「気を付けた方がいい」という言葉が再び脳のう裏りで再生される。

「気を付けるっつったって」

　何に、どう気を付けろと言うのだ。

　俺はため息一つ、自宅に向けて歩き始めた。
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「そうかい……まあ無理にとは言わないけども、今回も断られるとは思ってなかったなぁ」

　落らく胆たんの色を隠かくしもせずに、小お田だ切ぎり課長が言った。

　その言葉に、俺もひたすらに申し訳ない気持ちになりつつ、それでも首を縦に振るわけにはいかなかった。

　出張の依い頼らいである。

　以前であれば出張業務も快かい諾だくしていたが、沙さ優ゆが家にいる今やすやすと長期間家を空けるわけにはいかない。以前一度出張を断ったときも驚おどろかれたものだが、さすがに二度目ともなると課長の顔色も良くなかった。

「最近どうした？　仕事の意欲なくなってきちゃったかな」

「いえ、そんなことは！」

「そうだよねぇ。仕事ぶりを見てればそうじゃないのは分かる。だとしたら何か理由があるんじゃないのか？　遠慮せずに言ってくれた方がこっちももやもやしなくて済むんだけどねぇ」

　当然の追つい及きゆうではあったが、俺には非常に痛いものだった。

　こういった場合の言い訳を用意しておこうと前々からぼんやり考えてはいたものの、まさかこんな短期間でまた出張の話が舞まい込んでくるとは思わず、完全に油断していた。

「恋こい人びとでもできたか？　それならそれで、そう言ってくれればいいんだけどもね。まあ……結けつ婚こんしてるわけでもあるまいし、そんなことで辞退されてもと思わないことはないが」

「恋人ができたとか、そういうんじゃ」

「じゃあ、どういった理由？」

　あまり語気を強くしない小田切課長だが、今回ばかりは理由を聞かずに逃にがす気はないという気き迫はくが感じられた。

　完全に、困ってしまった。

　家に女子高生を泊とめている、などと言えるはずがない。しかし、すぐにそれを取り繕つくろう噓を言えるような器用さは俺にはなかった。

　胃の痛くなる数秒の沈ちん黙もくに、どうしたものかうろたえていると、小田切課長の後ろから突然見知った顔が現れた。

「あれ、小田切課長。お疲つかれ様です」

「ああ、三み島しま君……」

　小田切課長の後ろからひょこりと顔を出したのは、三島だった。

「吉よし田だセンパイにちょっと用事あって来たんですけど、お取り込み中でしたか？」

「まあね。ちょっと出張のことで」

　課長の言葉を聞くや否いなや、三島は大げさに口を大きく開けて「えっ」と言った。

「出張？　吉田センパイがですか？」

「まあ、断られてるところなんだけどもね」

「そりゃ、吉田センパイ今は出張は無理でしょう！」

　三島はやけに大きな声でそう言った。唐とう突とつなその言動に俺も驚いてしまう。

「吉田センパイ、今月は定期的に実家に戻もどらないといけないって言ってましたもん。お母様の体調不良だって……」

　そこまで言ってから、三島はハッとしたように口に手を当てた。

「……あ、これって言っちゃいけないやつでした？」

　そして、俺の方を見て気まずそうに首を傾かしげた。表情は『気まずそうに見える』ものだったが、俺に向けてくる目線には明らかに別の意図が籠こもっていた。

『いいから頷け』

　である。

「あ、ああ……まあ……言っちゃったもんはしょうがねぇよな」

　俺が視線を落とし気味に頷くと、三島は声を小さくして、「す、すみません……」と頭を垂れた。

　俺と三島の様子を見て、小田切課長は慌あわてたように手を横に振った。

「な、なんだ、そういうことなら最初に言ってくれれば良かっただろうに」

「いえ……」

「吉田センパイは家族思いな人だから、家族をこういう時の言い訳みたいに使いたくないんですよね？」

「ま、まあな……」

　俺が上手うまく答えられないのを見み越こしたように、ペラペラと三島がまくしたてた。

「そういうことなら他ほかを当たるよ。吉田君、そういうことは、まあ言いにくいにしても……『家族の事情で』とかぼやかして言ってくれればいいんだからね」

　小田切課長は先ほどまでとは違ちがう意味で熱の籠もった様子で俺の目を見み据すえた。

「君は普ふ段だんから真ま面じ目めに働いているんだから、そういった理由で辞退するのならそれ自体を疑ったりはしないさ。次からはきちんと言うように」

「……はい、すみません」

　完全に三島がでっちあげた噓の理由だというのにここまで純じゆん粋すいに信じられてしまっているということにとてつもない罪悪感を覚えながらも、俺は首を縦に振った。

「しかし困ったな。そうなると他に誰だれを当たればいいやら」

　小田切課長はそう言ってから、近辺のデスクを見み渡わたした。

「こういうときに便利な遠えん藤どうも、今は別の出張現場だし」

　同チームに所属している遠藤は、以前俺に出張の話が回ってきた時に俺の代わりをしてくれた同どう僚りようだ。彼が普段座っている席は、今は空席となっている。確か、東北の方への出張に１週間ほど前から行っていたはずだ。彼と仲の良いい小こ池いけという同僚も、今回は同行している。

「そんでもって橋はし本もと君には奥さんがいて、他の新人はまだ出張回しても何かできるわけじゃないときてる」

　そして俺の隣となりの席に目をやる課長。つい先ほどまで静かに仕事をしていた同僚の橋本は、小田切課長がやってきた気配を察知してか、気付けば離り席せきしていた。俺にとって橋本は頼たよれる相棒のようなものであったが、こういう時に限ってはまったく頼りにならない。良くも悪くも、自分のリスク管理は最大限行う人間なのだ、彼は。

　他に頼たのむアテがないということに困って黙ってしまった小田切課長と、断った手前どう声をかけたらいいか分からない俺の間の絶ぜつ妙みような沈黙を、思わぬ人物が打ち切った。

「小田切さん。ちょっと」

　遠くのデスクから、凛りんとした声がかかった。

　声の方に目をやると、片手を上げて小田切課長に微笑ほほえみかけている後ご藤とうさんがいた。

　俺も課長も、こういったタイミングで後藤さんから声をかけられることは珍めずらしいため、驚きから身体からだが完全に停止した。

　しかし課長はすぐに、自分の身体が動くものであると思い出したように首だけをこくこくと振ふって、「ちょっと行ってくる」と小声で俺に言い残し、後藤さんのデスクへと向かった。

　後藤さんは俺の上司である。俺をこの会社に連れて来てくれたのも彼女で、俺の片かた想おもいの相手であり、さらに言えばすでにフラれている。

　プロジェクトを持っている俺と、人事と事務を中心にこなしている後藤さんでは、業務中に会話が発生することは他と比べて少ないが、それでも同じオフィスで働いているために、毎日、よく彼女の姿が目に入る。

　小田切課長に身振り手振りを添そえて何かを伝える後藤さんをぼんやりと眺ながめていると、突とつ然ぜん俺の脇わき腹ばらが小こ突づかれた。

　いつの間にか真隣まで寄って来ていた三島だった。三島はこちらに視線は寄よ越こさずに小さな声で言う。

「吉田センパイ、言い訳用意しといた方が良いと思いますよ」

　出張のことだろう。

　突然すぎて驚いたとはいえ、先ほどの三島の行動にはかなり助けられた。

「さっきはありがとな」

　小声で返すと、三島は少し照れたように鼻を鳴らした後に、首を横に振った。

「咄とつ嗟さにご家族の体調不良だなんて言ってしまってすみません。ちょっと不ふ謹きん慎しんでした」

「いや、いいよ……それくらいしかもっともらしい理由もなかったかもしれないしな」

「まあでも、他人が勝手につく噓うそではなかったかなって」

　横目で三島を見る。

　普段は力を抜ぬきながら仕事をこなしている様子が目についてしょうがない後こう輩はいだが、こういったときに、彼女の礼れい儀ぎ正しさや義理堅がたさを感じることがある。

「沙優ちゃんのことですよね」

「……ま、まあそうだな」

　そして、ときどき忘れそうになるが、彼女は沙優と会っている。

　会社の人間で、沙優の存在を知っているのは橋本と、三島の二人だけだ。だからこそ、今回三島は俺の窮きゆう地ちを見かねてわざわざ助けに来てくれたのだと思う。

「とにかく助かったよ」

　俺が言うと、三島は俺の方をじとっとした目で見て、言った。

「何かお礼とかは……ないんですかね」

「急に図ずう々ずうしいな」

「でも実際吉田センパイ私のおかげで助かったわけですし、少しくらいは何かあっても良いのでは」

「メシでも奢おごるよ」

「約束ですよ。二人でですからね！」

「奢りメシに他のやつも連れてったら大変だろ」

　俺の言葉に、三島はグッと拳こぶしを握にぎって、大げさに頷うなずいた。

「こういうところで吉田センパイポイントを稼かせいでいかないと」

「なんだよその胡う散さん臭くさいポイントは……」

　俺が半笑いでそんなことを言ったタイミングで、小田切課長と後藤さんが同時にこちらを見たので、びくりとする。後藤さんはにこりと笑って首を傾げ、課長は首を何度か縦に振ってから、こちらに歩いてきた。どうやら話は終わったらしい。

「今回は他支社から出してもらえるように後藤さんが調整してくれるそうだ。いやあ助かった」

「あ、ほんとですか……良かった、本当に」

　心から安あん堵どした。

　沙優を置いていけないというのは最優先事じ項こうではあったが、世話になっている上司を困らせるのはもちろん本意ではない。断らざるを得ない状じよう況きようで、かつ、俺が断れば他に行く人がいないという状況は、正直かなり精神的に参るものだった。

　ジリ貧ひんの状況に見かねて後藤さんが気を回してくれたのだろうと思うと、後藤さんにも後で個人的に礼くらいは言っておかないと、という気持ちになった。

　そんななにげない思考で後藤さんの方に視線をやると、後藤さんの視線と俺の視線が思い切りぶつかった。咄嗟に逸そらしそうになるが、なぜか「逸らしたら負けだ」という謎なぞの対たい抗こう心しんにとらわれて、視線をぶつけたままにしていると、後藤さんがにこりと微笑んで、小さく手招きをした。

　その動きがあまりに唐突で、かつあまりに自然だったために、俺はその手招きが俺に向けられたものだと気付くのが遅おくれた。ぼーっとしたまま後藤さんを眺めていると、彼女は少し訝いぶかしげに眉まゆを寄せてから、もう一度手招きをした。そこまで眺めて、ようやく俺は自分が呼ばれているのだと気が付く。

「センパイ」

「いてっ」

　再び脇腹を肘ひじでつつかれて、三島の方を向くと、三島は顎あごで後藤さんの方を指した。

「呼ばれてますよ」

「あ、やっぱあれ俺が呼ばれてんのか」

「他に誰がいるんですかまったく……早く行って来たらいいんじゃないですか」

「お、おう……」

　どうしてお前がそんなに機き嫌げん悪そうなんだ。

　明らかに鋭するどい目つきで俺を睨にらんでからそう言った三島に俺は数回首を縦に振って、後藤さんのデスクへと向かった。

「もう……なんですぐに来てくれないわけ」

「いや、一いつ瞬しゆん俺が呼ばれてるって分からなくて」

　いたずらっぽく微笑みながら軽口をたたいてくる後藤さんに思ったままの返事をすると、後藤さんはくすくすと笑ってからデスクに座り直した。

　後藤さんは姿勢がいい。デスクに座り直すときも、身体を少し傾かたむけてから、膝ひざを曲げて、背筋を伸のばしたまま椅い子すに腰こしかけ直した。その一連の動作を、つい目で追ってしまう。

　梅雨つゆに差し掛かかったこともあり、空調が作動している社内も湿しつ度どで若じやつ干かん蒸むし暑い。早めの時期から社内クールビズを採用するうちの会社では、シャツ一枚で働いている社員も少なくはない。その社員の中に、俺も、そして後藤さんも含ふくまれている。

　後藤さんが椅子に座り直した際に、開いた第一ボタンのおかげで少し覗のぞいた彼女の鎖さ骨こつから、慌てて目を逸らす。

「そ、それで……なんで俺は呼ばれたんでしょうか」

　勝手に気まずくなった俺が自分から切り出すと、後藤さんはちらりと俺の背後に視線をやった後に、自分のＰＣのモニターを指さした。

　その所作に違い和わ感かんを覚えて後ろを振り向くと、こちらをじっと見ていた三島と目が合った。たまたま目が合ったわけではない。確実に仕事をしないでこちらを見ていた。

『仕事、しろ』

　俺が顔をしかめて、キーボードを打つジェスチャーをすると、三島も負けじと思い切り顔をしかめた後に、わざとらしく舌を出してから自分のＰＣの画面に視線を落とした。

「ふふ、ほんと仲良しね」

「いや、別に……」

　一連のやりとりを眺めていたらしい後藤さんに笑われて、俺は少し小こ恥はずかしい気持ちになる。

　そして後藤さんに視線を戻もどすと、彼女は再度自分のＰＣの画面を指さした。

　少しだけ後藤さんの近くに寄り、画面を見ると、起動されているＷｏｒｄ文書に、『今日の業後の予定は空いていますか』と書かれていた。俺がそれを読んだのを確かく認にんしてから、後藤さんはキーボードを鳴らして、『ご飯でもどうですか』と付け足した。

　最近、後藤さんと個人的に飯に行くことは以前より増えた。それは嬉うれしいことではあるのだが、この誘さそい方は以前唐とう突とつに後藤さんと焼き肉に行くことになったときの流れと同じだ。あの時は恋こい人びとがいるかどうかという半ば一方的な詰きつ問もんを受けてかなり困窮したのを覚えている。後藤さんがプライベートな時間を俺に割さいてくれること自体はとても嬉しいのだが、あの記き憶おくは、俺の中には若干苦いものとして刻まれていた。

　だが、後藤さんに夕飯を誘われるなどというラッキーイベントを逃のがす手もなかった。それに、元から俺は上司の誘いを理由もなく断れるような性格はしていない。

「行けますよ」

　苦い記憶を思い返しながらも、俺は首を縦に振った。

「そ？　良かった。じゃあ詳くわしいことは昼休みに、メールでね」

　後藤さんは手短にそう言って、にこりと微笑んだ。

「分かりました」

　俺もできるだけ『仕事の会話』に見えるよう淡たん白ぱくに返事をして、「失礼します」と軽く会え釈しやくをして後藤さんのデスクから離はなれた。

　踵きびすを返すと同時に、明らかに不自然に揺ゆれた三島の頭が見えたが、もう放ほうっておくことにする。

　自分のデスクに戻ると、何食わぬ顔で隣となりの席に橋本が戻って来ていた。

「随ずい分ぶん長いトイレだったな」

「急にお腹なか痛くなっちゃってさ」

「そうかいそうかい……」

　悪びれもせずそう答える橋本を睨みつけてやると、橋本は含みのある笑みを浮うかべた。

「そういう吉田も仕事中に後藤さんとデートの約束だろ？」

「デートじゃねえよ別に……」

「仕事の話じゃないのは否定しないわけだ」

「うるせぇな」

　大体の事情を察しているくせにこうやっておちょくってくるのは本当に腹が立つ。

　上手うまく小田切課長との遭そう遇ぐうを回かい避ひして飄ひよう々ひようと仕事を再開している橋本は置いておいて、夕飯を外で食べるのだとしたらまず沙優に連れん絡らくしないといけない。

　携けい帯たい電話を取り出して、手短にメッセージを打ち込む。

『すまん。後藤さんに夕飯誘われたから今日は外で食べて帰ってくる』

　本当はもう少し気の利きいたことを言ってやりたい気持ちもないことはないが、勤務中なので簡潔な内容にまとめてすぐに送った。

　俺の方を横目で見てから、橋本が明らかにからかうような口調で言った。

「おっ、奥さんに連絡？」

「お前いい加減にしろよ」




　　　＊




　肉を網あみの上に置くと、即そく座ざに「ジュッ」という音がした。

　肉が小さな泡あわを表面にちりちりと浮かべながら徐じよ々じよに縮まっていく様子を観察して、俺はトングで肉を１枚ずつ裏返していく。

「んー、美味おいしそう」

　向かいに座る後藤さんが心なしかいつもよりも目をきらきらとさせながらそう言った。

　俺と後藤さんは、以前二人で一度来たことのある焼き肉屋に再びやって来ていた。

　ピンク色だった肉が、両面うすだいだい色に変わったのを見て、トングで肉の身を少し押してみる。トングを通して、肉の弾だん力りよくがしっかりと手に返ってきた。中にもほどよく火が通っているようだ。

「もう食べられますよ」

　そう言って肉を１枚摑つかみ上げると、後藤さんは自分の取り皿を両手でちょこんと持ち上げた。そこに肉を置いてやると、彼女は少し子供っぽく笑った。

「ふふ、ありがとう。やっぱり焼き肉奉ぶ行ぎようね」

「そんな大げさなもんじゃないですって」

　俺と後藤さんの前には、すでに数口飲んだ後のビールグラスが置かれている。乾かん杯ぱいはもう済ませていた。

　当たり障さわりのない話をしながら肉を焼き、だんだんと腹も膨ふくれてきたところで、俺もだんだんと焦じれてきた。

「それで、今日はどうして？」

　いつものことだから慣れたとはいえ、後藤さんは肝かん心じんな話は自分からは始めない。今回は俺もあまりがっつかずに待ってみたが、やはりいつまでも始まらない本題についに俺が根負けしてしまった。

　後藤さんは首を傾かしげる。

「どうして、って？」

「いや、何か用があったんじゃないんですか。わざわざ業務中にあんな呼び出し方するなんて」

　俺が言うと、後藤さんは困り顔を作ってから、唇くちびるを尖とがらせた。

「なぁんだ、バレてたか」

　分かるようにやっただろ、と心中で毒づく。若干イラっとしつつも、彼女のそういうお茶目な表情を見るとどうもドキドキしてしまうあたり、惚ほれた方は弱い。

「バレるも何も……」

「ふふ、まあそうね」

　後藤さんは小皿の肉をもう一かけら口に入れてから、ゆっくりと咀そ嚼しやくした。そして、こくりとそれを飲み込んだ後に、俺の目を覗き込むように首を傾げた。

「どうして出張、断ったの？」

　やはりか、と思い、俺は自分の表情が硬かたくなるのを感じた。そして、表情を硬くしてしまった時点で、もうこの質問に答えずに逃にげるのは不可能だと悟さとる。後藤さんはこちらをじっと見て質問を投げかけて来ていた。俺の表情の変化に気が付かないはずもない。

「前も言ったけど、別に責めてるわけじゃないのよ。会社の方針として、出張業務の強制はしないってことになっているし、受けるのも断るのも自由」

　そうなのだ。この会社はベンチャー企き業ぎようとして短いスパンで業績を伸ばし上場しただけあり、現代の若者が『古ふる臭くさい』と感じるような制度を採用しない傾けい向こうが強い。昼休みは11時から15時の間で各自の好きなタイミングで取ることができたりだとか、本人の希望でフレックスタイム出社に切り替かえることができたりだとか、今後藤さんの言った『上司命令の履り行こうが強制されない』という点もそれらの一部に含まれている。

　社員一人一人が制度面でのストレスを抱かかえずに働けるよう工く夫ふうされている会社だからこそ、業績が伸びていっているのだと思う。

「だから、こうして質問しているのは完全に個人的な興味ね」

「そうなんですね……」

　後藤さんの言葉に、俺は曖あい昧まいな相あい槌づちを打った。

「前回の焼き肉でも……こう……質問させてもらったわけだけど」

　急に後藤さんが口ごもるので逸そらしていた視線を彼女に戻すと、彼女も俺の方に向けていた視線をやけにもじもじとした様子でテーブルに落としていた。

「三島さんとは何もないって話だったじゃない……？」

「いや、またその話ですか。あいつとはなんにもないって……」

「でも昼食とか一いつ緒しよに行く頻ひん度ど増えたじゃない！」

「単純に前より仲良く……仲良く？　いや、あいつが俺に懐なついたというか……上手く言えないですけど、一緒に行動する機会が増えただけですよ」

「じゃあ仮にね、仮に、そうだとしてもよ？」

　後藤さんは語気を強くした。身み振ぶり手振りも加えられて、彼女らしからぬ気き迫はくのある話し方だ。

「最近明らかに前よりも定時で帰ろうとしてるし」

「だ、だからそれは多めに睡すい眠みんをとりたいからで」

「いやあなたね、それだけは絶対に噓うそ。そんなに目を泳がせながら人の話を遮さえぎるものじゃないのよ」

「う、噓じゃないですって……」

　噓である。

　俺をじとっとした視線で一いち瞥べつした後に、後藤さんは小さくため息をついてから、ゆっくりと言った。

「多分自分では気にしてなかったことなんだろうけど」

　そう、彼女は前置きをした。

「吉田君、前までは業務中に携帯電話触さわってることなんてなかったのよね」

　そして続いた言葉に、俺は胃が痛む思いだった。まさか、そんなところまで見られていたとは。俺の表情の変化に気付いてか、後藤さんは慌あわてたように手を横に振った。

「ああ、ごめんなさい。これも責めてるわけじゃないのよ。遊んでるわけでもないのは分かってるし」

「いや、それはまあ……」

　俺の曖昧な相槌に後藤さんは苦く笑しようして、言葉を続けた。

「ただ、前まで一いつ切さい業務中に携帯電話を触らなかった部下が、急にそういうことを始めたってなったら……連絡する相手でもできたのかなって思うじゃない」

「それは……そうかもしれませんね」

　正直肯こう定ていしたくはないが、彼女の言うように至し極ごく普ふ通つうな論理展開であるのは間ま違ちがいない。否定してもしょうがないので、素す直なおに頷うなずく。

「だからとっても気になって……あ、ビールのおかわりいる？」

「ああ……お願いします」

　俺が答えると、後藤さんはにこりと笑って店員を呼び出すボタンを押した。そしてやってきた店員に「ビールのおかわり二つください」と簡潔に伝え、俺の前にあった空きのグラスをひょいと摑んで自分のものと一緒に店員に渡わたした。

「すみません、俺が気にかけるべきでした……ありがとうございます」

「いいえ、会社の飲みじゃないんだから気にしなくていいのよ」

　それはそうだが、と食い下がろうとして、やめる。

　暗に、今は立場を抜ぬきにして話そうと言われているのだと気が付いた。

「それで……」

　後藤さんは少しうつむき気味に呟つぶやいてから、視線をこちらに寄よ越こした。

「どうなの？」

　どう、という言葉が指すものはわざわざ訊きき返さなくても分かる。なぜ出張を断ったのか、そして、誰だれと連絡をとっているのか、そういうのをひとまとめにして質問したいのだろう。

「それは……」

　俺は口を開いて、そしてもう一度閉じる。

　本当は橋本以外の誰にも、沙優のことは言わないでいるつもりだった。しかし、どういう巡めぐり合わせか、三島には沙優が俺の家に居い候そうろうしていることはバレてしまっている。

　そうなってくると、意固地になって後藤さんに隠かくす意味もないのではないか。

「ビール二つ、お待たせしました」

「あ、どうも……」

　早足でやってきた店員が、手早くビールをテーブルに置き、「ごゆっくりどうぞ」と言い残して、足早に他ほかのテーブルへと向かった。

　後藤さんが二つのグラスを、片方は自分の方へ、もう片方を俺の方へ置きなおしてくれるのを見ながら、だんだんと自分の気持ちに整理がついてくるのを感じた。

　そうだ。沙優のことを言うかどうか、それよりも前に、解消したい違い和わ感かんがあるのだ。

　先ほどから感じていたもやもやが、ようやく俺の中で言語化された。

「その前に、俺からも質問いいですかね」

　俺が訊くと、後藤さんは一いつ瞬しゆんきょとんとした後に、首を傾げた。

「なあに」

「いや、その……」

　後藤さんの質問の意味は分かる。そして、質問に至った疑問も分かる。ただ、一つだけどうしても分からないことがあるのだ。

「どうして後藤さんはそんなに俺の行動を気にしてくれてるんですかね」

　後藤さんの目を見てそう訊たずねると、明らかに後藤さんがびくりとした様子を見せた。

　以前から、後藤さんの発言には俺の行動をよく見てくれていることが分かる内容が多く含ふくまれていた。今まではあまり深く考えずに、「社員の行動をよく見ているんだなぁ」などと考えていたが、今日の彼女の発言を聞く限り、明らかに『社員全員を見ている』にしては細かく見すぎだと思った。

　いや、彼女が社員全員を注意して観察している点については、きっと実際にそうなのだろうと思う。後藤さんがオフィス全体をゆっくり見回したり、自ら歩き回って、自分に用事がある人が声をかけやすいように計らったりしている姿はよく見かける。

　しかし、今日後藤さんが指し摘てきしてきた内容を、本当に彼女が社員一人一人に同じ観点で観察しているとしたら、それはとうてい記き憶おくしきれるようなものではないだろうと思うのだ。

　そうなると、あまり自意識過か剰じようにはなりたくないが、俺のことだけ特別注意深く見ているのではないか、という結論に行き当たってしまう。

　俺は５年もの間彼女のことを恋れん愛あい対象として想おもい続けて、そしてその恋こいに破れた。だというのに、その後藤さんは俺のことを他の社員よりも注意深く観察しているようなのだと分かってきた。この違和感は、どうにもぬぐえない。

　俺は後藤さんの中で、『多くいる社員の中の一人』ではないのだろうか。もし特別な意図があるのだとしたら、それは一体、どういうものなのだろうか。

　その疑問が解消される前に、こちらの秘密だけ開示してしまうのは、なんというか不公平な気がしてしまったのだ。

「答えたくない内容なら、無理はしなくていいんですけど」

　そして、その思いは、俺が思っている以上に、俺の中では大きいものだったようだ。

「後藤さんが答えてくれないのであれば、俺も後藤さんの質問には答えません」

　俺はいつもであれば考えられないような、強気な発言をしていた。

　俺のその言葉に、後藤さんは少し目を丸くしてから、ぱちくりとまばたきをした。そして、少しだけ口角を上げて、息を吐はく。

「驚おどろいちゃった……」

　後藤さんはそう言ってから、ごまかすようにビールを一口飲んだ。それを見て、俺もおかわりで頼たのんだビールに一度も口をつけていなかったことを思い出す。泡あわが１センチほど減っている。慌てて俺もビールを呷あおった。びりびりとした痛快な刺し激げきが、喉のどを通過する。そしてそれは、自分の強気な発言をなぜか脳内で反はん芻すうさせた。

「吉田君も、そうやって必死になることあるのね」

　後藤さんはそう言ってから、少し顔を赤らめた。なぜそのタイミングで顔を赤らめるのか。

「うん、確かに、吉田君のことは、他の人よりもよく見てるよ。それは事実」

　後藤さんは、ぽつぽつと言葉を続ける。しかし、その様子は少し変だった。いつものような、余よ裕ゆうがない。俺の目を見ず、視線はテーブルの上でうろうろし、顔は赤らんでいる。

　俺は、何も言わずに、言葉の続きを待った。

「うん」

　後藤さんは一人頷いて、ずっと逸らしていた視線をようやく俺に向けた。

「あの、驚かないで聞いてほしいんだけどね？　……いや、驚くに決まってるか」

「……はい？」

「その、どうして吉田君のことをそんなに細かく見てるかってことね」

「……はい」

　彼女の様子を見ていれば、分かった。今、彼女は本気で答えようとしてくれている。いつもの、余裕たっぷりな、何を考えているか分からない彼女の様子とは明らかに違った。

　後藤さんはゆっくりと息を吸って、そして吐はいた。意を決したように俺をじっと見つめて、若じやつ干かん上気気味の表情で、言う。




「吉田君のことが好きだからよ」




　思考が、フリーズした。

　今、なんと言った？

　俺のことが、好きだと。そう言ったのか。

　動き出した思考は、一気に混乱を始めた。

　いやいや。あなた、数か月前に俺のことフッたばかりでしょう。彼氏がいるって話だったでしょう。別れたということなのか？

　いやいやいや。

　仮に別れたとして、その後すぐに俺に気移りするというのはどうかと思う。

　ぐるぐると思考が脳内で渋じゆう滞たいを起こして。

　結局、口から出力されたのは。

「え？」

　その一言だけだった。
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「冗じよう談だんですよね？」

　俺は、喉から絞しぼり出したような声でそう、訊ねた。

　後ご藤とうさんは、静かに首を横に振ふった。

「本当だよ」

「いや、だって」

　俺は食い気味に言う。

「彼氏がいるって！　５年前から付き合ってるって！」

「あれね」

　後藤さんは苦く笑しようしてから、首を横に振り、言った。

「噓うそなの」

「……えぇ？」

　俺は脱だつ力りよくして、椅い子すに背中をつける。

「どういうことっすか……」

　当然の疑問だ。

　俺のことを向こうも好いていたのに、俺の告白を断った？

　なぜ。

　本当に、意味が分からない。

　俺の問いも当然だという風に後藤さんはなんとも言えない表情を作り、首を何度も縦に振った。そして、言葉を続ける。

「ごめんなさいね。私、結構〝カン〟が鋭するどいほうなの」

「勘かん？」

「そう」

　後藤さんが頷うなずくのと同時に、店員がやってきて、いつ注文したかも忘れた肉を置いて行った。そういえば、二人で店に入った時よりも、店内ががやついている。混こんできているのだろう。店員も先ほどよりだいぶ慌ただし気に店内を行き来していた。

　一度後藤さんから意識を離はなすと、少しだけ思考が落ち着いてくるのを感じる。

　後藤さんは肉ののった皿をさりげなく俺の方についと押して寄よ越こした。俺が焼けということだな。

　俺は無言で皿を受け取り、肉用トングで次々と肉を七輪に置いてゆく。

「あなたに家に誘さそわれた時、すごく嬉うれしかった。その場で飛び跳はねたいくらいにね。でも」

　後藤さんはじゅうじゅうと音を立てる肉を眺ながめながら、ぽつりと言った。

「〝今日じゃないな〟って思ったの」

「今日じゃない」

「そう。今首を縦に振って、付き合っても、きっと上手うまく行かないんじゃないかって思ったのよ」

　俺は視線を彼女に向けて、問う。

「それが、後藤さんの〝勘〟ってやつですか」

「そういうこと。だから、はずみで噓ついちゃって」

「彼氏がいる、と」

「そう」

　俺はため息をついて、トングを置いた。

　つまり？

　後藤さんは俺のことが好きで、俺の誘いも嬉しかったが。なんだかよく分からないけど〝今日じゃない〟と思ったので適当に噓をついて断った、ということか。

　頭を搔かく。

　さっぱり、分からん。

　え、お互たがい好きなんでしょう？　付き合えばいいのでは。

　結けつ婚こん式挙げるわけでもないのに、なぜ〝日取り〟を気にするのか分からない。

「え、つまりそれは〝大安〟の日じゃないと嫌いやだとかそういう話ですか」

　俺が思わず訊きいてしまうと、後藤さんは噴ふき出した。

「あはは、違う違う！　宝くじじゃないんだから！」

「じゃあ、どういうことっすか……さっぱり分かんないんですけど」

　呟つぶやくように言って、肉を裏返す。

　後藤さんはくすくすと笑った。笑っている場合ではない。俺は真しん剣けんなのだ。

　彼女から好意を告げられたという俺にとっては嬉しいことこの上ない展開のはずであるのに、心しん拍ぱく数すうが異常に高まっているのと同時に、妙みような違い和わ感かんと不快感が同居していた。

「私はね、慎しん重ちような女なの」

　そう言って、後藤さんは七輪をじっと見た。

「美味おいしい肉には、じっくりと火を通したいタイプ」

「でも、火を通しすぎると美味しくなくなりますよ」

「でも美味しいからって柔やわらかいうちに食べると、お腹なかを壊こわすかもしれないでしょ」

「何度も焼いてれば見み極きわめる目が育ちます」

　俺の言葉に、後藤さんはくすっと肩かたを跳ねさせた。

「私、そんなに何度も交際経験があるように見える？」

「見えますよ……そんだけ色気出しといて」

　呆あきれて言うと、後藤さんは自分の口に手を当てた。

「色気出てる？」

「出てます。出まくり」

　俺が答えると、後藤さんはけらけらと笑った。

「もう食べられますよ」

「あ、ほんと？　いただき」

　嬉しそうに箸はしを持って、ハツを摑つかむ後藤さん。

　もぐもぐと肉を食はんで、幸せそうに微笑ほほえんだ。

「んー、おいし」

「そっすか……」

　俺は彼女から目を逸そらしつつ、苦笑した。ほら、だから色気が出てんだって言ってんだろ。ぶっとばすぞ。だんだんと、腹が立ってきた。

「じゃあつまり、俺と今付き合っても、長続きしないと思うってことですかね。まとめると」

「んー……そういうことになるのかなぁ」

「じゃあ、いつならいいんすか」

　ざっくりと訊く。この人にははっきりと言葉にして訊たずねないと、話が一向に進展しないのは分かっていることだ。

　俺の質問に、後藤さんは小首を傾かしげた。

「うーん……いつとは、言えないけど」

「はぁ……」

　ため息をついた。

　俺は、この人が好きだ。間ま違ちがいなく、この人を異性として好いてしまっている。

　しかし、先ほどから続くこの会話は不快きわまりなかった。死ぬほどドキドキさせられて、そのくせ、実りが一いつ切さいない。

　正直に言って、遊ばれているとしか思えないのだ。

　その気がないならその気がないと言ってくれればいい。

「信じられないです」

「え？」

　俺が言うと、後藤さんは視線を上げて、俺をじっと見た。

「後藤さんが、俺のこと好きだって話ですよ。そうは思えない」

「そんなことない。ずっと好きだったのに」

「本当は後こう輩はいをからかって遊んでるんでしょ」

　俺のその一言で、はじめて、彼女の表情が曇くもった。

　後藤さんは、箸を置いて、真剣な表情で俺を見た。

「じゃあ、どうしたら信じてくれる？」

　どきりとした。

　その表情、そして、その言葉。

　先ほどまでこちらの言葉を軽くいなしていた態度とは打って変わったその様子に、俺は戸と惑まどった。

　しかし。ここでひるんではいけない。

　俺は、心臓をばくばくと言わせながら、そして、最大限に冷静さを保って。

　一番のカードを切った。

「俺と、ヤれますか」

　後藤さんの目を見て、はっきりと言い放った。

　後藤さんは一いつ瞬しゆん眉まゆをぴくりと動かして、すぐに俺から目を逸らした。

　じわじわと、彼女の頰ほおが赤くなるのが、見て取れる。

　沈ちん黙もくが、やけに長く感じる。

　俺は、沈黙の気まずさをごまかすようにビールグラスを摑んで、口をつけた。

「しょ……」

　後藤さんの口が開かれる。

　何かを言いかけて、やめた。そして、再び、小さな声で言った。

「処女だけど……いいの？」

「ぶっ」

　ビールを吹いてしまった。

『処女』という単語が、生々しく脳内に響ひびいた。

　そしてそれと同時に、自分がいかに愚おろかしい発言をしたのかを思い知った。あまりに直接的で、礼節を欠く質問だった。

「今の、ナシにしてください」

　俺が言うと、後藤さんは愕がく然ぜんとした表情になった。

「やっぱり処女って嫌……？」

「ああ！　そうじゃなくて！」

　大きい声を出してしまう。誤解されては困る。

「あまりに失礼な質問をしたなと思ったので、取り下げさせてくださいってことです」

「ああ……でも、処女は嫌？」

　妙に食い下がってくるな、この人。そこはそんなに重要なことなのだろうか。

「いやいや、そもそも後藤さんがこう……そういう感じっていうのが信じられないです」

「なによ、そういう感じって」

「いや、その……処女って」

　女性の前で『処女』などと口にするのは妙に恥はずかしかった。

　それに、口にした通りだ。これだけ色気のガンガン出ている女性が、28歳まで、一度も経験がないだなどと言われても、いまいちピンとこない。

「別にいいじゃない……機会がなかっただけ」

　ぷいとそっぽを向いて唇くちびるを尖とがらせる後藤さん。

　様子を見ている限りだと、言っていることは本当のように思えた。そして、本人はかなりそれを気にしているらしい。

「いや、本当にすみませんでした。さっきのはナシで」

「一度言った言葉はナシにならないよ」

　彼女の言うとおりだ。

　頭を下げるしかなかった。

　下げていた頭をゆっくりと上げて、後藤さんを見ると、頰を染めてテーブルに視線を落としていた。

「お、怒おこってます？」

「怒ってない、けど……」

　もじもじとした様子で身じろぎをして、後藤さんがちらりとこちらに視線を寄越した。

「私、本当に、吉よし田だ君が好きなの」

「え、あ、はい……」

「だから、吉田君がしたいなら、その」

「ああ！　いや！　本当に！」

　彼女の言葉の続きを察して、俺はそれを遮さえぎった。

「さっきのはナシですって！」

「でもしたいんでしょ」

「それは……」

　めっちゃしたいっす。

　心の声を飲み込む。

「待ちます」

　心の中で大だい号ごう泣きゆうしながら、俺はそう言った。

　馬ば鹿か野や郎ろう。ここで押せばいけただろ。夢に見た後藤さんのおっぱいを……こう……馬鹿野郎！

　散々に自分を脳内で罵ののしりながら、俺は小さく息を吐はいた。

　これでいい。

　ただ、これ以上後藤さんに振ふり回されるのもごめんだった。心臓がもたない。

　俺はもやもやした自分の気持ちを整理すべく、そして、後藤さんとの関係をはっきりさせるべく、口を開いた。

「ただ、もう俺は今後一切、後藤さんに告白しません」
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「え？」

　俺の言葉に、後藤さんは目を丸くした。俺は構わず、続ける。

「俺のこと、好きなんですよね」

「うん……」

「でも、今じゃないんでしょ」

「うん」

「じゃあ、その時が来たらそっちから告白してください」

　俺が言うと、彼女は息を吞のんだ。俺のこの言葉は、彼女の予想の範はん疇ちゆうを越こえていたようだ。

　少し、気分が良くなる。勢いづいて、俺は続けた。

「後藤さんはなんでもかんでも、相手から言わせようとしすぎなんですよ。もうその手には乗りません」

「いや、そんなつもりは」

「そんなつもりがないなら余計にタチが悪い！」

　後藤さんは頰を膨ふくらませた。

「お、怒らなくたっていいでしょ。吉田君こそ、本当に私のこと好きなの？」

「好きですよ！　だからムカつくんです！」

　妙みように色っぽいところとか。いちいち挑ちよう戦せん的な目線を投げつけてくるところとか。こちらに選せん択たく権を投げつけてくるくせに、選べる選せん択たく肢しは一つしか用意されていないところとか。

　とにかく、彼女のそういう〝こちらを煽あおってくる何か〟がものすごく苦手で、同時にものすごく魅み力りよく的だった。

「もう、後藤さんにドキドキさせられっぱなしなのはきついっす」

　俺ははっきりと言った。

「俺のこと本当に好きなら、後藤さんももっと俺に振り回されてくれないとフェアじゃない」

　そこまで言って、俺はビールグラスを雑に摑つかんで、ぐいと呷あおった。

　口の端はしから、ビールが少し垂れた。

　ドン、とビールグラスを置いて。

「あぁ……」

　ため息が漏もれた。

「言ってやったぜ……」

　思っていたことがそのまま口に出てしまう。ようやく、言えた。この人に対する好意からなにから、すべてひっくるめて俺のストレスだったのだ。好意の裏に苦手意識がひっついていて、彼女に惹ひかれるのと同じくらい、彼女の様々な苦手な部分が俺を苦しめた。

　表ひよう裏り一体のそれは、俺を甘く締しめ付けて、ひたすらに緊きん張ちようさせていた。

　本人にそれをはっきり言ってやることで、明らかに胸にのしかかる重みがフッと軽くなった。

　後藤さんはきょとんとしたのちに、くすっと笑って、言った。

「ずっと言いたかったの？　それ」

「ええ、とても」

「５年間も？」

「そうです」

　答えると、今度はけらけらと笑った。

「吉田君って、本当に私のこと好きなんだね」

「だからそう言ってるでしょ……」

　５年間もあんたが焼いた肉だぞ。

　さすがに鼻につく比ひ喩ゆだと思って、それは口にしなかった。

「分かった。じゃあ、次は私から告白する」

「そうしてください」

「いつかは分からないけど……待ってくれる？」

　そう訊きかれて、すぐに「はい」と答えそうになるのをこらえた。相手のペースに乗ってはいけない。好意が分かったとはいえ、この人とは〝闘たたかわなければ〟絶対に勝てないのだから。

「いやぁ分かんないっす。もっといい人が現れるかもしれないし」

　言うと、後藤さんは唇を尖らせた。

「吉田君の私への想おもいってそんな程度ってこと？」

「いやいや、違ちがいますよ」

　俺はビールを一口飲んで。

「肉も焼きすぎると焦こげちゃうかもよ、ってことです」

　結局、臭くさい喩たとえを口にしてしまった。

　後藤さんは、ふふ、と笑って首を縦に振った。

「焼きすぎには注意することにしました」

　そう言って、彼女もビールをぐいと呷った。

　少しの間、お互たがい気恥ずかしさをごまかすように、取り皿に取った肉を無言で頰ほお張ばり、ビールを数口飲んだ。

「私は答えたわよ」

　後藤さんが、ゆっくりと言った。

　次はあなたの番でしょう、と、言外に含ふくまれていた。

　後藤さんは、俺の問いに対して明確に答えてくれた。であるならば、俺も彼女の問いに対して真しん摯しに答えないといけないと思った。

「つまり、後藤さんが気になっているのっていうのは」

　まず、前提を確かく認にんしたい。

「俺に女がいるんじゃないか、ってとこなんですよね？」

　これまでの彼女の発言を整理すれば、要はそういうことになるのだろう。

　単刀直入に訊たずねると、後藤さんは一いつ瞬しゆんひるんだような表情で固まったが、すぐに首を縦に振ふって、手に持っていた箸はしを置いた。

「……それ以外に、今まで一度も出張を断らなかった人が、突とつ然ぜん断る理由がある？」

「いや、まあ他ほかにもあるとは思うんですけど……」

　明確に否定はできない。俺も逆の立場で、後藤さんと同じようなことを訝いぶかしんでいたとしたら、同じ思考をするかもしれないと思った。

　今まで真ま面じ目めに働いていたことを後こう悔かいするわけではないが、こんな形で裏目に出るとは思わなかった。

　しかし、俺に女がいるかどうかという問いに対しては自信を持って答えることができる。じっと後藤さんの目を見たまま、俺は口を開いた。

「女なんていませんよ。俺、会社入ってから後藤さん以外眼中にないですから」

　はっきりとそう言ってやると、後藤さんは一瞬言葉を失ったように口を半開きにしてから、はっとして俺から目を逸そらした。

「そ、そう……」

　後藤さんは視線をうろうろとテーブルの上で彷徨さまよわせながら首をこくこくと縦に振った。

「ま、まあ噓うそではなさそう。吉田君、噓つくときすごく目が泳ぐから」

「世界水泳並みですか」

「なんて？」

「いや、なんでも」

　あさみの言葉を思い出して小声で言ってみたものの、二回目を言う勇気はなかった。それはともかく、本当に俺は噓が下手くそらしい。後藤さんにもそういう風に認識されていたとは知らなかった。

「じゃあ、どうして？」

　どう話を逸らしても、後藤さんは食くらいついてくる。

「どうして、断ったの？」

　俺はゆっくりと、唾つばを飲んだ。噓はつかないともう決めた。となれば、事実を伝えながら、波風立たない言葉を選んでゆくしかない。俺は腹を括くくる。

「付き合ってる女性がいるわけではないですけど、今家にもう一人同居人がいるんです。それも、だいぶ年下の、未成年なんです」

　俺がそう言うと、後藤さんは眉まゆを寄せた。

「なにそれ、どういうこと？」

「言葉通りです。未成年の子供と一いつ緒しよに暮らしてるんですよ。だから長期間家を空けたくないんです」

「いや、それは分かった。そこじゃなくて」

　後藤さんは困こん惑わくしたように視線をうろつかせて、首を傾かしげた。

「その……未成年？　の子っていうのは、あなたとどういう関係の子なの？」

「実家の近所に住んでいた、昔むかし馴な染じみです」

　絶対に目を泳がせないよう、細心の注意を払はらって、俺はそう言った。後藤さんも俺の目をじっと見ながら、その言葉を聞いていた。

「……そう。それで、その昔馴染みがどうしてあなたの家に？」

「家出したらしいです。他に頼たよるアテがなかったんだと」

　噓ではない。

「いつから？」

「数か月前から」

　俺が答えると、後藤さんは妙みように得心がいったように何度も頷うなずいた。

「なるほどね、それは急いで帰りたくもなるわけだ……で、確認だけど」

　後藤さんの言葉の温度がスッと下がったのを、俺の耳は敏びん感かんに聴きき取った。

「その子は、男？　女？」

　訊きかれるだろうとは思っていた。この問いに対する俺の答えによっては、『一緒に暮らしている』という言葉の持つ意味が大きく変わってくるのだ。ただ、この問いを投げかけてきている時点で、後藤さんは多くのことを悟さとっているのだと、俺はもう分かっていた。

「言わないと、分からないですか？」

　俺の言葉に、後藤さんは目を逸らして、困ったように下した唇くちびるを舐なめた。

「吉田君……分かってると思うけど……それって犯罪と紙かみ一ひと重えよ？　家出した女の子を男性の家に泊とめてるだなんて」

「分かってます」

「あえて訊くけれど、その子とおかしなことになってないでしょうね」

　後藤さんの口調は、厳しかった。普ふ段だんから柔やわらかい笑え顔がおを崩くずさない後藤さんが、今は真しん剣けんな面おも持もちで俺に真っ直すぐ視線を投げてきている。

「断じて、そんなことにはなってません。俺は惚ほれた女以外に手は出さない」

　俺がはっきりと答えると、後藤さんは俺の目を数秒間じっと見つめた後、目を閉じて、大げさにため息をついた。

「……そう。ならいいけど」

　後藤さんはビールを一口飲んでから、何かを考え込むようにグラスをじっと見つめた。そして、一度目を瞑つむり、深く息を吐はいてから、再び口を開く。

「……吉田君」

「なんですか？」

　後藤さんは俺に視線を戻もどした。

「やっぱり、腑ふに落ちない」

「え？」

「あなた、私のこと好きって言ったわよね」

「言いましたし、それは本気です」

「ええ、分かってる。でも」

　後藤さんは眉を寄せて、俺から一いつ旦たん視線をはずした。そして一呼吸おいてから、また俺を見た。明らかに不満の色が顔中から滲にじみ出ている。

「でも、そんなことを言いながら、私以外の女性と毎日同じ家で過ごしていたって言うのが気に食わない」

「いや、女性っつったってガキですよ。別に何かが起こるわけじゃない」

「そういうことじゃない、そういうことじゃないのよ吉田君」

　後藤さんは食いかかるように俺に言葉を投げつけてくる。

「あなたが女性に対してとっても紳しん士しな対応ができるのは知ってるし、その同居してる女の子があなたの恋れん愛あい対象じゃないのもあなたの態度からよぉく分かる」

「じゃあ、何がそんなに」

「人の価値観は日々変わるものよ」

　俺の言葉を後藤さんは遮さえぎった。

「今日はそう思ってるかもしれない。でも明日あしたは？　明後日あさつては？　私が一人で家に帰る間に、あなたはその子と顔を合わせるわけでしょ。いつその子に対する気持ちが変わるか分からないじゃない」

「いや、だから、そもそも高校生の女なんて恋愛対象外なんですって」

「今は、ね。それに高校生って言ったって大人びた子だってたくさんいるし、いつあなたがその子の魅み力りよくに気付くかなんて分からないでしょう」

「後藤さん」

「それに、吉田君がその子に気がなかったとしても、その子はどうなの？　その子があなたに惚れちゃって、突然あなたのこと押し倒たおしたとして、それをちゃんと拒こばめる？　流れでどんなことになっちゃうかも分から……」

「後藤さん!!」

　俺が声を荒あらげると、後藤さんは肩かたを震ふるわせて、言葉を止めた。

　たしなめるように、ゆっくりと言う。

「本当に、そんなことにはならないですから」

「……本当に？　誓ちかえる？」

「誓いますから。なんなら指でも切りますか？」

　俺がそう言って右手の小指を立てると、後藤さんは小指をじっと見つめてから、ふっと失しつ笑しようした。

「嫌いやね、急に子供扱あつかいして」

「してないですよ……」

「うん……ちょっと感情的になりすぎました。ごめんなさい」

　後藤さんは小さく頭を下げて、一切れだけ取り皿に残っていた肉を口に運んだ。何度か嚙かんで、鼻から息を吐きだす。

「美味おいし」

「そりゃ良かったです」

　後藤さんは拗すねた子供のように視線を落としたまま、数分間無言で肉を頰ほお張ばり続けた。その間、俺も黙だまってビールをちびちびと飲んでいた。ちらりと腕うで時ど計けいを見ると、20時を回っていた。沙優は今いま頃ごろ、夕飯を済ませているだろうか。

「……吉田君」

　声をかけられ、後藤さんに視線を戻すと、そこには普段からは考えられないほどに自信のなさそうな彼女がいた。

「……若い子に盗とられたりしないわよね？」

　少し上うわ目め遣づかい気味にそう訊たずねてくる後藤さん。

　全身に鳥とり肌はだが立つのを感じた。

「後藤さん……」

　今まで見たこともない彼女の表情。それを他ほかでもない自分が引き出したのだと考えただけで、純じゆん粋すいな喜びとも、優ゆう越えつ感とも分からない感情に体が打ち震えるのを感じた。

　端たん的てきに言うと、興奮した。

　後藤さんから目を逸らして、俺は言葉を続ける。

「５年ですよ。５年間も恋こいしていた女性が、俺のことを好きって言ってくれてる状態で、他の女になびくはずがない」

　そう言うと、後藤さんも少し頰を赤くして、俺から目を逸らした。

　微び妙みような沈ちん黙もくが二人の間に流れて、それから、後藤さんがわざとらしい咳せきばらいをした。

　彼女に視線を戻すと、そこにはいつも通りの、柔にゆう和わな笑みをたたえ、かつ、自信たっぷりの後藤さんがいた。

「じゃあ、そこまで言うなら……」

　後藤さんは小さく首を傾げて、片方の口角をくいと上げた。

「その子に会わせてよ」

　その言葉で、俺の思考はフリーズした。

　会わせる？　誰だれを？

　後藤さんを。

　誰に？

　沙優に。

　どこで？

「え、それって……」

　冷や汗あせをだらだらとかく俺に、後藤さんはダメ押しのように言い放った。

「吉田君のお家うちに行きたいって言ってるんだけど」

「いやいやいや」

「やましいことはないんでしょう？」

「ないですけど、さすがにまずいですって」

「どうして？」

　後藤さんのシンプルな問いに、俺は言葉を詰つまらせた。

「どうして……って」

「女子高生と暮らすより、私を家に招く方が難しい？」

「……」

　完全に返す言葉を失った。

　俺の様子を見て、後藤さんは満足げに頷く。

「じゃあ、決まりね」

　俺は返事をしなかった。

　それは、実質、許可を下したのと同じような意味だった。
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『すまん。後ご藤とうさんに夕飯誘さそわれたから今日は外で食べて帰ってくる』

　吉よし田ださんからのメッセージに気が付いたのは、私が鍋なべいっぱいの肉じゃがを完成させたタイミングだった。少し複雑な気持ちになったけれど、こうやって連れん絡らくをくれるだけでもありがたいし、彼の行動を私が制限する権利などもとよりない。

『りょうかい！　楽しんでね～』

　そうは言っても、当の本人はとっても気にしているだろうから、文面から「私はまったく気にしてませんよ！」という雰ふん囲い気きが伝わるように返事を書く。

　携けい帯たいをスウェットのポケットにしまってから、鍋の蓋ふたを開いた。ほかほかと立ち上る白い湯気と共に、鼻を通って直接お腹なかに侵しん入にゆうしてくるような、柔やわらかな塩味を伴ともなった匂においがふわりと空間を包み込んだ。

「いい感じだ」

　ひとりごちて、菜さい箸ばしでじゃがいもを一つつまむ。口に運んで、はふはふと言いながら咀そ嚼しやくすると、めんつゆの味と、少しだけ入れた鰹かつお出汁だしの香かおりが鼻に抜ぬけていった。

「めっちゃ美味おいしくできた……」

　頷うなずいて、鍋の火を止めて、私はそのままキッチン兼けん廊ろう下かに座り込んだ。

　廊下中に充じゆう満まんする肉じゃがの香りにお腹がくぅと鳴ったけれど、どうもすぐに食事する気分にならなかった。

「こんなに美味しいできたての肉じゃがを食べ損そこねるなんて、吉田さんかわいそ～」

　小さく呟つぶやいて、一人でくすくすと笑った。そしてすぐに、自然とため息が出た。

　吉田さんは今頃、憧あこがれの後藤さんと二人で夕飯を食べている。オシャレなお店かもしれないし、この前みたいに焼き肉屋かもしれない。

　思えば私は、家の外で過ごしている吉田さんをまったく知らない。会社ではどんな顔をしているのか、どんな人間関係を築いているのか、どんなことをして遊ぶのか。

　彼が私以外に向ける表情を、私はそう多くは知らない。

　吉田さんが私を見る目は、完全に子供を見るそれだ。悔くやしいことに、彼は私をまったく『女』として認にん識しきしていない。別に、それが悪いと言っているわけじゃない。そこが彼との共同生活が上手うまくいっている最大のポイントだし、彼の人格の良さが最も出ているポイントでもあると思う。けれど、思春期の女子としては、まったくもって女性として興味を示されていないというのも複雑な気分だった。

　私が後藤さんだったら。

　なんとなく、そんなことを思った。

　私の身体からだが後藤さん並みだったら、吉田さんは私に手をかけるのだろうか。吉田さんが言うには、後藤さんは私よりも胸が大きいのだという。私だって、年ねん齢れいの割には大きい方だ。この大きさでもあまり性欲を刺し激げきされないというのなら、後藤さんはどんな化け物のような胸をしているのかと気になって仕方がない。

　吉田さんは、後藤さんに、どんな表情を向けているのだろうか。想像しようとしても、あまり想像がつかなかった。

　ただ、吉田さんが後藤さんを見つめる表情を想像しようとすると、それだけで少し胸の中にもやもやとした気持ちが広がるのを感じた。断じて、恋とか、愛とか、そういうものではないと思う。でも、吉田さんが自分に見せない表情を誰かに見せているかもしれない、と考えるのは、不快だった。

「よくわかんないなぁ……」

　呟いて、私は後頭部を廊下の壁かべにつけた。

　ここに来てから、自分はいろいろと変わってしまったと思う。それが良いいのか悪いのか、それすらも自分では判断がつかない。

　ただ、ここに来る前よりも、ずっと、私の心は救われていると思う。それだけは、間ま違ちがいなかった。

　そして、それを与あたえてくれたのは他でもない、吉田さんなのだ。

　彼は、私に与えるだけ与えて、それでいて「好きに過ごせ」と言い放つ。だから、私も、彼が自由に生きることの邪じや魔まをしてはいけないと思った。できるだけ、彼の負担にならないように。できるだけ、彼の助けになるように。そうやって、少しの間だけ生きようと思った。

　炊すい飯はん器を開けると、炊たけたばかりのご飯の柔らかな香りが湯気に乗って立ち上ってきた。

　私わたし用の──私が来るまでは来客用だった──茶ちや碗わんにご飯を盛り付けて、おかず用の少し底のくぼんだ皿に肉じゃがを盛り付ける。

　本当ならもう一品野菜メインのメニューを作ろうかと考えていたけれど、吉田さんが帰ってこないと分かって急に作る気が失うせた。自分だけの食事なら、別におかずは一品だけでも構わない。

「いただきます」

　手を合わせてから箸をとり、肉じゃがを口に運んだ。我われながら、美味しくできた。自然と口角が上がったけれど、すぐに、下がった。

『美味うまいな』

　美味しくできた、と自分で思える出来の時は、必ず吉田さんはそう言った。彼は、私の作った食事を食べる度たび、必ず感想を口にした。料理漫まん画がのように、味付けや素材のことまで詳くわしく褒ほめてくれるわけではないけれど、シンプルな感想が、嬉うれしかった。

　肉じゃがを口に入れて、少し咀嚼して。

　それから、白米を口に運んで。

　無言でそれを続けていると、だんだんと肉じゃがの味が薄うすくなってゆくような感覚を覚えた。

「なんか」

　一人呟く。

「味気ないなぁ」

　この空くう虚きよな感情には覚えがあった。それは、まだ北海道にいた頃ころの──




『沙さ優ゆちゃんの卵焼き、いっつも美味しいね』




　脳内で再生されたかつての友達の声。

　それを思い出した途と端たんに、背中にぞくりと鳥とり肌はだが立ち、一気に冷や汗が分ぶん泌ぴつされるのを感じた。

　何かを考えるよりも先に、私はトイレに駆かけ込んでいた。

「……ぉえ」

　そして、食べたばかりの肉じゃがと白米を、便器に戻もどした。

　喉のどは焼けるように熱く、逆にお腹は冷え切っているような気分になった。震ふるえが止まらない。

　それでもそのうちだんだんと呼吸も落ち着いてきて、吐はき気も引いてきたので、レバーを捻ひねって便器の中身を流した。

　ゆっくりと立ち上がると、足先の感覚が少し麻ま痺ひしているようで、足裏が床ゆかにしっかりとついているのかよく分からなかった。

　結局。

　こんなところまで来ても、私は過去から逃にげきれていないのだ。

　大好きだったあの子のことを思い出すたびに、どうしようもない吐き気に襲おそわれる。

　なぜ急に、彼女のことを思い出したのだろう。この家に来てから、一度もあのことを思い出したことはなかった。

　そして、すぐに答えにたどり着く。

　今日は吉田さんがいなかったからだ。加えて、この生活にも慣れて来て、目の前のことでいっぱいいっぱいではなくなってきたから。

　吉田さんが普ふ段だん通り帰って来てくれていれば、きっとこんなことにはならなかった。

　そこまで考えて、ため息が出た。

「ほんと、なんにも変わってない……」

　私はいつも、すべてのことを自分のせいだと口にしながら、心の中では、誰だれかのせいにし続けている。




　食欲が完全に失せて、冷蔵庫に入っていたペットボトルの麦茶をちびちびと飲んでいると、居室の机に置いたままにしていた携帯電話が揺ゆれた。私のメッセージアプリに登録されている連絡先は吉田さんだけだ。つまり電話以外で携帯が揺れるということは吉田さんから連絡がきたということで。

　ちらりと壁にかかった時計を見ると、まだ吉田さんからの「夕飯は外で食べる」という連絡に気が付いてから１時間と少ししか経たっていない。

　まだ帰ってくるには早い時間のような気がした。なにしろ、食事の相手は憧れの女性なのだ。できるだけゆっくりと食事をしてくるのが普通だと思う。

　画面を見ると、そこには吉田さんからのメッセージが表示されていた。

『すまん、めちゃくちゃ急なんだけど──』

　通知だけでは全文を読むことはできなかったので、画面をスワイプしてメッセージアプリに移行する。

　吉田さんとのトーク画面を開いてすぐに、私は目を丸くした。

『すまん、めちゃくちゃ急なんだけど、今日、後藤さん連れてくるわ』

　……連れてくる？

　この家に？

　胸が、ちくりと痛んだ。

　大人の男性が、憧れの女性を家に連れてくる。つまりそれは、ただ連れてくるだけということじゃないのは簡単に想像できた。

　もやもやとした気持ちになりながらも、やはり私は吉田さんの決めたことに逆らうつもりはない。

『そっか！　じゃあ私は今日はどこかで外がい泊はくした方がいい？』

　手早くメッセージを打って、携けい帯たいを机の上に置いた。

　そして、私も机に突つっ伏ぷす。

　吉田さんが、この家で。この後、後藤さんと。

　少しだけその仔し細さいを想像しそうになって、私はすぐに机に自分の額を打ち付けた。

「ばか。本人の勝手でしょ」

　どうしてこんなにもやもやするのだろう。

　吉田さんの長年の恋こいが成じよう就じゆするかもしれないのだ。私は祝福すべきじゃないのか。

　でも。

　その後すぐに、私の脳内は『不安』でいっぱいになった。

　もし、吉田さんと後藤さんが恋人関係になったとしたら、どう考えても私という存在は邪魔だ。恋人に私の存在を隠かくし通すことは現実的に考えて不可能に近いだろうし、気軽に彼女を家に呼ぶこともできないのだ。

　そうなったら。

　私は。

「また、捨てられちゃうのかな……」

　口にして、胸が締しめ付けられるような気分になった。

　しかし、その切なさと同時に、脳内には吉田さんのときどき見せる、はにかんだような笑え顔がおが浮うかんでいた。

　私がいなくなって、吉田さんが笑えるなら、それでもいいのかもしれない。

　そんなことを、思った。

　机の上の携帯が再び揺れたので、身体を机から起こして画面に目をやった。

『いや、そうじゃなくて……』

　そして、メッセージの内容を見て、私の思考はストップした。




『お前に会いたいって言ってるんだよな、後藤さんが』




「へ？」

　素すっ頓とん狂きような声が、自然と漏もれた。

　なぜ、後藤さんが私の存在を知っているのだろうか。いや、それは吉田さんが彼女に言ったという結論にしかたどり着かない。そうだったとして、吉田さんは彼女に私のことをどう説明しているのだろうか。そして、どうして彼女は私に会いたいなどと言い出したのだろうか。

　一気に脳内が疑ぎ問もん符ふで埋うめ尽つくされた。

　ぐるぐると疑問が脳内で渦うず巻まいて、私は何度も居室の机に肘ひじをついたり、足を組みなおしたり、もぞもぞと動き続けた。

　最終的に。

『吉田さんがいいなら、いいけど』

　そう返信するのに、10分以上は要した気がする。
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「ほんとに狭せまいですからね」

「気にしないって言ってるじゃない」

「いや、ほんと、後ご藤とうさんが想像してる以上に狭い部屋だと思うので」

「いいから、いいから」

　食事を終え、電車で自宅の最も寄より駅までやってきた。

　改札を出たあたりで、急に緊きん張ちようが高まってくるのを感じた。胃のあたりがひんやりとするような感覚。それと、心しん拍ぱくも早まっているのが自分で分かった。

「あ、すごい、映画館がある！」

「ああ……随ずい分ぶん前からありますよ」

「よく行くの？」

「いや、あんまり」

「ふうん……近くにあっても行かないものなのね」

「後藤さんは映画好きなんですか？」

「いや、別に」

「あ、そうですか……」

　じゃあ、今の一連の話の流れはなんだったのだろうか。映画館に過か剰じよう反応するものだから、てっきり三み島しまのように映画が好きなのかと思った。

　後藤さんはきょろきょろと駅の周辺を見回しながら俺についてきていた。そして、すぐに少し離はなれたところにあるコンビニに視線を留めた。

「あ、そういえば、その吉よし田だ君の家にいる子って、今日の夜ごはんどうしてたの？　お腹なかすかせてるんじゃない？」

「ああ、いや……」

　俺は首を横に振ふって、左手を猫ねこの手の形、そして右手を包丁を握にぎる形にした。

「あいつ料理するんで。多分今日も何か適当に作ってると思いますよ」

　そう言うと、後藤さんは含ふくみのある表情で頷うなずいて、俺を横目で見た。

「……嫁よめ自じ慢まん？」

「ち、違ちがいますって！」

「あはは、冗じよう談だん」

　後藤さんは可笑おかしそうに笑って、コンビニに向けて足を進めた。

「何か買うんですか？」

「お土産みやげくらい買って行かないとね」

「いや、いらないでしょ……」

「それを決めるのは吉田君じゃないよねぇ」

　後藤さんはくすくすと肩かたを揺らしながらコンビニに入っていく。後藤さんから土産をもらって喜ぶ沙さ優ゆの姿がまったく想像できない。逆に、困ったような笑みを浮かべて俺にちらちらと視線を送ってくる様子の方が容易に想像できた。

　遅おくれてコンビニに入っていくと、後藤さんはスイーツ売り場の前で、棚たなを眺ながめていた。俺の方を見ずに、後藤さんが訊たずねてくる。

「その子、甘いものは好き？」

「……どうだろう、嫌きらいではないと思いますけど」

　一いつ緒しよにファミレスにパフェを食べに行ったりしたこともあったのを思い出す。あの時の反応を見るに、大好きかどうかは分からないにしろ、嫌いということはないだろう。

「じゃあ、クリーム系とか買って行ったら喜ぶかなぁ」

「さぁ……」

「それともアイスの方が良かったり？」

「どうでしょうね」

　後藤さんは急に俺の方にちらりと視線をやった。急に目が合って、少しどきりとする。

「その子のこと、あんまり知らないのね」

　後藤さんはにこりと笑って、なんでもないことのように、そう言った。

「じゃあ、エクレアとか、アイスとか、スナック菓が子しとか！　いろいろ買ってっちゃおうかな～。どれか当たれば私の勝ちでしょ」

「そんなに買って行かなくても……」

「いやいや、お邪じや魔まするんだから、嬉うれしいお土産くらい持って行かないとダメでしょう」

　後藤さんは楽しそうにそう言って、手に持ったかごの中に次々とスイーツやらお菓か子しやらを入れていった。

　最初から俺の意見など聞いていなかったようだ。いや、もしくは。

　先刻の後藤さんの言葉が胸に浮かんだ。

『あんまり知らないのね』

　まったく参考にならない、と判断されたのかもしれない。

　思えば、沙優がどんなものを好んで、逆にどんなものを嫌うのか。そういう些さ細さいなことを、俺はあまり知らないような気がする。

「吉田君は何か買わないの？」

　後藤さんに声をかけられて、はっとする。気付くとすぐ隣となりに彼女が立っていた。かごにはたくさんの商品が入っている。

「あ、ああ……俺もコーヒー買おうかな」

　考え事をしていたのをごまかすように頷いて、俺は飲料売り場に足を向けた。適当に、牛乳と砂糖の入ったコーヒー飲料を手に取ると、後藤さんにそれを横からひったくられる。

「え、なんですか」

「買ったげる」

「いや、いいですよ、そんな」

　俺の言葉を遮さえぎって、後藤さんはぐいと俺に顔を近づけた。急速な物理的な距きよ離り感かんの変化に、俺は二の句が継つげなくなった。

「お邪魔するわけだし、そのお礼。分かった？」

「あ、はい……」

　こくこくと小刻みに首を縦に振ると、後藤さんはにこりと笑ってレジへ歩いて行った。

　その後ろ姿を見て、自然とため息が出た。

　本当に、こっちのペースを一いつ切さい考えてくれない人だ。

　買い物を終えて、家への道をゆっくりと歩いた。

　一人だとさっさと歩いてしまうが、後藤さんはヒールを履はいている。彼女の歩ほ幅はばに合わせてやらないと、きっと疲つかれさせてしまう。

　普ふ段だん一人で歩く道を誰だれかと二人で歩いているのも、夜の道に後藤さんのヒールのコツコツと鳴る音が大きく響ひびくのも、妙みように新しん鮮せんな気分だった。

「ねえ、名前は？」

　唐とう突とつに後藤さんが口を開いた。

「え？」

「その子の名前。なんて言うの？」

「ああ……」

　沙優のことだろう。

　勝手に名前を言ってよいものかと逡しゆん巡じゆんしたが、どうせここで言わなくても後で本人に訊きくだろう。

「沙優、っていいます」

「さゆちゃん。いい響きね」

　後藤さんは頷いて、口元を綻ほころばせた。そして、さらりと続けて俺に問うた。

「で、名字は？」

「名字は、どうだったかな……学生証見せてもらった時にちらっと見た気がするけど、あまり気にしてなかったので」

　俺が答えると、後藤さんが急に噴ふき出した。

　何かと思って彼女を見ると、おちょくるような顔でこちらを見ていた。

「昔からの近所付き合いがある子なのに、名字は知らないなんて。不思議なこともあるものね」

　そう言う後藤さんに、俺は口をぱくぱくさせて、何も返事ができなかった。

　完全に、カマをかけられてしまった。

　焼き肉屋での一連の会話の時。俺は沙優との関係性についてのみ、後藤さんに噓うそをついた。しかし、目が泳がないように細心の注意を払はらいながらであったし、彼女も特に追つい及きゆうしてこなかったため、ごまかせているものだと勝手に思い込んでいた。

　しかし、こういったカマかけをされたということは、しっかり疑われていたということなのだろう。

　横目で後藤さんを見るが、彼女は依い然ぜんとして少し上じよう機き嫌げんな様子でかつかつとヒールを鳴らしていた。

　訊いておいて、俺が沙優の名字をきちんと把は握あくしていないことについて追及するつもりはないようだった。いつも余よ裕ゆうのある笑えみをたたえて、何を考えているか分からない。そのミステリアスさが彼女の魅み力りよくであったが、今はその様子がとても不気味に俺の目に映った。

　その後は後藤さんもあまり沙優のことについては触ふれず、当たり障さわりのない会話をしながら歩いていると、あっという間に家に着いてしまった。

「…………やっぱちょっと待ってもらってもいいですかね」

「ん？　どうして？」

　部屋の前に着いて、鍵かぎを回したところで急に臆おく病びよう風かぜが吹いた。

「いや、部屋の掃そう除じしてなかったなと思って」

「え？　家事は沙優ちゃんがやってくれてるんじゃなかったの？」

「いや、まあ、そうなんですけど、もしかしたらまだ掃除しそこねてるところがあるかもしれないし」

「往おう生じよう際ぎわが悪いわよ、吉田君」

　にこりと笑みを浮うかべて、後藤さんがドアノブに手をかけた。慌あわてて扉とびらを押さえると、後藤さんがさらにわざとらしい笑みを顔に貼はり付けた。それはもう、にっこりと。そして、両手でドアノブを摑つかんで思い切りこじ開ける。そこまでされるのは予想外で、片手でドアを押さえていた俺は力負けしてドアから手を離してしまった。すごい勢いで玄げん関かんが開いて、中を見ると、口をぽかんと開けた沙優が廊ろう下かに立っていた。沙優は俺と後藤さんを交こう互ごに見た後に、無言で首を傾かしげた。

「た、ただいま……」

　俺がそう言うと、沙優はようやく苦笑いを浮かべて、息を吐はいた。

「おかえり……」

　横を見ると、後藤さんだけはにこにこと楽しそうに笑っていた。

「こんばんは、沙優ちゃん。後藤です」

　後藤さんは沙優をじっと見ながらそう言って、片手に持ったビニール袋ぶくろを持ち上げた。

「とりあえず、おやつ食べる？」

　沙優は曖あい昧まいに笑ってから、俺の方に視線をやった。

　ほら、だから、こうなると思ったんだって。

　沙優の浮かべた表情は、俺の想像していたものとほとんど違たがわないものだった。
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　後藤さんは、沙優の視線を追うように俺を横目で見て、そしてにこりと笑った。

「私、いつまでここに立ってればいいのかな」

「ああ、すみません！　どうぞどうぞ……」

　俺も沙優と同じように曖昧な表情で彼女を玄関に通して、家の扉を閉めた。

　背中を冷たい汗あせが伝っていくのを感じる。

　この後、後藤さんが沙優に何を言うのか、必死で想像してみたが、俺の頭ではまったくまともな想像をすることができなかった。

「甘い物好き？」

「あ、好きです……」

　相変わらず自分のペースでにこにことしている後藤さんと、たじたじと小声でうろたえている沙優を後ろから見比べて、自然と、ため息が漏もれた。




　　　＊




「あはは、じゃあつまり、その辺で拾った女の子を住ませてるってことなのね！　知らないうちにすごいことしてたのねぇ、吉田君」

　初めて会った後藤さんは、吉田さんから話を聞いていたイメージ通りの女性で、かつ、私の想像以上に、その胸の内の読めない人だった。

　私たちは、後藤さんに対して隠かくし事を通すことができなかった。

　後藤さんは終始、お菓子をつまみながらにこにこと私と吉田さんに質問を投げかけてきたけれど、私や吉田さんが何かをごまかすたびにそれをやんわりと看破してみせた。

　途と中ちゆうからはもう私も吉田さんもすっかり諦あきらめて、素す直なおに彼女の質問に答えるようになっていた。

「沙優ちゃん、吉田君に変なことされなかった？」

「ちょ、後藤さん」

　後藤さんはいたずらっぽい笑みを浮かべて吉田さんと私を見比べた。露ろ骨こつに焦あせりを見せる吉田さんを横目で見て、私は失しつ笑しようした。なんで焦ってるの。なんにもしないくせに。

「何もされてないですよ。ほんとに、びっくりするくらいで」

　私が答えると、後藤さんは少しだけ目を細めて頷うなずいた。

「びっくりするくらい、ねぇ」

　後藤さんが私の目をじっと見たので、私は慌てて目を逸そらしてしまう。どうも、彼女の視線が苦手だった。胸の内側を覗のぞかれるような、そんな気分になった。

「まあ、吉田君は年下に興味ないみたいだしね。沙優ちゃんも運が良かったわね」

「もし興味あったとしても手は出さないっすよ」

「え～、どうかしらねぇ」

「ちょっと！　そんな軽い男じゃないっすよ俺は！」

「あはは、冗じよう談だんだって」

　後藤さんが吉田さんをからかう。それに対して、少し照れたような様子で吉田さんが言い返す。そのやりとりは微笑ほほえましくて、この二人が会社内で長い間の付き合いを経て友情、そして、それ以上の関係を作り上げてきたことが手に取るように分かった。素敵なことのはずなのに、妙にそれが気に障った。

　私は何を見せられているのだろうか。

　もやもやとした気持ちを抑おさえつけながらうつむいていると、正面に座る後藤さんの顔の位置がずいと下がるのを感じた。視線をそちらに向けると、私の顔を覗き込む後藤さんと目が合う。

「どうしたの？」

「あ、いや……なんでも」

「なんでもないって顔してなかったわよ」

　後藤さんはあくまでもにこにこと、私を見つめたまま首を傾げた。

　ああ、その笑顔、本当にやめてほしい。その微笑みが、彼女の本質をすべて包み隠しているような気がした。その中に何が隠れているのか分からない不気味さが、私の二の句をどんどんと奪うばってゆく。

「ほんとうに、なんでもないです。ちょっと夕飯食べ過ぎたのかも」

　取り繕つくろうように言うと、後藤さんは「そうなんだ」と頷いて、それ以上の追及はしなかった。私の答えがその場しのぎなのは分かっているはずなのに、彼女はそれ以上は踏ふみ込んでこない。安あん堵どするのと同時に、やっぱり少し不気味だった。

「そういえば、夕飯は何を食べたんだ？」

　吉田さんが一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくをごまかすように私に訊いたので、私も助け舟ぶねを得たように顔を上げて、口を開いた。

「肉じゃがだよ。結構美味おいしくできた」

「おお、そうなのか。できたてが食えなかったのは勿もつ体たいなかったな」

「そうだよ。明日あしたの朝ちゃんと食べてね」

「おう」

　私と吉田さんがいつものように喋しやべっていると、後藤さんが噴き出した。

　後藤さんは可笑おかしそうに肩かたを震ふるわせた後に、にやにやとした表情を浮かべる。

「新しん婚こんさんみたぁい」

「いや、ほんとやめてくださいって」

　吉田さんの反応も込みで面おも白しろかったようで、後藤さんはさらにけらけらと笑い転げた。可笑しくて笑う時の笑顔は、子供のようだなと思った。

「ちょっと、トイレ行ってきます」

「はーい、行ってらっしゃい」

　吉田さんが立ち上がって、トイレの扉がある廊下へと歩いて行った。

　居室には私と後藤さんだけが残された。

　何を話したらいいのか、いや、そもそも何か話す必要があるのか考えて一人で冷や汗をかいていると、後藤さんが鼻から息を漏らしたあとに、小さな声で言った。

「ねえ、沙優ちゃん」

「……はい？」

　後藤さんと目が合う。今までの何かを包み隠すような笑みはそこになかった。ただ、柔やわらかい笑みと、私の目を射い貫ぬくようなまっすぐな目線が、刺ささる。

「少し、二人でお話がしたいのだけれど」

「二人きりで？」

「そうよ」

　後藤さんは頷いて、人差し指を意味ありげに立てて見せた。

「私があなたに訊ききたいことがあるように、あなたも私に訊きたいことがあるでしょう？　だから、どうかしら」

　すべてお見通し、というような彼女の表情に苛いら立だった。けれど、彼女の言う通り、私にはどうしても彼女に訊きたいことが一つだけあった。後藤さんがそれとなく私に提示したのは『交こう換かん条件』だと思う。二人きりで話す機会を作ってくれたら、あなたの質問にも答えてあげる、とそう言っているのだ。

　本当に、ずるい人だと思う。そう言われてしまえば、私に選せん択たく肢しなどないではないか。

「時間、作ってみます」

　私が答えると、後藤さんはにこりと笑って少しだけ頭を下げた。

「ありがと」

「いえ……」

　後藤さんから目を逸らして、私は吉田さんがトイレから出てくるのを待った。ほんの数分のはずなのに、ものすごく長く感じる時間だった。

　トイレの流水音が聞こえて、遅おくれて、吉田さんがトイレから出てきた。私は振ふり返って、用意した言葉を投げかけた。

「吉田さん、ごめん、明日の朝ごはんの食材買っておくの忘れちゃった」

　私がそう言うと、吉田さんは一瞬固まったけれど、すぐに首を傾げて口を開いた。

「別に朝は適当でもいいけどな」

「ダメだよ朝はちゃんと食べないと」

「つっても買ってきてないもんはしょうがないだろうよ」

「いや、だから、その……」

　私は吉田さんに申し訳ない気持ちになりながら、ごまかし笑いを顔に貼り付けた。

「今から買ってきてもらえない？　もう22時過ぎそうだし、私が出ると補導されちゃう時間だから……」

　私がそう言うと、吉田さんは眉まゆを寄せてから、私と後藤さんを交互に見た。

「別に行くのはいいけど……二人で平気か？」

「大だい丈じよう夫ぶよ。二人で楽しくお話してるから。ね、沙優ちゃん？」

「あ、はい……うん、大丈夫。頼たのんでもいい？」

　後藤さんもわざとらしくない口調で吉田さんに笑いかけた。私が頷くと、吉田さんは小さくため息をついて、首を縦に振った。

「何を買ってくれば？」

「卵と、ニラと、あと味み噌そを買ってきてほしい」

「分かった」

　吉田さんはもう一度後藤さんの方をちらりと見てから、廊ろう下かの脇わきに置いてあった自分のビジネスバッグから財さい布ふと煙草たばこを取り出して、玄げん関かんへと向かった。

「煙草吸ってから帰ってくるから、ちょっと時間かかるかもしれねぇ」

「分かった。行ってらっしゃい」

　吉田さんが玄関から出て行って、ドアが閉まった。

　少しの間の静せい寂じやく。

「さて、と」

　後藤さんが口を開いた。視線を上げると、まっすぐこちらを見つめる眼まな差ざしに射貫かれる。

「じゃあ、まず私から、訊いてもいい？」

「……はい」

　私が頷くと、後藤さんは先ほどとはまた違ちがう、少し陰かげりを帯びた笑みを浮うかべてから、口を開いた。

「あなたが高校生っていうのは本当？」

「本当です」

「どこから来たの？」

　その質問に、一瞬言葉が詰つまる。本当のことを言うべきかどうか、考えた。けれど、後藤さんに噓うそをついても見み抜ぬかれるのは目に見えている。

　言うべきかどうか、ではない。言わなければならない状じよう況きようなのだ。

　私は唾つばを飲んで、口を開く。

「北海道……から」

「家を出たのはいつ頃ごろ？」

「半年以上前です」

　私の答えを聞いても後藤さんは特に表情を変えることはなかった。淡たん々たんと、私に質問を重ねていく。

「どうして、家を出たの？」

　その質問で、旭川での様々な出来事が頭を過よぎりそうになり、私は首を横に振った。

「……答えたくありません」

「……そう、分かったわ」

　後藤さんも私の答えを聞いて、静かに頷いた。

「あなたがどういう事情で住んでいたところから飛び出してきて、どういう経緯いきさつでここにたどり着いたのかは訊かない」

　後藤さんの声こわ色いろは優やさしかった。私の答えから、その心境を察してくれているのが分かった。噓をつかなくて良かった、と思った。この人は心の内が読めなくて恐おそろしいけれど、私に対して最大限の敬意を持って話をしてくれているのはとてもよく伝わってくる。私に敬意を払はらってくれている人に対して、私が不義理を働くわけにはいかない。

「けれどね」

　後藤さんの声のトーンが少しだけ下がったのを感じた。

「一つだけ、はっきりとさせておかないといけないことがあるの」

　後藤さんはそう言って、私の目をじっと見た。私も彼女の目を見る。吸い込まれそうな瞳ひとみだ。心しん拍ぱくが早まっていくのを感じる。

「吉田君の〝友人〟として、そしてあなたにとって〝他人〟の私だから、訊けることよ」

　そう前置きして、後藤さんはにこりと笑った。

　そして、次の瞬間、彼女の顔からスッと微笑みが消えた。その視線は、私の目を刺し貫つらぬくように、冷たい温度でこちらを向いている。

「あなた、いつまでここにいる気？」

　小首を傾かしげて、後藤さんはそう言った。

　心臓が跳はねるように痛んだ。

　私も、ここに来てから何度も、考えた。

　そして、答えを出さないまま保留していたその漠ばく然ぜんとした疑問を、彼女は私に再び突つき付けてきたのだった。
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　何かを言おうと口を開く。けれど、答えが私の中にないのは分かりきっていた。

「私は……」

　それだけで、開いた口は閉じてしまう。１分か、もしくは、それ以上。もしかしたら、５分くらい、私と後ご藤とうさんは無言だったかもしれない。

「答えはないのね」

　沈ちん黙もくを破り、後藤さんが優しく微笑ほほえんで、そう言った。その口調は咎とがめるようなものではなく、確かく認にんをする、といったようなものだった。

　後藤さんは一度目を伏ふせて、言葉を選ぶように、机の上に視線を彷徨さまよわせた。

「……中学生、高校生って特別なのよ」

　そう言った後藤さんの目には少し哀あい愁しゆうのような色が浮かんでいたように、私には見えた。

「どう頑がん張ばっても、背せ伸のびをしても、高校生であることをやめることはできないの。他ほかの何者にもなれないのよ、悔くやしいけれど」

　後藤さんは私の目を見ずに、口ずさむように言葉を続けた。

「それほどに、強力な『身分』なの。高校生って」

　そして、後藤さんは顔を上げて、私を見た。

「場所が変わっても、制服を着ることをやめても、あなたは高校生以外にはなれない」

　その言葉は、鋭するどく、そして的確に、私の心の中の甘さを貫いた。

　薄うす々うす、感じていたことなのだ。自分のいた環かん境きようを投げ出して外に飛び出してきても、私はどこに行っても『女子高生』として扱あつかわれた。今まで出会ってきた男は、私が『女子高生』で、それなりに可愛かわいい見た目をしていたから、私を抱だいた。そして、『家出女子高生』は、彼らにとっては長居させるには不都合な存在だった。だからこそ、私は居い候そうろう先を転々と変えることになった。逆に、吉よし田ださんは、私が『女子高生』だから、私を子供を見るような目で見る。

「吉田君が許しても、社会は許してくれないのよ」

　後藤さんのその言葉を聞いて、私の胸はずきりと痛んだ。けれど、それと同時に私の中にあるもやもやとした違い和わ感かんが打ち消されたような気がした。

　吉田さんは、私に他の男が求めたようなあれこれは一いつ切さい求めずに、ただ家に置いてくれた。最低限の家事をしていれば、私がその他の時間に何をしていても何かを言ってくることはなかった。そんな生活に最も安あん堵どして、そして、最も疑問を抱いだいていたのは私だと思う。

　私を取り巻いていたすべての嫌いやなことから逃にげ出してきた私が。

　こんなに、心の安らぐ環境を与あたえられて良いいのだろうか。こんなことが、許されるのだろうか。

　答えは、後藤さんが言ってくれた。

　許されてなど、いなかったのだ。

「……ありがとうございます」

　気付けば、私はそう口にしていた。

　後藤さんは、驚おどろいたように肩かたをぴくりと震ふるわせて、私をじっと見た。

「私、多分……誰だれかにそう言って欲しかったんです」

　ぽつぽつと、胸の内から、言葉が零こぼれだしてゆく。

「全部から逃げたい、楽になりたい、って思いながら……でも、誰かに『逃げるな』って、言って欲しかったのかも」

　後藤さんは、何も言わずに、私の話を聞いていた。

「吉田さんは、私の甘ったれた部分を、『おかしい』ってはっきり言ってくれたんです。私は家を出てからここまで、いろんな男の人の家を渡わたり歩いてました。その……身体からだを、使って」

　私が言うと、後藤さんは一いつ瞬しゆん目を見開いてから、下した唇くちびるをぐっと嚙かんで、首を垂れた。

「そんなことを……」

「本当に、何かが狂くるってたんです。数日の宿のために、簡単に身体を許してました。しかも、男性から求められることに少しだけ快感を感じていたりして。でも……」

　私はそこで言葉を区切った。

　吉田さんの顔が頭に浮かぶ。

　あの人だけは、私の安易な選せん択たくを許してはくれなかった。

「吉田さんは、一度も私に手を出しません。それどころか……『根こん性じようを叩たたきなおしてやる』って言って」

「ぷっ」

　真ま面じ目めに話を聞いていた後藤さんが、そこで急に噴ふき出した。

「ごめんなさい。真面目な話なのは分かってるんだけど……ふふっ」

　後藤さんは何度も首を縦に振ふって、可笑おかしそうに肩を震わせた。

「そのセリフを言ってる吉田君、すごく克こく明めいに想像できてね。ほんと……彼らしい」

　そう言って、後藤さんは柔やわらかな表情で私を見た。

「良かったね。落ち着ける場所が見つかって」

「……はい」

　瞳が潤うるんで、涙なみだがこぼれそうになるのをぐっとこらえた。

「吉田君は、あなたのことを受け入れてくれているわけでしょう。そして、あなたも彼を信用している。それは今までの二人の会話を見ていれば簡単に分かることだった」

　後藤さんは机を人差し指でとんとんと叩きながら言葉を続けた。

「だから、吉田君には甘えていいのよ。自分を許してくれる人に甘えちゃいけないなんてことはないの」

　後藤さんはそう言いながら立ち上がって、私の向かいから、私の隣となりへと座りなおした。そして、私の手の上に自分の手を重ねて、ぎゅっと握にぎってきた。ひんやりとしている手だった。

「でもね、吉田君がいくらあなたを許しても、それは、社会があなたの存在の消失を許している間だけなの。言っている意味は、分かるわよね？」

「分かります」

「だから、少しずつでもいいから、あなたは考えるべき。これから……どうしていくのか」

　後藤さんの瞳が、私の真横から私の瞳を覗のぞき込んでくる。その目は、何か重要なことを問いかけるような、そういった真しん剣けんなものだった。なんとなく、これが後藤さんの本質なんじゃないか、と根こん拠きよもなく思った。

「……私、どうしても逃げ出したい過去と、環境があったんです。いや……あったというか、今もそれは続いてて」

「うん」

「思い出すだけで吐はき気がするし、戻もどりたいって微み塵じんも思えないんです」

「そうなのね」

「でも……このままじゃいけないっていうのも分かってます。吉田さんに一生養ってもらうことはできない。だから」

　私はゆっくりと息を吐いて、一つずつ確認するように、言葉を発した。

「過去のこととしっかり向き合って」

　どうしても思い出したくない過去のこと。

　親友の笑顔が頭に浮うかんで、消える。忘れたい、けれど、忘れてはならないあの出来事。

「覚かく悟ごを……決めて」

　きっと私の帰りを待っていないだろう母のことを思い浮かべる。

　そして、きっと、ものすごく私を心配しているだろう兄のことも。

「必ずここを出て、元いた場所に帰ります。自分のためにも……吉田さんの、ためにも」

　そこまで言って、後藤さんの目を見返すと、彼女はゆっくりと微笑んで、私の肩に手を置いた。

「……よく言った」

　後藤さんは小さな声でそう言って、私の肩を抱き寄せた。

「その気持ちがあれば、大だい丈じよう夫ぶよ」

　後藤さんが私の耳元でそう言った。

「高校生はね、特別な期間なの。高校生でいなければいけない時間はとても長く感じるけれど」

　彼女の声こわ色いろが、何かを懐なつかしむような、私でない誰かに言っているような、そういうものに変化するのを感じた。

「高校生でいられる時間って、人生の中ではとても短いものなのよ」

　後藤さんはそこまで言ってから、肩に置いていた手を私の頭の上に置き換かえた。そして、優やさしく頭を撫なでてくれる。

「だから、向き合うべきものとは向き合って、甘えるときは甘えて……めいっぱい高校生しなさい。学校に行っていなくても、あなたはちゃんと高校生なんだから」

　後藤さんのその言葉が、じわりと胸に染しみて、気付けばまた視界が揺ゆらいでいた。今度は我が慢まんがきかない。目め尻じりから涙がこぼれていく。

　私の心は、矛む盾じゆんだらけだった。

　すべてから逃げたくて、けれど、逃げてはいけないと思っていて。誰も私に構わないでほしいと思いながら、誰かに求められることを欲ほつして。高校生の身分に不自由を感じながら、自分はもう高校生ではないのではないかという不安に取り憑つかれていた。

　全部ちぐはぐで、それでも、すべてが正直な気持ちだった。

　涙を流す私を胸に抱き寄せて、後藤さんは私の頭を撫で続ける。

「あなたが今感じてるすべて。それは全部、あなたの物よ。あなた以外にどうすることもできないし、どうする権利もないの。つらいのも、幸せなのも、全部あなただけの財産」

　後藤さんの、柔らかいトーンの言葉は、頭に直接響ひびいてくるようだった。身体が密着しているせいもあるし、きっと、彼女は私の欲しがっている言葉を分かっているのだ。今は、彼女の言葉のすべてが、私の中になんの抵てい抗こうもなく浸しん透とうしてゆく。

「だから……十分に逃げたらその後は……全部受け止めなさい。それがあなたの人生においての義務と、権利なのよ」

「……うっ……はい……っ」

　嗚お咽えつを漏もらしながらこくこくと首を縦に振ると、後藤さんは再び私をきつく抱きしめた。気付けば、私は声を出して泣いていた。

　後藤さんの胸は、とても温かかった。
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「それで？　何か質問があるんじゃなかった？」

　ひとしきり泣きじゃくって、ようやく私が落ち着いた頃ころに、後藤さんがまた他人をおちょくるような微笑ほほえみを貼はり付けた顔に戻って、私に質問した。

　そうだった。

　どうしても、これだけは訊ききたいと思っていたのだ。

「……後藤さんって」

　洟はなをずび、とすすってから、彼女の目をしっかりと見つめた。逃がさない、という意味を込めて。

「吉田さんのこと、好きなんですか」

　私が訊くと、後藤さんは目を丸くした後に、噴き出した。

「なによ、改まって。そんなこと？」

「大事なことなんです」

「誰にとって？」

　質問に質問で返してくる後藤さん。しかも、私の胸に的確に刺ささる質問を投げてくる。けれど、絶対にひるまない。

「私にとっても、吉田さんにとってもです」

　噓うそ偽いつわりなく、答える。

　まっすぐに目を見たまま答えると、後藤さんは面おも白しろいものを見るように笑ってから、私の目を見つめ返してきた。しかし、一向に口を開かない。

「ど、どうなんですか……」

　業ごうを煮にやして私がもう一度訊くけれど、後藤さんはにこりと笑って、首を傾かしげるだけだった。

　私は悔くやしくなって、余計なことを口走ってしまう。

「吉田さんは…………後藤さんのこと、大好きですよ……」

　だというのに、あなたはいつも分かりづらい態度で。

　そういう意味を、込めた。

　けれど、後藤さんは鼻から息を吐いてから、私に問い返してきた。

「……悔しい？」

「そういう話じゃないです！」

「あはは、怒おこらないでよ。可愛かわいいんだからほんとに」

　後藤さんは可笑しそうに笑ってから、ついに観念したように、首を縦に振った。

「好きよ。彼以外、眼中にないもの」

「……ほんとですか？」

「なんで噓をつかないといけないわけ？」

「……だって、後藤さんって何が本心なのか分かりづらいから…………」

　私がもごもごと答えると、後藤さんはにこにこと笑って首を縦に振る。

「ミステリアスな女って言って？」

「そういうとこほんと嫌きらい」

「あはは、言われちゃった」

　後藤さんは子供のようにけらけらと笑ってから、小さく息を吐いた。

「ほんとに、好きよ。彼が入社した時から、ずっと彼のこと見てたもの。驚おどろくほどまっすぐで、頑がん固こで、それでいて他人の生き方には柔じゆう軟なんに対応できるのよ。あんなに本当の意味で『優しい』人、なかなか会えるものじゃない」

　後藤さんは本当に愛いとしいものを思い出すような表情で、そう語った。そんな顔もできるんだな、と思った。

「良かったぁ……」

　気付けば、そう呟つぶやいていた。

　後藤さんは私の方を横目で見て、首を傾げる。

「良かった、って何が？」

　後藤さんの問いに、私はよどみなく答えた。

「吉田さんの恋こいが叶かなうんだったら、すごく嬉うれしいと思って」

　私がそう言うと、後藤さんは一いつ瞬しゆん、今まで私に見せたこともないような表情をしてから、それをごまかすように笑った。

　あの表情は、何を思った表情なのだろう。

　悲しいとも、こわがっているとも、怒っているとも分からない、複雑な、熱のあるような、ないような、そんな表情だった。

「そうね。このまま何事もなく結ばれれば、いいわよね」

「本当に。そうなればいいと思います」

　私が頷うなずくと、後藤さんはまたごまかすような笑みを浮かべてから、私の目を覗き込むように首を傾げた。

「沙さ優ゆちゃんは……応おう援えんしてくれる？」

　返事をしようとした時、頭の中に、ある情景が浮かび上がった。

　吉田さんと後藤さんがキスをする。

　そして、照れたように笑う吉田さんが、再び後藤さんを抱だきしめる。

「……も、もちろん。応援しますよ！」

　私がそう答えると、後藤さんはにっこりと微笑んで、「ありがとう」と言った。

　なぜだか、とても胸が痛かった。

　けれど、その痛みに気付くまいとするように、私の口からは次々と言葉が出た。

「なにか手伝えることがあれば言ってください！　何ができるかは分からないけど……できることならなんでも手伝うので！　それから……」

　まくしたてる私を、後藤さんは笑っているのか、そうでないのか分からないような表情で見ていた。

　私の言葉を遮さえぎるように携けい帯たい電話が鳴った。

　光る画面を見ると、店長からの電話だと分かった。

「あ、ごめんなさい。バイトの店長から電話で……もう、なんでこんな時に」

「いいわよ、出てきて」

　私は後藤さんに会え釈しやくをして、携帯電話を持って慌あわてて玄げん関かんを出た。さすがに、バイトの電話を後藤さんの前でするわけにもいかない。

　今日ばかりは、店長に少し文句を言ってやりたい気分になった。
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　さゆちゃんが玄関から出て行って、私は一気に肩かたの力が抜ぬけるのを感じた。

「はぁ……」

　自然とため息が漏れる。

　多分、緊きん張ちようしていたのだ。

　誰だれかに、本音で話をするのは、本当に緊張する。

　吉田君が高校生の女の子を家に住まわせているなどと言うから、どんな図ずう々ずうしい女かと思って来てみれば、予想とは打って変わって、謙けん虚きよで礼れい儀ぎ正しい女の子だった。

　そして、その表情と、瞳ひとみの奥の『昏くらい何か』は、私の高校生時代に、何度も『鏡』で見た。

「おばさん臭くさかったよね……」

　明らかにあれは説教だった。

　知らない女がやってきて、突とつ然ぜん説教される気分はどうだっただろうか。最終的には私の話を聞いてくれていたように感じたけれど、最初は明らかに警けい戒かいされていたし、きっと不快だっただろう。

　私は性格が屈くつ折せつしているから、吉田君のように真っ直すぐな行動で誰かを導いてあげることはできない。けれど、すべてを言葉にすると、それはそれで薄うすっぺらいと、さゆちゃんに必死で語りかけながら、私はずっと自分を客観視していた。

　何かを伝えるのって、こんなに難しかったのか。と、年とし甲が斐いもなく発見をした。

　会社では、本音を伝える必要のある相手なんていないのだ。久々に必死になって会話をしたような気がする。

「向き合うべきものとは向き合って、甘えるときは甘えて……だなんて」

　自分がさゆちゃんに言った言葉を思い出して、自じ嘲ちよう的な笑みが漏れた。

　私は、本当に性格が悪いと思う。

　自分が高校生の頃にまったくできなかったことを、他人にはやってみせろと言ったのだ。

　彼女は純じゆん粋すいだから、きっと私を「本当は優やさしい人だ」なんて認にん識しきしているのではないかと思う。けれど、そんなことはまったくないのだ。

　私は彼女を通して、過去の自分を見た。それだけのことだ。

　さゆちゃんがこの後の人生を立て直すことで、私の過去が少し清算されるような気がした。

　きっと、吉田君もそうだ。

　さゆちゃんは吉田君の優しさを無条件のもののように言うが、きっと、吉田君も心のどこかで、さゆちゃんに何かを求めている。

「大人って、本当に自分勝手……」

　呟いて、再びため息が漏れた。

　だから、あなたも自由に、自分勝手に生きなさい。

　不自由から、自由を学びなさい。

　きっと、そんなことを、本当はあの子に言いたかったんだと思う。

　本当に言いたいことは、なぜか、言葉にならない。

　ただ、吉田君なら。

　吉田君なら、彼女を良いい方向に導いてあげられるのではないかと、確信に近い思いがあった。

　そして、さゆちゃんの胸の中に育ちつつある、吉田君への想おもいがどういう形で表に出るか。

　それを見届けるまでは、私は吉田君を欲しがらないことにした。

　今じゃない、とそう思った私の〝勘かん〟は、やはり間ま違ちがいではなかった。

　本気で欲しくなったものが手に入らないのは、もう二度とごめんだ。

「吉田君、遅おそいなぁ」

　ぼんやりと、彼の顔が見たいと思った。
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「あ」

「はぁ……？」

　駅前の24時間営業スーパーに向かう途と中ちゆうで、思わぬ人物とばったり出くわした。

　お互たがいに阿あ呆ほのように口を開けたまま数秒停止して、そして同時に相手を指さした。

「吉よし田だセンパイ」

「なんでこんなところに」

　夜道に立っていたのはスーツ姿の三み島しまだった。

「あー……映画を観みてたので」

「仕事上がってそのまま映画かよ。体力あるな」

　スーツ姿のまま、ということは自宅には帰っていないということだろう。

　呆あきれて言うと、三島も曖あい昧まいな笑えみを浮うかべて頷いた。

「どうしても観たいのがあって」

「なんてやつだ？」

「あー……っと、『紫陽花あじさいの歌』って映画です」

「ああ、あの駅前に思い切りポスター貼はってあるやつか」

　毎朝駅に向かう途中に特大ポスターが目に入る。確か主演女優が、橋はし本もとの好きな女優だった気がする。あいつもあの映画について「絶対に観たほうがいい」だのなんだのと言っていた気がするが、適当に聞き流していたので詳しよう細さいは覚えていない。

「良かったか？」

「まあ、そうですね……泣けました」

　三島にしては歯切れが悪いと思いつつ彼女の目を見ると、目の下が少し赤くなっているのが分かった。本当に、泣ける映画だったようだ。

「にしたって」

　俺の意識は、映画の話から、彼女がここにいることについてに戻もどった。

「なんでこんなとこに。駅とは逆方向だろ」

　映画を観るためにこの駅まで来たのは分かるが、駅から離はなれてゆくこの道に三島がいることには違い和わ感かんがあった。こちらの方面に歩いてきても、特に彼女の立ち寄りそうな店があるというわけでもない。ただの住宅地だ。

　俺の質問に、三島は頰ほおをぽりぽりと人差し指で搔かきながら答えた。

「ちょっと散歩したい気分だったんですよ。そういえば、ここは吉田センパイの住んでる街なんだよなぁって思って」

「なんだそりゃ」

「そういう吉田センパイはどうしたんですか？」

「あ？　あぁ……」

　家に後ご藤とうさんが来ていることは言えまい。

　朝食のための食材を買いに来たのだが、どうも、俺におつかいを頼たのんだときの沙さ優ゆの様子が引っかかる。俺を追い出そうとしているかのような、そういった意図を少しだけ感じた。しかし、沙優が積極的に後藤さんと二人きりになりたがるとは考えづらいし、俺の思い過ごしの可能性もある。

「朝飯用の食材を買いに行くんだよ」

「あれ、吉田センパイって朝ごはんとか作るんですか？　ちょっと意外かも」

「俺じゃねえよ、作るのは沙優だ」

　俺がそう答えると、三島がぴくりと身体からだを震ふるわせた。そして少し驚おどろいたような顔で俺を見る。

「え、今日沙優ちゃん家にいるんですか？」

「あ？　そりゃいるに決まってんだろ。他ほかに泊とまる場所ねぇんだから、あいつ」

「……そうなんですね」

　三島は何かを含ふくんだような曖昧な相あい槌づちを打って、

「私もついて行っていいですか？」

「別に構わねぇけど、買い物なんてついてきて楽しいか？」

「吉田センパイが何食べるのか気になって」

「なんだそりゃ」

　三島は締しまりのない笑いを浮かべたまま、当然のように俺についてきた。

　スーパーでニラと卵と味み噌そを買っている間も、三島はあれやこれやと茶々を入れてくる。

「ニラタマですかね」

「あー、まあそうっぽいよな」

「よく作ってくれるんですか？　ニラタマ」

「いや、そんなに頻ひん繁ぱんではなかったと思うけどな」

「朝からニラだとちょっと口が臭においそうですよね」

「さすがに歯くらいは磨みがいてから出るっつの」

　俺が言うと三島はけらけらと笑った。そして俺の手に持ったかごの中を指さした。

「というか、それで足りるんです？」

「何がだ？」

「卵とか、それ四つしか入ってないやつじゃないですか」

「そうだけど……これ値引きされてたし、二人分だったら別にそんな大量に買ってく必要ないんじゃねえの」

　そう言いながら、そういえばビールの買い溜だめを切らしていたと思い酒コーナーに積まれていた缶かんビールに手を伸のばすと、それをひょいと三島が取り上げた。

「……なんだよ」

「一個訊ききたいんですけど」

「あ？」

　ビールを唐とう突とつに取り上げられた抗こう議ぎの意味を込めて三島を睨にらむと、俺は逆にその三島の真しん剣けんな表情に驚いてしまって、勢いを削そがれた。

　三島は俺の目をじっと見たまま、言った。

「もし私が今日吉田センパイの家に泊めてくださいって言ったら泊めてくれますか」

　俺は一いつ瞬しゆんぽかんとするが、彼女の言うことがあまりにも突とつ拍ぴよう子しがなさすぎて鼻から空気が抜ぬけた。

「いや、何言ってんだお前」

「言葉のままの意味ですけど」

「なんでうちに恋こい人びとでもない女を泊めなきゃいけないんだ」

「沙優ちゃんは恋人じゃないでしょ」

「だからあいつは保護してるだけだって」

「じゃあ後藤さんは？」

　俺は、言葉を失う。

　三島は、眉まゆ根ねを少し寄せて、もう一度言った。

「後藤さんは、どうなんですか」

「……いや、なんでここで後藤さんが出てくるんだよ」

　俺がそう返すと、三島は怒おこっているとも悲しんでいるとも分からない顔のしかめ方をした後に、嚙かみつくように言った。

「なんでそんなごまかし方するんですか」

「ごまかすって何をだよ」

「いるんでしょ！　今、後藤さんが、家に！」

　語気を強めて三島がそう言ったので、俺は目をぱちくりとしてしまう。

「な、なんで知ってるんだよ……」

　俺の言葉に、三島は一度言葉を詰つまらせてから、視線を床ゆかに落とした。

「今日は私、珍めずらしく自主的に残業したんですよ。明日あした吉田センパイに褒ほめてもらおうと思って」

　三島は俺と視線を合わせないまま、ぽつぽつと語った。

「それで、一つプログラムちゃんと組んでから退社したら、駅前の焼き肉屋から吉田センパイと後藤さんが出てくるの見ちゃって。気になって。それで、どの駅で降りるのか見てたら、吉田センパイの最も寄より駅で降りるじゃないですか」

　三島はそこまで言ってから、ちらりと俺の方を見た。

「その……尾つけるようなことして、ごめんなさい。そこは謝ります」

「いや、別に、まあ……」

　曖昧な言葉しか出てこない。怒いかりというよりは、焦あせりの方が大きかった。

「それで、はずみでこの駅に私も降りちゃって、二人の姿追いかけたら、明らかに住宅地の方に二人で歩いてくのが見えたから、ああ、お家うちに行くんだなって、思ったら……なんか……どうしようもない気持ちになって……映画館行って、観たかった映画観たけど、全然頭に入ってこなくて……」

「ちょ、おい……」

　言葉を続けながらどんどん涙なみだぐみはじめる三島に、俺はひたすらに困こん惑わくした。

　三島も泣くつもりはなかったようで、ぐっと眉根に力を入れて、涙をこらえるような素そ振ぶりを見せた。そして、少し間をおいて続ける。

「なんかそのまま帰ることもできなくてウロウロしてたら、吉田センパイとばったり会っちゃったもんだから……こう、それとなく後藤さんとのことを訊き出してやろうとか思ってたんですけどね」

「お前な……」

「でも吉田センパイ、適当にごまかそうとするからなんか腹立ってきちゃって……」

　三島はそこまで言うと、ずびっと洟はなをすすって、俺から奪うばっていたビール缶を雑に買い物かごの中に入れた。

「さっさと買って出ましょう」

「お、おう……最初からそのつもりだったんだけどな」

「細かいことはいいんです」

　ずんずんとレジの方へ歩いて行く三島を横目に、俺はもう数本ビールを追加してから、その後を追った。
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　若じやつ干かん不ふ機き嫌げんな様子でパック豆乳をちゅうちゅうと吸っている三島と、思ったよりもずっしりな重量になってしまったビニール袋ぶくろを持った俺が、スーパーの前のちょっとしたスペースに立っている。

　買い物を終え、外に出てから数分が経過したが、三島は黙だまったままである。

　なぜこんなことになっているのかまったく分からないながらも、「じゃ、俺は帰るから」と言い出せる雰ふん囲い気きでもなく、俺も所在なく立ち尽つくしている現状である。

「てっきり」

　急に、三島がぽつりと口を開いた。

「今日は沙優ちゃんがいないから後藤さんを連れ込んだのかと思ったんですよね、私は」

「いや、だから沙優がうちにいない状じよう況きようってどういう状況だよ」

「そこまでは分かんないですけど、とにかくそう思ったんです」

　三島はそう言って、もう一度豆乳パックに口を付けた。そして、ごくりと豆乳を飲み込んだ後に、俺を横目で見て言葉を続けた。

「だって普ふ通つうに考えて、家に女子高生がいる状態で、意中の女性を家に呼ぼうって思います？」

「まあ、それは……」

「で、今は沙優ちゃんと後藤さんが二人っきりって状況なわけでしょ？」

「そうだな」

「よく分かんないなぁ……」

　三島は呟つぶやいてから、手に持った豆乳のパックを横に振った。どうやらもう飲み切ってしまったらしい。

「確かく認にんなんですけど、吉田センパイって、後藤さんのこと未いまだに好きなんですよね？」

「あ？　いや、それは……」

　唐突に三島からそんな問いが飛び出したものだから、俺は面めん食くらってもごもごと口くちごもってしまう。

　しかし、もう相手が知っていることをぼやかしても仕方がない。

「そりゃ、まあな……そんな簡単に諦あきらめられないだろ」

　今の時点で三島に言う必要もないことだと思ったので控ひかえるが、諦めるどころか、相手も自分のことを好きだというのである。

「だとしたらやってることちぐはぐですよ、吉田センパイ」

「……何がだ？」

　三島の言葉に、俺は首を傾かしげる。

　俺の様子に三島は少し眉まゆを寄せて、肩かたをすくめた。

「どういう経緯いきさつかは知りませんけど、好きな女性を家に呼ぶって時に、居い候そうろうの女子高生を家に置いたままにするなんておかしいってことです」

「いや、それは……」

　後藤さんが会いたいと言ったからであって、と弁解する前に、三島が言葉を続けてくる。

「本当に惚ほれてる人を優先するなら、他の要素は全部無視するくらいの勢いになるのが恋ってものじゃないですかね。だってずっと好きだった女性が家に来るわけでしょう。いろいろとチャンスなのに、そこに女子高生なんていたら邪じや魔まですよね」

「そりゃ、そうかもしれないが、だからって追い出すわけにもいかないだろ」

　俺がそう言うと、三島は明確に首を横に振った。

「普通は……追い出しますよ」

　その言葉は、今まで彼女から聞いたこともないような、冷えたトーンで発せられた。

「どこの誰だれかも知らないような女子高生と、自分が惚れてる女性、どっちが大事かなんて、考えるまでもないことじゃないですか」

「あのさ……」

　まくしたてるような三島の言葉を一度区切る。彼女は不満そうにぐっと口をつぐんだ。

「結局何が言いたいんだよ。突然沙優のこと悪く言ったりして」

「別に沙優ちゃんのこと悪く言ってはいないですよ。イイ子ですし」

「でも追い出した方がいいみたいなことを言うじゃねえか」

「追い出した方がいいなんてことも言ってません」

　三島は首を横に振って、射い貫ぬくように俺の目を見た。

「結局、吉田センパイの中での優先順位はどうなってるんですかってことです」

「優先順位？」

　俺が首を傾げると、三島はため息ひとつ、頷うなずいた。

「そうです。ずっと想おもい続けてた後藤さんと、突然拾った沙優ちゃんの二人がいて、今日はその吉田センパイにとって大事な大事な後藤さんが家に来るっていう状態だったわけでしょ」

「そうだな」

「もし、仮に私が吉田センパイだったとしてですよ。後藤さんと本気で恋れん愛あい関係に発展したいと思ってるなら、沙優ちゃんの存在は後藤さんに対しては隠かくし通しますよ。家に置いてるなんてことは絶対に言わないし、会わせるなんてもってのほかです。あなたと付き合いたいと思ってるけど、家には血けつ縁えん者でもない女の子が住んでます、なんて普通に考えてありえないでしょう」

「いや、だからな？」

　さすがに黙っていられなくなり、俺も口を挟はさむ。

「だからといって、沙優を放ほうり出すわけにもいかないだろって言ってんだよ。そんなこと言ったら、後藤さんと付き合うことになったら沙優のことはほっぽりだすしかなくなるじゃねえか」

「だから[image: !!!]」

　俺の言葉を聞いて、三島は急に声を荒あらげて、いらついたように靴くつで地面を思い切り鳴らした。彼女がそういった声の荒げ方をしたのは俺にとっては初めての出来事だったため、少しひるんでしまう。

　三島自身も、すぐにはっとしたように口を開けて、そして頭こうべを垂れた。

「すみません……」

「いや……」

　三島は視線を地面に落として、そして言葉を続ける。

「だから……普通はそうするって話なんですよ」

「そうするっていうのは」

「沙優ちゃんを追い出すことを選ぶってことです。本当に後藤さんのことが好きで、後藤さんとお付き合いすることを最優先事じ項こうにするなら」

「……でも」

「いや、分かってます。分かってますよ」

　三島は俺に視線を戻もどしてから、笑え顔がおを作った。明らかに無理をして作ったようなその笑顔に、少し胸が痛む。

「吉田センパイがそんなことできる人じゃないっていうのは分かるんです。でも……同時に思っちゃうんですよね」

　三島はそこで言葉を区切ってから、深くため息をついた。そして、ぽつりと言う。

「もうそれって恋こいじゃないんじゃないですかね」

「え？」

「後藤さんに対しての気持ちのことです。憧あこがれと恋がごっちゃになってるんじゃないかなって」

「いや、そんな」

「もしくは」

　三島は俺の言葉を遮さえぎって、横目で俺を見た。

「沙優ちゃんへの気持ちが、恋に変わってるとか」

「それだけは絶対にない」

　俺と三島の視線が交差する。三島の目には、何か不安定な心情の揺ゆらぎが籠こもっているように見えた。

「そうですか」

　数秒合わせていた視線を、三島の方からはずす。

「そうなんだとしたら、人が好よすぎですよ、吉田センパイ」

　三島はそう言ってぽりぽりと頭を搔かいた。

「あんまりいい人やりすぎると、本当に欲しいものが手に入らなくなっちゃいますよ」

　そう言ってから、三島は小さく、吐はき捨てるように続けた。

「……いつまでも沙優ちゃんがセンパイの家にいるわけじゃないんですから」

　何か言葉を返そうと思っても、咄とつ嗟さに浮うかばなかった。

　俺が何も言えずに黙っていると、三島はパッと顔を上げて、またぎこちない笑顔を作った。

「なんか私めっちゃヤな女でしたね、今日は！」

「いや、別にそんなことは」

「ごめんなさい！　これ以上一いつ緒しよにいたらまた余計なこと言っちゃう気がするので今日はもう帰りますね」

「お、おお……そうか。改札まで送ってくよ」

「結構です！　吉田センパイは一刻も早くお家うちに帰ってあげてください。二人ともきっと待ってますよ」

「引き止めたお前が言うのか……」

「へへ」

　こういう軽口だけはすぐに出てくるあたり、俺もまだまだ子供だなと思ってしまう。

「それでは、お疲つかれ様でした！」

「おう……お疲れ」

　三島はパッと踵きびすを返して、早足で駅へと歩いて行く。

　その後ろ姿を見ながら、俺はつい数分前の三島の笑顔を思い浮かべていた。自分の感情を覆おおい隠そうとするような、ぎこちない作り笑顔。沙優がうちに来たばかりの時に、三島よりももっと上手に貼はり付けていたあの笑顔。

　三島はものすごい熱量で、俺に、俺には分からないことを伝えようとしてくれていた。だが、俺はおそらくそれを正しく理解することができなかったのだろう。

　あれはきっと諦めの表情だったのだ。

　息を吐いて、俺も家路につく。




『もうそれって恋じゃないんじゃないですかね』




　三島のその言葉が脳内で響ひびく。

　そんなはずはない。俺が未だに後藤さんに対して恋心を抱いだいているのは間ま違ちがいないことだと思う。他ほかの誰に対しても、あそこまで胸が高鳴ったり、逆に自分に対する思わせぶりな態度に腹が立ったりはしない。

　そして。




『沙優ちゃんへの気持ちが、恋に変わってるとか』




　それこそ、絶対にありえない。

　ただ、彼女に今まで与あたえられてきた理り不ふ尽じんな境きよう遇ぐうから守ってやりたいと思っているだけだ。正常な道へと戻って行けるように、助けてやりたいと。

　沙優を女性としてどうこうしたいという気持ちは微み塵じんもない。

　ただ、三島の言葉で一つ気が付いた。

　俺は、あいつが自分の過去と向き合い、そしてそれに対する気持ちに折り合いがつくまで家に匿かくまってやろうと、漠ばく然ぜんと思っていた。

　しかし、それはいつまでなのだろうか。

　１か月後、もしくは、半年後。１年後かもしれないし、数年は居座るかもしれない。

　そして。

　もしかすると、明日あしたかもしれない。

　そう考えた時に、驚おどろくことに。

　俺にはもう、沙優がいない生活というものが、あまり想像がつかなくなっていた。

「……おかしいな」

　口に手を当てる。

　三島の言うとおりだ。

　おそらく、沙優を家に置いている間、後藤さんと男女の付き合いをするのは難しいだろう。実際、沙優が家にいることを話した時、後藤さんは「自分のことを好きと言いながら他の女性を家に置いているというのは納なつ得とくしかねる」と口にした。

　彼女の中でそのあたりに折り合いがついたとしても、沙優がいる限り、後藤さんを家に呼び恋人らしいことをすることはかなわないだろう。

　だとしたら。

　俺はいつ、後藤さんと結ばれることができるのだろうか。

　そして、その時、沙優は一体どこでどうしているのだろうか。

　その二つを考えた時に、俺の頭は真っ白になってしまった。なんのビジョンも、浮かばなかった。

「…………困ったな」

　気付くとそう呟つぶやいていた。

　そして、思考の中で何の進展も得られないまま、俺は自宅にたどり着いてしまった。

　ドアの前に立って、深呼吸をする。

　家の中には、沙優と後藤さんがいるのだ。

　なんとなく、もやもやとした表情のままで入っていくわけにもいかないと思った。

　片手で頰ほおを叩たたき、「よし」と気合いを入れる。

　鍵かぎを差し込んで、回す。

　自宅に帰るだけだというのに、妙みようにドキドキした。

















「これは……私のことを弄もてあそんだ罰ばつなの」

　パンケーキナイフを震ふるえる手に握にぎりしめて、目め尻じりに涙なみだを溜ためた当時の彼女がそう言ったのを、僕はどこか他人ひと事ごとのように聞いていた。

　弄んでなどいない。本気で愛していたのだ。

　一番ショックだったのは、当時付き合っていた七人の恋人の中で最も賢かしこく、物分かりの良かったその彼女の口から、そんな言葉が出たことだった。

　僕は七人の恋人を分け隔へだてなく愛していたし、それを全員が喜んでいた。すべてが上手うまく行っていたのだ。

　他に六人恋人がいることを打ち明けた時の彼女の表情といったら、どう表現したらいいのか分からない奇き妙みようなものだった。戸と惑まどいと、悔くやしさと、悲しさと、怒いかりが次々と顔の表面を蠢うごめくような、そんな変化の後に、彼女はこう言った。

「それで……この後どうするわけ？」

　質問の意図が分からなかった。

「どうって……これからも全員のことを愛していくつもりだけど……」

「何言ってるの？　馬ば鹿かじゃないの!?」

　明確に彼女の怒りが露あらわになったところで、自分は失敗したのだと気が付いた。まだ、彼女を信しん頼らいすべき段階ではなかったのだ。

「七人と同時に恋人でいるなんて正気じゃない！　結けつ婚こんとかどうするつもりなわけ!?」

「結婚なんてしなくてもいいじゃないか。愛してるなら問題ないでしょ」

「私はあなたと結婚したいと思ってたのに！」

　そう言って僕を睨にらみつけ、涙を流し、彼女は机の上に置いてあったパンケーキナイフを手に取った。

　そう、あれも失敗だった。

　パンケーキを食べているときに重要な話をすべきではない。学習した。

　その後本気でナイフを振ふり下ろされた時はひやっとした。そのまま僕が避よけずに刺ささっていたら、彼女は傷害罪に問われる羽目になっていただろう。

　そんなことは御ご免めんだし、そもそも怪け我がもしたくなかったので、僕は結局その場から逃にげ出した。

　数日ネットカフェで夜をやり過ごし、おそるおそる自宅に帰ると、彼女の姿はなかった。その数日間に他の恋人からも何度も連れん絡らくが来たが、会いに行く気にはなれなかった。一つ失敗すれば、ほかも破は綻たんする。あれは、そういうバランスで成り立っていた関係だったのだ。

　僕は引っ越こしをした。一度やり直すべきだと思った。

　誰だれかから身を隠かくすならば、人の多いところだろうと考えて、東京に新たな住居を移した。当時の職場は恋人には教えていたから、上司には申し訳なかったけれども、勢いで退職して、今は東京でバイトをして暮らしている。

　働いていた頃ころの貯金がたんまりと残っているので、バイト程度の収入でもあと数年間は暮らしていけるだろう。その間に、就職活動をゆっくり進めればいい。

　それよりも、差し迫せまる問題は、この寂さびしさだ。

　引っ越しをする前は、ほぼ毎日、愛している女性と会うことができた。色とりどりの花を愛めでているような充じゆう実じつ感かんがあの生活にはあった。しかし、今はどうだ。

　バイトをして、一人で家に帰り、特に見たい番組もないのに、誰かの声を聞きたいがためにテレビをつけて、飽あきたら一人で寝ねる。

　潤うるおいがまったくない。この生活に慣れていく自信がない。

　テレビをぼんやりと眺ながめながら、スーパーで買った味の濃こい惣そう菜ざいを口に運んでいると、ふと思い立った。

　こういう時に、家いえ出で娘むすめを拾えるといい。

　以前、ちょうど七人の恋人がいた頃、たまたま近所のコンビニの前で座り込んでいた女子高生を拾ったことがあったのを思い出す。

　顔立ちが良く、胸も大きかった。

　連れて帰ると、その子は簡単に身体からだを許したし、具合も良かったのを覚えている。身体は柔やわらかくて、中は良く締しまった。

　ただ、その女子高生は他ほかの恋人と違ちがい、僕のことをまったく求めていなかった。感じているフリをする様子も、僕の瞳ひとみを見つめているのにまったく別のことを考えているような様子も、少し不快だった。

　数日間家に泊とめてやったが、恋人がうちに来ると言い出した時に追い出した。

　あの頃は女性に困っていなかったのできっと贅ぜい沢たくになっていたのだ。

　今はそばに女性がいないのが寂しくてしようがない。

　自分を求めていようがいまいが、どうでもいいと思った。それはじっくりと時間をかければ良いいことなのだ。

　柔らかく、良いにおいのする女を抱だきたい。

　愛する対象が近くにいないことの苦しみから解放されたいと思った。

「よし」

　僕は決意して、箸はしを置いた。

「家出娘、探すか」




　　　＊




「はぁ？　家出娘ぇ？」

　露ろ骨こつに眉まゆをひそめて、あさみちゃんが言った。

「そう、家出娘。このあたりで見たことない？」

「ねーし。というかそんなん見つけてどうするつもりだし」

「いや、持って帰りたいなって」

「フツーに犯罪なんですけど……キモいわー」

　あさみちゃんは嫌けん悪お感かんを丸出しにしながら首を横に振った。

　彼女は、同じコンビニでバイトをする女子高生だ。小麦色の肌はだに金きん髪ぱつ、とギャルのような見た目をしているが、その印象とは裏腹に、とてもガードが堅かたい。何度かご飯に誘さそってはみたものの、毎回やんわりと断られている。

「宿を提供してあげるんだから、えらいと思わない？」

「は、下心丸見えっしょ」

「男女で同じ屋根の下にいるわけだし、予定してなくても、そういうことが起こることもあるとは思うけど」

「まじキモいわー」

　冗じよう談だんだと思っているようで、あさみちゃんは完全に僕の言葉を受け流していた。しかし、反応を見るに、本当に心当たりはないようだった。彼女は思っていることが〝目〟に出やすい。質問だけすれば、彼女の知っていることであればたいてい分かってしまうので、便利だ。

「そうかぁ……家出娘、いないのかぁ」

　落らく胆たんして見せると、あさみちゃんは鼻を鳴らす。

「そんなに女の子に飢うえてるわけ？」

「僕には七人の恋こい人びとがいたんだよ。それが一気に失われたわけ。人恋しくもなるさ」

「七人！　日ひ替がわり彼女じゃん、クソ面おも白しろいねそれ」

　本当なんだけどなぁ。

　まったく信じていない様子のあさみちゃんはけたけたと笑いながら唐から揚あげ棒をフライヤーから取り出した。

「新しく入った子もウチと同い年だけどさ、ナンパとかしたらタダじゃおかないかんね」

　あさみちゃんがそう言ったのを聞いて、僕は首を傾かしげる。

「新しく入った子？」

「え、なに、聞いてないわけ」

　ホットフードのケースに唐揚げ棒をしまいながら、あさみちゃんが視線だけ僕に寄よ越こした。

「最近入った子いるじゃん。沙さ優ゆチャソだよ、沙優チャソ」

「ああ……そういえばそんな名前が名めい簿ぼに増えてた気もするな。同い年なんだ？」

「そそ、言っとくけど、ドチャクソ可愛かわいいから」

「ドチャクソ可愛いのか。それは楽しみだな」

　僕が言うと、あさみちゃんは、自分で言い出したくせに眉をひそめる。

「手出したらブチギレすっからね」

「仲いいの？」

「もー仲良しよ。ソウルメイトだかんね」

　あさみちゃんはすぐに誰とでも仲良くなる。僕が苦手なパートのおばさんとも、すぐに打ち解けていたのを思い出した。

「ふぅん」

　僕は生返事をしながら、会ったこともないその『沙優』という子を思い浮うかべた。

　あさみちゃんと仲良しということは、同じくギャルだろうか。もしくは、気の弱い子だろうか。気の弱い子の方が良い。押していけば手に入るかもしれない。

　あさみちゃんからその話を聞いてから、僕はぼんやりと妄もう想そうを続けながら仕事をした。

　シフトの時間が終わり、コンビニの制服から着替えながら、壁かべに貼はり出されているシフト表を見ると、ちょうど次の日、その『荻おぎ原わら沙優』という子とシフトがかぶっていた。

　今から、顔を見るのが楽しみで仕方がない。
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「沙さ優ゆチャソ、携けい帯たい光ってるけど」

「うん？」

　居室の机の上で教科書を広げていたあさみが、同じく机の上に置かれていた沙優の携帯を指さして言った。

　沙優は携帯を手に取って、ぽちぽちと画面をタッチする。そして、すぐにその表情が緩ゆるんだ。

「後ご藤とうさんだ」

「ごと……誰それ」

「んっと……友達、かなぁ」

　沙優がそう答えると、あさみは一いつ瞬しゆんぴたりと動きを止めた後に、「へぇー！」と大げさに声を上げた。

「ウチ以外にもマブダチいたん！」

「まあ、ほんと最近仲良くなったばっかりなんだけど」

「んなの別にどうでもいいじゃん！　ダチが多くて困ることないっしょ」

　あさみはうんうんと頷うなずいてから、「むしろ良いことっしょ」と念押しのように言った。

　今日は沙優とあさみのバイトの終しゆう了りよう時間が同じだったようで、俺が家に帰ると二人は居室で談だん笑しようしていた。

　あさみは授業の復習をしているようで、教科書を開きながら器用に沙優と会話をしていて、沙優もちらちらとあさみの勉強を邪じや魔ましないように配はい慮りよしつつ会話を楽しんでいるようだった。

　一いつ旦たんあさみとの会話を中断して、携帯でメッセージを返している沙優の表情はどこかなごやかで、本当に『友達』と会話をしている女子高生のそれだった。

　そもそも。

　なぜ沙優が後藤さんと連れん絡らく先を交こう換かんしていたのかというと、それは後藤さんが俺の家に来た日まで遡さかのぼって説明することになる。

　あの日、偶ぐう然ぜん会った三み島しまと別れてから家に帰ると、目を疑うような光景が広がっていた。

「あら、遅おそかったじゃない」

「あ、おかえり吉よし田ださん」

　家には当然、後藤さんと沙優が待っていたのだが。

「あー、動いちゃダメ。まだ途と中ちゆうでしょ」

「で、でも吉田さんが帰ってきたから……」

「吉田君よりいまはこっちの方が大事なの」

　二人は居室で仲良さげに談笑していたのだ。加えて、後藤さんが化け粧しよう用品を取り出して沙優の顔に化粧を施ほどこしていた。

「なにしてんすか……」

「見て分からない？　化粧してるの」

「なんで……」

「なんでって」

　沙優の頰ほおにスポンジを当てていた後藤さんが視線だけを俺に寄越した。

「こんなに素材がいい女の子なのよ？　化粧の仕方を覚えたらもっと綺き麗れいになるもの」

「そっすか……」

　素材がいいなら別に化粧はしなくても良いのではないか、と思ってしまうのは俺が男性だからだろうか。

　と、まずこのよく分からない状じよう況きように驚おどろいたが、それよりも驚いたのは、後藤さんと沙優が和気あいあいと会話をしているところだ。

　俺が部屋にいた時は、後藤さんはともかく、沙優はまだ探さぐり探りといった様子で、かなり後藤さんを警けい戒かいしていたように見えた。

　しかし今はそういった様子はまったく見られず、むしろ元から仲が良かったのではと錯さつ覚かくするほどに二人は打ち解けていた。

「買ってきたやつ、冷蔵庫入れとくからな」

「あ、うん。ありがと」

　俺がビニール袋ぶくろを掲かかげながら言うと、沙優は目線だけこちらに寄越して答えた。

　卵とニラと味み噌そ、そして自分用に買ってきた缶かんビールを冷蔵庫にしまいながら、小さくため息をつく。

　思い返すと、今日はいろいろとめちゃくちゃだった。

　後藤さんが家に来ることになっただけでも大変な心労が伴ともなうものだったというのに、三島まで現れて、答えの分からない問いを投げかけられ。

　結果から言えばすべて丸く収まったと言えないこともないが、帰宅して落ち着いた頃ころに一気に疲つかれが出てきた。

「吉田君」

「はい？」

　後藤さんに声をかけられて振ふり返ると、後藤さんは沙優に化粧をする手は止めずに、おどけたように鼻から息を吐はいてから言った。

「随ずい分ぶんとたくさん煙草たばこを吸ってきたのね」

　その言葉に俺はぎくっとしたが、幸い後藤さんは俺の方を見ていなかった。

「遅くなって悪かったですね……ちょっと知り合いと会っちゃって」

「あら、そうだったのね」

　三島だったということは伏ふせて、当たり障さわりなく答えると、後藤さんも化粧をする方にそれなりに集中しているのか、特にそれ以上は追つい及きゆうしてこなかった。

「よし、こんなものかしらね」

　後藤さんは満足気に頷いてから化粧道具を机の上に置いて、自分のバッグをごそごそとやった。

「ほら、自分で見てごらん」

　後藤さんはバッグの中から小さな手鏡を取り出して、沙優に渡わたした。

　おそるおそる、といった様子で鏡を覗のぞいた沙優の表情がパッと明るくなるのが見て取れた。

「うわぁ……」

「だいぶ印象変わるでしょ」

「なんか、自分じゃないみたい……！」

「ふふ、そこまで感激されると頑がん張ばった甲か斐いがあったわね」

　沙優は鏡をじっと見つめた後に、思い出したように顔を上げて俺の方を見た。

「吉田さん、どう？」

「お、おう？」

　先ほどまでは彼女の横顔だけを見ていたが、真正面からその顔を見ると、確かにいつもとはだいぶ違ちがっていた。

　いつもの彼女の少しぼんやりとした表情が、明るい華はなやいだものに見える。本人が表情を変化させているわけではないだろうに、なぜかそういう風に見えるのだ。そして、肌はだもいつもよりもきめ細やかなように見えて、少し色っぽかった。

　俺は沙優の劇的な変化に少し困こん惑わくして、慌あわてて目を逸そらす。

「まあ……アリなんじゃないか」

　俺が答えになっているともいないとも言えない返事をすると後藤さんが失笑した。

「もうちょっと上手に褒ほめられないの？」

「こ、こういうの慣れてないんで……」

　俺の返事に後藤さんはくすくすと笑った。沙優も少し不服そうに体を揺ゆすっている。

「女の子の変化を褒められない男はモテないって聞いたよ」

「いいんだよ別に、モテなくたって」

　俺が少しムキになったように見返すと、沙優と後藤さんは目くばせをして、再びくすくすと笑った。本当に、いつの間にそんなに仲良くなったんだよ。

「さて、そろそろ良いい時間だし、帰ろうかな」

　後藤さんが時計を確かく認にんしつつそう言うので、俺ももう一度家の鍵かぎと財さい布ふをポケットにしまい直して立ち上がる。

「駅まで送りますよ」

「あら、いいの？　ありがとう」

「あ、私も行く！」

　沙優が立ち上がりかけたので、俺は首を横に振ってそれを制止した。

「もう遅いから。送るのは俺だけでいいよ」

「で、でも……」

「沙優ちゃん」

　食い下がろうとする沙優に、後藤さんは優やさしく微笑ほほえみかけた。

「話したくなったらいつでもメッセージ送ってきていいからね。今日はここでお別れにしましょう」

「……分かりました」

　後藤さんが優しく諭さとすと、沙優も渋しぶ々しぶ納なつ得とくしたというように頷いた。

　というか、連絡先まで交換したのか。俺は後藤さんと個人携帯の連絡先を交換するのに半年以上もかかったのだが。複雑な気分になりつつ、玄げん関かんへと足を運ぶ。

　先にサンダルを引っかけて玄関に出て、扉とびらを開けて待つ。ゆったりとした所作で少しだけかかとのあがったヒールに足を入れてゆく後藤さんをぼんやりと眺ながめて、「結けつ婚こんしたらこういう様子も何回も見られるんだよなぁ」などと考えて、一人で頭を横に振った。後藤さんから無理やり視線をはずすように顔を上げると、居室からこちらを見ていた沙優と目が合った。

　ぼーっと焦しよう点てんの定まらないような様子でこちらを見ていた沙優が、俺と目が合った途と端たんにはっとしたように肩かたを震ふるわせる。そして、急に、用意したような笑顔を顔に貼はり付けて、こちらに手を振った。俺は、それに対してどう返していいか分からず首を傾かしげる。

「さて、お邪魔しました」

　靴くつを履はき終えた後藤さんが立ち上がって、家の中の方を振り返る。

「それじゃ、沙優ちゃん。またね」

「あ、はい！　また……」

　そう言って後藤さんは玄関を出てくる。

　またね。という言葉に、少し違い和わ感かんを覚えた。

　また、沙優と会う気があるということなのだろうか。

　胸の中に少しのもやもやした気分を抱かかえながら、俺は玄関の扉を閉め、鍵を回した。
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「いい子ね」

「はい？」

　駅へと続く道を歩いていると、唐とう突とつに後藤さんが呟つぶやいた。

「沙優ちゃんのこと。すごく、良い子ね」

「ああ……まあ、そうですね」

「だから放ほうっておけなかった？」

「いや……それは、どうだろう」

　後藤さんの問いに、俺は曖あい昧まいな言葉を返す。

　沙優が『良い子』だったから、彼女を放っておけなかったのか。そう訊きかれると、そうではないような気がした。

　しかし、実際自分がどういう気持ちで、彼女のことを家に置いているのか、未いまだに自分でもよく分かっていないのだ。

「ふふ」

　後藤さんが隣となりで鼻を鳴らす。

「いいんじゃない。そういうのも」

「はい？」

「いいえ、なんでも」

　後藤さんは少し楽しげに笑って、俺の肩を小こ突づいた。

「これからも、手を出しちゃダメよ。もう私と沙優ちゃんの間にもホットラインがあるんだからね」

「出しませんって……」

　俺が顔をしかめると、後藤さんは再びくつくつと肩を震わせた。

「それと」

　そう続ける後藤さんの声こわ音ねは、つい数秒前までとは違っていた。

「しっかり、あの子のこと、見てあげてね」

　多分それは、彼女の本音なのだと、なんとなくそう思った。横目でこちらを見てくるその眼まな差ざしも、彼女が冗じよう談だんを言う時のそれとは異なっていた。

　口元は微笑んでいるが、目は真しん剣けんそのものだった。

「もちろん……そういうつもりですよ」

　俺は地面に目線を落として、そう答える。

「中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちで、女子高生なんて家に置けないです」

「そうね、吉田君はそういう人。だからこそ、言っているのよ」

　言葉を続ける後藤さんを横目で見ると、彼女は歩いている方向へと視線を向けていた。しかし、前を見ているというよりは、どこか遠くを見ているような、そんな淡あわい光がその眼めには灯ともっているように見えた。

「不安定で、自分のことなんてまったく分かっていない女の子」

　そう呟いて、後藤さんはもう一度、俺を見た。

「突然、どんな感情が暴れ出しても、おかしくないんだから」

　後藤さんの瞳ひとみから、目が離はなせなかった。理由は分からない。ただ、その瞳には何か強い力が籠こもっているように感じたのだ。

　言葉を返せず、ただ後藤さんの目を見返していると、彼女はふっと破顔して、また視線を前方に向けた。

「まあ、吉田君なら何が起こっても大だい丈じよう夫ぶよね」

「なんですかそれ」

「知らない？　会社でも上の人たちの間では『処理屋』って呼ばれてるのよ、あなた」

「ええ……？」

「吉田に任せておけばトラブルもたいていなんとかなるって」

「なんですかそれ……最近面めん倒どうな案件ばっか寄よ越こされると思ったらそういうことかよ……」

　後藤さんは可笑おかしそうに笑って、俺の肩をぽんぽんと叩たたいた。

「応おう援えんしてるから。仕事のことも、沙優ちゃんのこともね」

「……まあ、その気持ちは素す直なおに受け取っておきますけど」

　面倒な仕事をこれ以上寄越されるのは御ご免めんだと言外に含ふくむと、後藤さんは再びけらけらと笑った。
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　と、いったようなことがあって、俺は後藤さんと沙優という存在についての秘密を共有し、かつ、沙優は後藤さんと『友達』になったようだった。

　しかし、未だに後藤さんも沙優も、あの日二人で何を話していたのかについては教えてくれない。一体何があって、急にあれほど仲良くなったのだろうか。

　まあ、誰だれにでも秘密はあるのだから、俺も深く突っ込んで考えるのはやめることにする。

　それに、携けい帯たいを見つめてうっすらと微笑みながらメッセージを打つ沙優の様子は、俺から見ても微笑ましいものだった。

　あさみの言う通りだ。

　友人は、多ければいいというものでもないけれど、多くて困るものでもないと思う。特に沙優は、ここに来てから、バイトを始めるまでは本当に俺としか関かかわっていない状態だったわけだ。あさみに、後藤さんに、話せる相手が増えるのは確実に良いことだ。

　そんなことを考えながらふと視線を上げると、あさみと視線がぶつかった。少しどきりとする。彼女の視線はどこか、俺のことを観察するような、温度のこもらないもののように感じられたからだ。

　目が合ってもあさみは俺をじっと見つめたまま視線を逸らさない。こうなると俺が逸らすのもなんだか悔くやしいような気がして、俺もあさみをじっと見たまま眉まゆを寄せた。

「……なんだよ」

「ベツに？　見てただけですけども？」

「あ、そう……」

　さすがにずっと見つめあったままなのも小こ恥はずかしいので、仕方ないから俺が折れてやることにする。

　煙草たばことライターを持ってベランダに行こうとすると、急に沙優の携帯がピロピロと鳴った。

「うわぁびっくりした」

「電話？」

「うん、店長みたい……」

「あいつ夜に電話かけてきすぎな」

　あさみはすんと鼻を鳴らして肩をすくめた。

「ごめんちょっと出てくる」

「いてらー」

　沙優はぱたぱたと走っていき、玄関を出た。

　別に電話くらい家の中でしたって構わないのだが、あいつは妙みように律りち儀ぎなところがある。

　玄関が閉まるのを見届けてから、俺も煙草を吸うべくベランダに続く扉に手をかけた。

「吉田っちさぁ」

　突然、あさみが口を開いた。

「お？」

「吉田っちってほんとに、沙優チャソのことなんとも思ってないわけ？」

　俺は眉を寄せて、首を傾げた。

「なんともって、なんだよ」

「いや、その……」

　あさみは若じやつ干かん言い淀よどんでから、少し音量を下げて、言った。

「アレよ……エロい目で見たりとかさ」

「ないな」

「即そく答とうかよ。ほら、沙優チャソけっこうパイオツカイデーだしさ」

「お前そういう言葉どこで覚えてくんの？」

　なんとなくまだ会話が続きそうなのを察して、俺はまた自分のベッドに座りなおす。

「なんでそんなこと訊くんだよ」

「いや、ほら……」

　あさみは視線を机の上でうろうろさせた。彼女にしては珍めずらしく、言葉を選んでいる様子だった。

「どんなにイイ人でもさ……やっぱ可愛かわいくてスタイルいい子が一つ屋根の下だべ？　ちょっとはそういう、邪よこしまな気持ちになったっておかしくはないわけでさ」

「まあなぁ……」

「あ、もしかしてインポ？」

「怒おこるぞ」

　俺はため息をついて、首を横に振ふった。

「確かにまあ……沙優は可愛いやつだとは思うが、別に興奮したりはない。やっぱりあいつはまだまだガキだし」

　ふと、さっきまで沙優が浮うかべていたやわらかい笑えみを思い出す。

「……どっちかといえば、自然に笑っててほしい……っていう思いのほうが強いな」

　俺が言うと、あさみは一いつ瞬しゆんぽかんとしてから、噴ふき出した。

「おいなんで笑うんだよ」

「いや、ごめ」

　あさみはくすくすと肩かたを揺ゆすって、そして口角をにまにまと上げて言った。

「ほんと、馬ば鹿かみたいに優やさしい人だ」

「そんなことねえよ」

「あるって」

　あさみはそこまで、朗ほがらかに言ってから、急に真ま面じ目めな顔になった。こいつは真面目な表情になると急に大人びて見える。そのギャップに、少しどきりとした。

「吉田っちが優しいのはよく分かったからさ。いっこ頼たのんでもいい？」

「……なんだよ」

　真面目な表情で頼み事ってキャラじゃないだろ、と思いながらも、口には出せない。真剣に話している相手に茶々を入れるほど俺も無ぶ粋すいではない。

「バイト先にさ……ちょっとやばめ……っていうか、うーん……なんていうんだろ」

「うん？」

　あさみは眉を寄せて、ううん、と唸うなった。

「なんかイヤーな雰ふん囲い気き出してる先せん輩ぱいがいるんだよね」

「嫌いやな雰囲気？」

「そそ、なんていうのかなぁ……ちょっとズレてるっていうか」

　あさみはうまく言葉にできないというように、何度も首を傾かしげた。

「気を許したら取って食われそうな感じ？」

「なんだそれ」

「うーん……まあ端たん的てきに言うとヤリチンって感じなんだけど」

「ヤ……お前もうちょっと言葉を選んでだな」

「でもフツーのそういう系の奴やつらとは違ちがうんだよねぇ。なんか妙に落ち着いてるっていうか」

「……よく分かんねぇけど、そんなのがお前らのバイト先にいるわけだ」

　俺が言うと、あさみは神妙に頷うなずいた。

「で、さ。今までは沙優チャソとアイツ、シフトかぶってなかったからいいんだけど、今週からアイツのシフト変わるからさ。沙優チャソと一いつ緒しよの時間に働くことになりそうなんだよね」

「そうなのか……」

　俺はその人物のことをまったく知らないのであまりあさみの言うことの重要性を理解できないが、あさみはその男と沙優が同じシフトに入ることをかなり重く見ているようだった。

「だから吉田っちさ」

　あさみは俺をじっと見つめて、言った。

「沙優チャソのこと、よく見ててあげてほしいんだ」

　そう言ったあさみの瞳は、まっすぐだった。

「何かあったら話聞いてあげてほしいし、もし沙優チャソが危ない目に遭あったりしたら……というか、そうなる前に、守ってあげてほしいっていうか……。あ、もちろんウチもバイト先では沙優チャソ守るし!?」

「ぷっ」

「は？」

　俺が思わず噴き出すと、あさみは露ろ骨こつに顔をしかめた。

「なんだし」

「いや、お前も大たい概がいだなと思ってさ」

　俺が笑いながら言うと、あさみは首を傾げて俺を見つめた。言葉の続きを待っている。

「優しいな、ほんと」

　そう言うと、あさみは顔を赤くして、目を逸そらした。

「そんなんじゃねーし」

「バイトの後輩のことそんなに心配してさ」

「いや、後輩っつか……」

　あさみは少し目を泳がせた後に、ものすごく小さい声で、言った。

「…………マブダチだし」

　俺は自然と口角が上がってしまうのをこらえながら、何度か、首を縦に振った。

「分かった。そんなに言うならいつも以上に気を付けとくよ」

「……あんがと」

「あさみも何かあったらすぐ教えてくれ」

「分かった」

　お互たがいに目を見て、約束をするように頷き合ったところで、玄げん関かんのドアが開いた。

「ごめんごめん、店長話長くてさ……ってどしたの？」

　玄関に入ってきた沙優が、俺とあさみを交こう互ごに見比べて首を傾げた。

　俺とあさみは同時に失しつ笑しようして、首を振る。

「なんでもねぇ」

「なんでもナス」

　同じようなことを同じタイミングで言ったものだから、さらに可笑おかしくなって、二人ともけらけらと笑ってしまう。

「えー、なになに」

　沙優は一人だけ笑いについていけずに、少しむくれた様子で居室に入ってきた。

　平和だ。

　沙優もあさみも、本当に優しくて真面目なガキだと思う。

　二人の笑顔を、できるだけでも守ってやれたらと、俺は少し思い上がったことを考えていた。
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「おはようございまーす……あれ」

　裏口から事務所に入ると、事務所の電気が消えていた。

　店長もあさみも表に出ているときでも電気をつけっぱなしにする人なので、電気がついていないのは珍しい。

　肩かた掛かけ鞄かばんから、持ってきたコンビニ制服を取り出して、手早く着き替がえる。

　壁かべに貼はってあるシフト表を見ると、店長は夜からの入りで、あさみは出勤しているようだった。

　人通りの多い駅前のコンビニなどではこうは行かないだろうけど、この店は基本的に三人シフトで回すことができる。むしろ四人以上を同じ時間帯のシフトに入れてしまうと黒字がほぼなくなってしまうのだと店長が言っていた。

　つまり今日は一人、初めて会う人と一緒に仕事をすることになるということだ。少し緊きん張ちようする。

　事務所の電気がついていなかったのはおそらくあさみではないもう一人のバイトの人が消したからだろう。

　シフト表に指を当てて、同じ時間帯に記されている名前を探す。そして、その名前が目に入った。




『矢や口ぐち恭きよう弥や』




　あれ？

　という違い和わ感かんがあった。違和感というか、既き視し感かんかもしれない。どこかで聞いたことがある、もしくは見たことがある名前のような気がした。

　有名人と同どう姓せい同名？

　考えてみても、思い当たる有名人はいない。でも、なぜかこの名前の既視感は胸につかえて消えてくれない。

　そんなもやもやを感じながらシフト表を凝ぎよう視ししていると、突とつ然ぜんお店側につながるドアが開いてぬっと男性の顔が飛び出して来た。

「うわびっくりした。なんだもう来てたんだ」

「あ、はい。初めまして、新人バイトの……」

　へこへこと何度か頭を下げてから、目の前に立つコンビニ制服を着た男性に目を合わせて、自己紹しよう介かいをしようとして。

　そしてすぐに言葉が出なくなった。

　そうだ。思い出した。既視感があるはずだ。

　目の前の男性も、数回ぱちくりとまばたきをした後に、「えっ！」と大口を開けた。

「みゆきちゃん？　みゆきちゃんだよね!!」

「いや、あの……」

「なんでこんなところに!?　いやぁ久しぶりだね。ちょうど君の事思い出してたとこだったんだよ」

「あの……人違いじゃ」

　人違いなんかじゃない。分かっていながら、私は若じやつ干かん震ふるえる声で言った。

「人違いなもんか！　僕は一回抱だいた女の子は忘れないよ」

「……！」

　鳥とり肌はだが立つ。

　そうだ。矢口恭弥。私が茨城にいた頃ころに数日間家に泊とめてもらった人物だ。顔立ちは整っていて、明るめの茶ちや髪ぱつが映はえている。表情はやわらかく、優やさしそうな印象を他人に与あたえる容姿だ。

　ただ、私はこの人のことを知っている。

　複数の女性と器用に交際をしていて、それを微み塵じんも悪いと思っていないおかしな人物だ。七人もの女性と同時に付き合っている様子を見ながら、私はただただ驚おどろくしかなかったのを覚えている。

「あれ、でも今日シフトにみゆきちゃんの名前なかったよね？」

「いや、だから私は……」

　みゆきというのは偽ぎ名めいだ。適当に名乗っただけ。逆に、よく覚えていたものだ。

　しかし一度みゆきと名乗ってしまっているのに、本当の名前をここで言い出すことがどうしてもできない。困ってしまって、床ゆかと矢口さんに視線を行ったり来たりさせていると、矢口さんの後ろからあさみが現れた。

「矢口いつまで引っ込んでんの。沙さ優ゆチャソもタイムカードそろそろ切らないと遅ち刻こくになるよ…………ってなに、どういう状じよう況きようこれ」

　事務所に顔を出したあさみに、矢口さんはきらきらとした目で言った。

「あさみちゃん！　この子僕の知り合いだよ！」

「は？　なんで？」

「みゆきちゃんって言うんだけど、以前にうちに泊まってたことが……」

「あの[image: !!!]」

　私は絶ぜつ叫きように近い声を上げて、矢口さんの声を遮さえぎった。あさみも、矢口さんも目を丸くしている。

　身体からだが震える。鼓こ動どうも早い。息も少し浅くなっているのを感じる。

「ひ、人違いですから……私、荻おぎ原わら沙優って言います」

　私が震える声でそう言うと、矢口さんは不思議そうな顔で首を傾かしげる。

「いや、でも前会った時は確かにみゆきちゃんって……痛いッ!!」

　矢口さんの言葉を最後まで聞き終わらないうちに、隣となりに立っていたあさみが矢口さんの脛すねを容よう赦しやなく蹴けった。

「暴力反対！　突然なんだよ！」

「沙優チャソだって言ってんでしょ。馬ば鹿かじゃないの」

　あさみは冷たい口調でそう言い放って、矢口さんの肩を摑つかんだ。

「つーか引っ込んでる時間長すぎだっつの。そろそろ出ないとてんちょに矢口がサボッてたってチクるよ」

「おいおい……新人さんとちょっとくらいお話してたっていいじゃないか。どうせ暇ひまなんだし」

「うるっさい！　さっさと出る！」

　あさみは強ごう引いんに矢口さんの肩を摑んでぐいぐいと彼を事務所から店内に押し出した。そして扉とびらをバタンと閉めてしまう。

　ため息を一つついてから、あさみが私を横目で見た。その眼まな差ざしには「一体どういうことなんだ」という意味が含ふくまれているような気がして、私の身はびくりとすくんだ。

「あ、あの……あさみ……その、私……」

　弁解をしようとしているのか、本当のことを言おうとしているのか、自分でも分からない。だというのに、口だけは動いて、どうにか沈ちん黙もくをかき消そうとするように言葉を発した。

　心臓がばくばくと鳴っている。呼吸も、どんどん浅くなる。

「その……」

「いいよ」

「……え？」

　完全に床に落ちてしまっていた視線をあさみに向けると、あさみは私の目をじっと見てから、首を横に振ふった。

「いいよ、無理に話さなくて」

「……」

　言葉を失う私と目を合わせたまま、あさみはいつになく真ま面じ目めな顔で、言葉を続けた。

「沙優チャソが今どうしてもウチに話したいってんなら聞くよ。でもそうは見えない。顔真っ白じゃんね」

　あさみがゆっくりと歩み寄ってくる。そして、私の肩をぽんと叩たたいて、近くにあったパイプ椅い子すを指さした。座れということだろう。私は彼女の指示する通りに、パイプ椅子に座った。

　あさみは私の前にかがんで、私の手を握にぎった。

「今言いたくないことを、言いたくない人に言う必要なんてないじゃん。だから、もし沙優チャソがウチに言いたくなったら、その時に話してくれればいいから。……ね？」

「……っ！　……うん」

　目の奥がじんわりと熱くなっていくのを感じた。目め尻じりに涙なみだが溜たまる。東京に来てから、私は随ずい分ぶんと泣き虫になってしまった。

　私の様子を見て、あさみは呆あきれたように笑った。そしてもう一度私の肩を叩く。

「じゃ、ちょっと落ち着いたら出てきな。タイムカードはウチが切っとくから。言っとくけど今日だけだかんね」

「うん……ありがと」

「矢口はウチがド突つきまわしとくから安心して出てきな」

　あさみはニッと歯を見せるように笑って、そして事務所を出て行った。

　あさみが出て行った途と端たん、なんとかこらえていた涙が目尻を決けつ壊かいさせて流れ出てくる。完全に緊張が解けてしまった。

　どうして矢口さんがこんなところに。たまたま私が移動してきた先の近くに越こしてきていたとしても、同じ職場で出くわすなんて、あまりにも低すぎる確率だと思った。誰だれかが私に嫌いやがらせでもしているのではないかと思うくらいに、運命的で、そして最悪な再会だ。

　そして、数分前の会話を、あさみに聞かれてしまった。あさみは優しくて察しもいい子だから、ものすごく気を遣つかってくれたけれど、おそらく私が思っている以上にいろいろなことをあの会話から察したのではないかと思う。多くのことを察した上で私に気を遣ってくれる彼女の優しさが救いだった。そして同時に、ものすごくつらかった。

　家を出てから初めて、対等な立場で、気を遣いすぎずに話せる友達ができたと思ったのに、これからはきっとあさみに気を遣われるようになってしまう。そんなの、申し訳なさすぎる。

　気付くと、涙は止まっていた。けれど、胃の下のあたりが冷たくなるような、じくじくと痛むような、嫌な感覚がずっと残っている。

　ふと壁かべにかかった時計を見ると、すでに出勤予定の時刻を10分も回っていた。あさみがタイムカードをすでに切ってくれている。働いていないのに給料をもらってしまうのはさすがに良くない。

　矢口さんについて、これからどうするか。あさみとの関係がこの後どうなるのか。そして……。

　脳内に吉よし田ださんの顔がちらつく。

　このことを吉田さんに言うべきかどうか。

　いろいろなことが脳内で渦うず巻まくけれど、今はまず目の前の仕事をしないといけない。

　息を深く吸って、吐はいて、そして両手で自分の頰ほおをぱちんと叩いた。

「……よし」

　気合いを入れなおして、私は扉を開けて、お店に出て行く。




　　　＊




「お疲つかれ。気を付けて帰りなね」

「うん、お疲れ様。あさみもあと１時間頑がん張ばってね」

「この時間はチョロいからヘーキヘーキ。んじゃね」

　私の勤務時間が終しゆう了りようして、タイムカードを切るのを見届けると、あさみはにこりと笑って手を振ってくれた。私も手を振り返すと、あさみはこくりと頷うなずいて、またコンビニ店内の棚たな整理に戻もどっていく。

　事務所に入り、息をついた。

　お店に出て仕事を始めた後、あさみがどんな念の押し方をしたのかは分からないけれど、矢口さんは一いつ切さい私との過去の話をしなかった。それどころか、私が仕事で困っていることがあるとさりげなくやってきては「これはこうするんだよ」と教えてくれたりもした。

　あさみも、本当にいつも通りの仕事ぶりと、いつも通りの駄だ弁べりっぷりだった。私の出勤前の様子をすっかり忘れてしまったかのように、一言もそれについて触ふれなかったし、私に対する話し方も、視線も、完全にいつものあさみだった。

　さすがにあれだけ私が動どう揺ようしていたのを見て、そしてそれに対して優しい言葉をかけてくれたにもかかわらず、そのことがまったく気にならないということもないだろうに。少しくらいはぎこちない態度になってもいいくらいだというのに。

　あさみの態度はあまりに自然すぎて、逆に不自然に感じてしまうくらいだった。

　ともかく、出勤前にごたごたとした割には、仕事はすんなりと、ほとんどストレスなく終わってしまった。

　矢口さんもあの様子ではこれからも昔のことには触れないでいてくれるかもしれない。仕事を手伝ってくれる彼は、善良そのものだった。私は彼が家で過ごしている様子しか見たことがなかったものだから、ゆっくりとした動作でありながらもてきぱきと仕事を片付けていく様子を見ていると少し不思議な気分になった。

　あまり、絶望してばかりでいる必要もないのかもしれない。少しくらいは、これから良くなっていく想像をしても良いいのではないか。

　そんなことを考えながら私は着き替がえを済ませて、コンビニの裏口の扉を出た。

　そして、扉を出てすぐに、近くの電信柱に寄りかかっていた人物が目に飛び込んできた。

「あ、お疲れ様」

「……お疲れ様です」

　柱の前でスマートフォンをいじっていたのは、矢口さんだった。

「待ってたんだぁ」

「……何か用ですか」

　つい数秒前まで前向きになっていた気持ちは、綺き麗れいに反転した。

　矢口さんが出勤時刻を終えて上がって行ったのは３時間も前だ。３時間もここで待っていたのか、それとも、私が上がる時間を見計らって戻ってきたのか。

　どちらにしても、あまり良い予感のしないシチュエーションだった。

　私の警けい戒かいした様子を見て、矢口さんはへらへらと笑った。

「やだなぁ、そんな怖こわい顔しなくたっていいじゃないか。僕たち身体を重ねた仲だろ？」

「そういう言い方やめてください」

「……変だな、みゆきちゃん、そういうのまったく抵てい抗こうない子だった気がするんだけど」

「……」

　そう言われて、胸がずきりと痛んだ。

　そうだ。矢口さんの家に転がり込んだ頃ころには、私はもう〝そういうこと〟に慣れきっていた。行こう為いの途中にも少し余よ裕ゆうがあって、気持ちが良さそうな演技をしてみよう、などと思って実じつ践せんをしていたこともあるくらいの時期だ。

　矢口さんは容姿は悪くなかった。むしろ、かなり整った顔と、体形をしていると思う。だからあの時の私は、「生理的に受け付けない人じゃなくて良かったなぁ」などと思っていたのを、覚えている。

「びっくりしちゃったよ。こんなところで会うんだもん」

　矢口さんはにこにこと笑えみを浮うかべながら言う。

「今も……誰かの家に転がり込んでるのかな？」

「…………」

　何も答えない私を見て、矢口さんは苦く笑しようしてから頷いた。

「なるほどね。未いまだに家出中か。根こん性じようあるねぇ」

「あの……帰ってもいいですか」

「ひどいな。積もる話があるじゃない」

「私は特に話したいことはないです」

　簡潔にそう言って、矢口さんの横をすりぬけようと歩みを進める。一刻も早くここから、いや、矢口さんから逃にげ出したかった。

「ちょちょちょ」

　しかし、矢口さんに腕うでをぐいと摑つかまれる。ひょろひょろと細身の割には、腕の力は強かった。

「な、なんですか……」

「今のお家うち、気になるなぁ」

「はい……？」

　訊きき返すと、矢口さんはふわふわとした笑みを浮かべたまま、もう一度言った。

「だから、今みゆきちゃんが泊とまってる家に行ってみたいなって。どうせ男の家なんだから今は誰もいないんでしょ？」

「……来てどうするんですか」

「行くだけ行くだけ！　ゆっくり話そうよ。せっかく再会したんだからさ」

　そう言ってにこにこと子供みたいに笑う矢口さんは、私の目には不気味に映った。どう考えても、連れて行くのは得策じゃない。

「嫌です。宿主に無断で人なんて呼べません」

「じゃあ許可取れば？　別にやましいことなんてないからさぁ。連れん絡らく先くらいは知ってるでしょ」

　矢口さんの返しに、私は戸と惑まどう。

　ほんとうに、何もやましい気持ちがなく、家に来たいなどと言っているのだろうか。そうだとしたら余計に意図が分からない。そんなに私と思い出話をしたがるほど、私と彼の間に絆きずななどなかったように思う。

　私は頭を振ふる。ペースを乱されてはいけない。

「とにかく嫌です。今日は帰ります。……失礼します」

　矢口さんの手を振り払はらって、踵きびすを返す。つかつかと早足で彼から離はなれる。

　すると、背後から少し大き目の矢口さんの声が聞こえてきた。

「じゃあさ、こうしよう」

　そのまま歩き去れば良かったというのに、私は立ち止まってしまった。振り返って、矢口さんの方を見る。

　矢口さんはにこにこと笑って、言った。

「家に連れて行ってくれたら、みゆきちゃんとの昔の話は、あさみちゃんにも、店長にも黙だまっておいてあげるよ」

　ぞくりとした。

　明らかな脅おどしだった。あまりにも古典的な手段で、まともに取り合う必要なんてないと頭では分かっている。でも、矢口さんの言葉は私の心情をざわつかせるには十分すぎた。

「連れて行かなかったら……どうするんですか」

　私が訊くと、矢口さんは苦笑して、肩かたをすくめた。

「それって訊かないと分からないかな」

　彼の返答に、私は言葉を失った。

　あさみに、そして店長に、私と彼のことを話される。それは、ようやく手に入れた心安らげる場所が崩ほう壊かいすることを意味しているように思えた。

　あさみも、私がよく知りもしない男性に身体からだを許し続けてこんなところまでやってきたなどと知れば私を軽けい蔑べつするかもしれない。

　そして、店長にそんなことが知られれば、きっと身元をはっきりとさせられて、最悪の場合警察に引き渡わたされてしまうことだってあるかもしれないのだ。

　警察沙ざ汰たになれば、確実に、吉田さんに迷めい惑わくがかかる。それだけは絶対に嫌いやだった。すでに私では返しきれないくらいの恩を与あたえてもらっているのに、それを仇あだで返すことになるなんて許されることじゃない。

　私は拳こぶしを握にぎって、胃のあたりのざわつきを抑おさえようと息を大きく吸った。

「……本当に来るだけなんですよね」

　私が言うと、矢口さんは子供のように分かりやすく顔を輝かがやかせて、首を縦にぶんぶんと振った。

「ほんとほんと！　ゆっくり話せればそれでいいからさ」

「宿主には連絡していいんですよね」

「もちろんだよ。心配させたらいけないしね。その人が帰ってくる前くらいにはお暇いとまするよ」

　そう言いながら矢口さんは自分のスマートフォンの画面に目を落とした。時刻を確かく認にんしているのだと思う。

「……そういうことなら、少しくらいなら」

「本当に！　嬉うれしいよ！」

「でも！　……約束はちゃんと守ってくださいね」

「もちろん！　もちろんだよぉ」

　矢口さんは心から嬉しそうににこにことしている。こういう無む邪じや気きな笑顔は一いつ般ぱん的には可愛かわいらしく見えるのかもしれないけれど、今の状じよう況きようだと私の目には狂きよう気きじみたものに見えてしまって、愛あい想そ笑いすら浮かべられない。

　スマートフォンを取り出して、メッセージアプリを開く。

　吉田さんとのトーク画面を開き、メッセージを打ち始めてすぐに、文面に困った。

　どう伝えるのが一番心配させずに済むのだろうか。

　すぐに思い浮かんだのは「あさみを家に連れていくから」だったけれど、それは明確な噓うそだ。わざわざ噓をつくくらいなら、連絡なんてしなくてもいい。

　バイトの先せん輩ぱい、とでも書いておけば当たり障さわりがないだろうか。

　うんうんと悩なやみながら文面を打ってゆき。




『今から、バイト先の先輩を家に呼ぶね。吉田さんが帰ってくる前には帰るみたい。一応連絡しておくけど、あんまり心配しないでね』




　最終的に、この文面で送信した。

　わざわざ連絡してくるというのはどういうことなのだ、と心配し始めかねない吉田さんだ。最大限に心配させないような文章を打ったつもりだ。

　深呼吸をして、スマートフォンを肩かた掛かけ鞄かばんの中にしまって、矢口さんの方を振り返る。

「……連絡し終わったので、行きましょう」

「お、早いね。楽しみだなぁ」

　矢口さんは寄りかかっていた電信柱から「よっ」と言いながら身を起こして、小走りで近付いてきたあとに、私の横に並んだ。

「手でもつなぐ？」

「……嫌です」

　上じよう機き嫌げんそうに横を歩く矢口さんに私はひたすらにもやもやとした気持ちを抱かかえたまま、家へと向かった。
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「へえ！　すごい綺き麗れいじゃない。僕の家よりずっと整理されてるなぁ」

　家に入ってすぐ、矢や口ぐちさんは驚おどろいたように口を開いた。

「随ずい分ぶんマメな男の人なんだねぇ」

　矢口さんがそう言うので、私は淡たん白ぱくに答える。

「家事は私がやってるので」

「……家事？　みゆきちゃんが？」

「そうです」

　矢口さんはきょとんとした様子で数回まばたきをしてから、急に噴ふき出した。

「女子高生に家事やらせるって！　こりゃまた変なやつもいたもんだ！」

　そう言いながら、矢口さんは可笑おかしそうにけらけらと笑った。

「……別に変じゃなくないですか」

「いやぁ、変でしょう。家事なんて自分でやればいいじゃん」

　そう言って、矢口さんは許可もとらずに吉よし田ださんのベッドに座った。そんなことを言いながら、矢口さんだって自分の家事は随分と適当にやっていたはずだ。会社勤めしながら家事までしっかりやれるというならやってみろ、となぜか怒いかりのような気持ちが湧わいてきた。

「全部やってるわけ？　料理洗せん濯たく掃そう除じその他諸もろ々もろ」

「そうですけど」

「あはは、おもしろ」

　矢口さんは肩を揺ゆらしてひとしきり笑ってから、自分の横のスペースをぽんぽんと手で叩たたいた。

「そんなところで立ってないでさ、みゆきちゃんも座れば」

　自分の横に座れ、ということなのだと分かって、私は頷うなずいてその場で床ゆかに体育座りした。それを見て矢口さんは不満げに唇くちびるを尖とがらせたが、しつこく座る位置を変えるようには言ってこなかった。

「……ふぅん、ここが今のみゆきちゃんの棲すみ処かなんだねぇ」

「……」

　矢口さんは、改めて部屋の中をぐるりと、首を動かして見渡した。

「狭せまいねぇ」

「……二人住む用の部屋じゃないですからね」

「分かってるのに泊とまってるんだ。みゆきちゃんも肝きもが据すわってるなぁ」

　矢口さんはそう言ってにこにこと笑った。おそらく、本人は皮肉を言ったつもりはないのだと思う。

「ここに来てからどれくらいなの？」

「大体、２か月くらいです」

「２か月!?」

　矢口さんが大声を上げた。今日彼と会ってから初めて、彼が笑えみ以外の表情を浮うかべたのを見たかもしれない。

「え、２か月もここに住まわせてもらってるの？」

「そうですけど……」

「で、みゆきちゃんは家事をやって？」

「そうです、家事をやってます」

「他ほかには？」

「何も」

「何も!?」

　再び矢口さんは大声を上げる。口をぽかんと開けたまま数秒停止して、「はぁ……」と息を吐はいた。

　ぽりぽりと頭を搔かいてから、矢口さんは独り言のように言った。

「それはそれである種の変態だな……」

「え？」

「いや、なんでも」

　訊きき返すと矢口さんはにこりと笑って、そして首を傾かしげた。

「はっきり訊くけどさ、その人とはセックスしてないの？」

「……ゲホッ！」

　あまりに急な話題すぎて、息を吸い込むのに唾つばが混ざってしまった。気管に唾が入り、しばらくむせてしまう。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？　そんなびっくりすることだったかな」

「そりゃ……」

　咳せきがおさまって、顔を上げると、本当に不思議そうな顔をした矢口さんと目が合った。

「だって女子高生を拾って、２か月も住ませてるんでしょ？」

「……まあ」

「そこまでしといて、セックスしないってのも変な話じゃない？　男としてさ。みゆきちゃんがどうしようもないブスだったらまあ分からなくもないけど、どちらかと言わなくても美少女なわけじゃない」

　とんでもないことをスラスラとよどみなく語る矢口さんに絶句する。

　ただ、言っていることは分からないでもなかった。私も、最初はそう思っていたのだから。

「……そうかぁ」

　矢口さんは再び頭を搔いて、鼻からスウと息を吐いた。

　そして、私の目を見て、あっけらかんとした様子で言った。

「じゃあ、お互たがいご無ぶ沙さ汰たなわけだ」

「へっ？」

「セックスしてないんでしょ」

「え、あの」

「僕もなんだよねぇ。恋こい人びと全員と別れてこっちに来ちゃったからさぁ」

　矢口さんはそう言いながらベッドから立ち上がって、私の横に当たり前のように座り直した。咄とつ嗟さに距きよ離りを取ろうとしたけれど、すぐに肩かたをぐいと摑つかまれた。

「あ、あの……話すだけだって」

「いやぁ、そのつもりだったけどさ、やっぱ可愛かわいい子と一つ屋根の下はさぁ、いろいろと我が慢まんできないよ」

「そんなの……ッ」

　拒こばもうと腕うでに力を入れても、矢口さんの肩を摑む力の方がはるかに強かった。私は身動きがとれなくなる。非難の眼まな差ざしで矢口さんを睨にらみつけるけれど、思った以上に彼の顔が私の近くにあって、逆に私がひるんでしまった。

　矢口さんは柔にゆう和わな笑みを浮かべたままだ。

「嫌いやだなぁ、そんな怖こわい顔しないでよ。うちにいた時は、毎日したじゃないか。嫌きらいじゃないんでしょ？　セックス」

「そういう問題じゃ……」

　私の言葉を最後まで聞かずに、矢口さんの顔が私に近づいた。キスされる、と直感で分かった途と端たん、全身にぞわぞわと鳥とり肌はだが立つのが分かった。

「……ッ!!」

　彼の唇が私に触ふれそうになる直前に、私は思い切り頭を振ふった。

　ごつんと鈍にぶい音がして、私の額と矢口さんの額が激しくぶつかった。

「痛っっ」

　矢口さんの右手の力が弱まり、私は彼の拘こう束そくから逃にげ出して、壁かべ際ぎわへと後ずさりした。

　矢口さんは頭をさすりながら、驚いたような顔で私を見た。

「ひどいな……そんなに僕とするのが嫌なわけ？」

「……はぁ、はぁ」

　何か言い返そうとしても、荒あらい息に肩が上下するだけで、何も言い返せない。怒りなのか恐きよう怖ふなのか分からない感情が胸でぐつぐつと煮にえたぎっていて、唇が震ふるえた。

「生理的に無理とかなら分かるけどさ、僕そんなにやばい見た目してないよね。前は普ふ通つうにすんなりヤッてたじゃない。何がそんなに嫌なんだろう」

　言いながら、矢口さんが再び近づいてくるので、私は本能的に壁に背中を押し付けて、もうこれ以上後ろに下がれないというのに、足で床をずりずりと蹴けった。

「いいじゃない。別にお互い減るもんじゃないし」

「……いや」

「痛くしないから。大丈夫だって」

「……来ないで!!」

　考えるよりも先に大声を出していた。喉のどがびりびりと鳴って、身体からだが熱くなる。肌が粟あわ立だつような感覚を覚えた。全身が彼を拒きよ絶ぜつしていた。

　私はこの人に抱だかれたことがあるはずなのに、今はその行こう為いが嫌で、嫌でしょうがなかった。

　ああ、なんで私はこんな人を家に入れてしまったのだろう。

　あさみとの仲が壊こわれないようにするため、店長に本当のことがばれないようにするため……。

　そこまで考えて、脳内に、吉田さんの姿が浮かんだ。

　そうだ。吉田さんだ。

　吉田さんに迷めい惑わくをかけたくないから、だから彼をここに連れてきたんじゃないか。

　すっと、鳥肌が引いてゆく感覚がした。

　今、彼を受け入れて、穏おん便びんに事を済ませれば、吉田さんには迷惑をかけずに済む。もしこのまま彼を帰せば、彼の怒りに触れてこの後どうなるかは分からない。

　そう思ったら、急に体の力が抜ぬけた。

　壁に押し付けて丸めていた身体を、脱だつ力りよくさせて、矢口さんを見た。口の中が、からからに乾かわいている。

「…………ですよ」

「え？」

　喉から絞しぼり出したような私の声が矢口さんに聞こえるはずもなく、矢口さんは首を傾げた。

　私は大きく息を吸って、じくじくと痛む胃を無視して、もういちど口を開いた。

「だから……いいですよって、言っ」

　私の言葉を遮さえぎるように、玄げん関かんの方からガチャガチャという音が鳴った。

　私も矢口さんも、自然と音のした方に視線を向ける。

　乱暴に扉とびらが開いて、中に入ってきたのは……。

「ああ……」

　喉の奥から、嗚お咽えつのような、かすれた息が漏もれた。

「……沙さ優ゆ！」

　吉田さんが、息を荒くして、玄関に立っていた。
















「……ああ、ようやくひと段落だな」

「いやぁ……今回は骨が折れたねこれは」

　日が沈み始めた頃ころに、ようやく依い頼らいされたプログラムの納品を終えた俺は、隣となりの席の橋はし本もとと二人で完全に脱力していた。

「打ち合わせのたびに発注書に書かれてない注文してくるんだもんなぁ……」

「これだけ後から追加したのに料金は一いつ緒しよってんだからつらいよねぇ……そろそろ料金もふっかけていかないとナメられそうなものだと思うんだけどな」

　あまり仕事の愚ぐ痴ちを言わない橋本も、今回ばかりは堪こたえたようでぶつぶつと文句を垂れている。

「まあ何はともあれ、どうにかなったな。お疲つかれ様」

「お疲れ様」

　俺が買ってきた缶かんコーヒーを二人で軽く持ち上げて、同時にプルタブを開けた。

　今日は納品日だったこともあり、朝から気分が張り詰つめていたが、ようやく落ち着くことができた。

　そんなことを思いながら気を緩ゆるめていると、ポケットのスマートフォンが振しん動どうした。

「ん？」

　こんな時間に誰だれからだろうか。ポケットからスマートフォンを取り出して、画面を見ると、沙さ優ゆからのメッセージだった。




『今から、バイト先の先せん輩ぱいを家に呼ぶね。吉よし田ださんが帰ってくる前には帰るみたい。一応連れん絡らくしておくけど、あんまり心配しないでね』




　と、書かれている。

「バイト先の、先輩……」

　文面に、違い和わ感かんを覚えた。

　あさみのことか？　いや、あさみのことだとすれば、それはそのまま『あさみ』と書けば済むことであって、わざわざこんな書き方はしないだろう。

　そうなると、あさみではない先輩ということなのだろうが、後ろのほうの『あんまり心配しないでね』という文章も妙みように気になる。

　別に仲良くなった人を家に呼ぶくらい構わない。実際にあさみは勝手に上がり込んでいるし、最近はそれについて沙優がわざわざ連絡してくることもなくなった。

　そこまで考えていると、数日前にあさみに言われたことを思い出した。




『なんかイヤーな雰ふん囲い気き出してる先輩がいるんだよね』

『なんていうのかなぁ……まあ端的に言うとヤリチンって感じなんだけど』




　その瞬しゆん間かん、俺は思わず机から立ち上がってしまった。

　隣の橋本が驚おどろいたようにこちらを見た。そして、遠くのデスクに座っている後ご藤とうさんもびくりと肩を揺ゆらしてこちらに視線を寄よ越こしてくる。

　俺は慌あわてて椅い子すに座り直すが、数秒前の悪い予感が胸の中に渦うず巻まいていた。

「吉田、どうしたの？」

　隣の橋本が心配げに声をかけてきた。

　ぐるぐると思考が回っていた。

　納品は済んだ。あとは報告書と、事後処理の引き継つぎだけ。俺にしか分からない内容は残っていない。

　高速で思考が回って、俺は椅子にかけたジャケットを羽織りながら橋本に言った。

「すまん、早退する。この後任せていいか？」

「え、どうしたの急に」

「今度説明する」

「……まあいいや、分かった。どうにかしとく」

　橋本は苦く笑しようして、手をひらひらと振った。

「なんだかよく分からないけど急いだほうがいい」

「すまん。ありがとう」

　俺は乱雑にノートＰＣをビジネスバッグにつっこみ、財さい布ふと携けい帯たいを持っているかどうかだけ確かく認にんして、すぐさまオフィスを飛び出した。

　背後から「吉田君どうしたの!?」という後藤さんの声と、「なんか産まれそうなくらい腹痛いって言ってました!!」という橋本の声が聞こえた。




　　　＊




　いくら急いでも電車は速くならない。

　そわそわとした気持ちで電車に揺られて、途と中ちゆう居ても立ってもいられず沙優に『大だい丈じよう夫ぶか？』というメッセージを送ったが、返事がなかった。

　余計に不安が加速して、最も寄より駅に降り立ってすぐ俺は全力で走った。走れば大した距きよ離りではない。

　あっという間に家に着いて、乱雑に鍵かぎを回して、ドアを開けた。

　まず目に飛び込んできたのは、ぽかんとした表情でこちらを見ている、知らない男。そして、視線を移すと、壁かべ際ぎわに逃にげるように寄りかかっている沙優の姿。

「……沙優！」

　整わない息で名前を呼ぶと、沙優は驚いたように口を開けたまま、脱力したように吐と息いきを漏らした。

　見ると、沙優の髪かみの毛はかなり乱れている。衣服も、はだけてはいないものの、シワになっていた。

　そして、沙優の前には俺の知らない男が。

　体温が急きゆう上じよう昇しようするのを感じた。カッとなるというのはきっとこのことだ。

　しかし、俺の中にあった少しばかりの理性が、男に即そく座ざにとびかかりそうになるのを止めた。

「……沙優」

　沙優を見ると、沙優は茫ぼう然ぜんとした様子で俺と目を合わせた。

「……こいつは、お前の彼氏か？」

　答えは分かりきっているが、訊きいた。

　ここは、俺と沙優の家だ。沙優が招いた人間を、俺の一存だけで追い出すのは道理に反していると思った。

　沙優の目が明らかに潤うるむのが、遠目でも分かった。沙優は声が出ないながらも、首を横にふるふると振ふった。

　俺は頷うなずいて、もう一つだけ、沙優に問うた。

「……つまみ出していいか？」

　俺がそう言うと、沙優はついに目め尻じりからぼろぼろと涙なみだを流して、首を縦に振った。

「よし」

　それを見た瞬間に、俺の身体からだはバネのように動いた。

「え、ちょ、ちょちょちょちょ」

「来い、てめぇ！」

「暴力はやめてください、暴力は!!」

「いいから、来いッ!!」

　男の襟えり首くびを摑つかみ、外に連れ出す。幸い線の細い男であったおかげで、めちゃくちゃに鍛きたえているわけでもない俺でも難なく家の外に引っ張り出すことができた。

　ドアを閉め、鍵をかけてから、思い切り男を睨にらみつける。

「お前誰だ」

　訊くと、男は俺が手を離はなしたことで少し余よ裕ゆうができたのか、へらへらと笑って答えた。

「矢や口ぐち。矢口キョウヤ」

「沙優のバイトの先輩か？」

「はは、あんたにはそう名乗ってるんだ。僕には『みゆき』って名乗ってたけどね、あの子」

「みゆき……？」

「あの子、数か月前に僕の家にいたことがあるんだよ。数日間だけだったけどね」

　それを聞いて、俺は事の重大性を悟さとった。

　随ずい分ぶん前に家を借りていた、そしておそらく……身体も許していた男と、どういうわけかここで再会したということだ。

　だからわざわざ、『心配しないで』などと書かれていたのか。

「ともかく、あの子の先輩っていうのはそうだよ。家に入れてくれって言ったらいいよって言うから来たんだけども」

「それは知ってるよ。メッセージも来てたからな」

「それで慌ててすっ飛んで来たってわけ。随分と心しん配ぱい性しようだこと」

　矢口は俺に対する敵意がむき出しだった。まあ、俺も彼に対して敵意をむき出しにしているわけだから、当然ともいえる。

「何してた」

　直球で訊たずねると、矢口は驚いたようにぽかんとした表情をしてから、失笑した。

「見て分からなかったの？　セックスしようとしてたんだよ」

　俺は体内で何かが爆ばく発はつするような感覚を覚える。手が出そうになるのをこらえて、廊ろう下かの床ゆかをダンと踏ふみ鳴らした。

「ふざけんなよ」

「ふざけてないよ。大おお真ま面じ目め。その様子だとほんとにあんたあの子に手出してないんだな」

「当たり前だろうが！　高校生だぞ!!」

「いやいや、どこが当たり前なんだよ……」

　矢口はへらへらと笑って俺を指さした。

「２か月も女子高生匿かくまっといて何もしないって方が異常だよ。そんなのただの社会的なリスクを家に抱かかえ込んでるだけじゃないか。あんたにどんなメリットがあるんだよ」

「メリットとかそういう問題じゃ……」

「いやいやいやいや」

　俺の言葉を矢口が遮さえぎった。

「メリットもなくデメリットを受け入れる人間なんていないいない！　綺き麗れいごと言うのは構わないけど、それでひとのことだけ責めるのはやめてよね」

「ふざ……ふざけんなよ！　大人が……大人がそんなふうに子供のこと利用するのが正しいわけねぇだろ！」

　俺が怒ど鳴なりつけると、矢口はぱちくりとまばたきをしてから、わざとらしいため息をついた。

「ダメだ、話が通じないなこの人は」

「どういうことだよ」

「言っておくけど、あんただって一いつ緒しよだ」

「あ？　誰とだよ」

「僕と」

　矢口の言葉に、俺は二の句が継げなくなった。俺とこいつが同じ？　何を言っているのかさっぱり理解ができない。

「女子高生が『助けてくださーい』って家に転がり込んできて、それを匿った時点で僕もあんたも一緒だ。本人が合意していようが、保護者の合意がない子供を勝手に家に置いてる時点で、犯罪者なんだよ」

「だからなんだよ。すでに犯罪者だからヤッちまっても大差ないってことか？」

「レイプはさらに犯罪になるから同じじゃないけどもね。家に泊とまる対価として身体を差し出すって本人が言ってるんだから、それを享きよう受じゆすることの何が悪いって言うんだよ」

「……お前、おかしいよ」

「おかしいのはあんただね」

　矢口はまくしたてるように言った。

「家事をやらせるだのなんだので家に住まわせてるそうだけど、新しん婚こんさんごっこのつもりかい？　どういう趣しゆ味みだか知らないけど、２か月も無む償しようで定住させて、さらにバイトもさせるなんて正気の沙さ汰たじゃない」

「帰りたくないって言ってるやつを無理に帰すわけにもいかないだろ」

「あっはっは、ほんとに話通じないなあんた」

　矢口は再びおかしそうに笑った後に、すっと、冷え切った眼まな差ざしを俺に向けてきた。つかみどころのない笑え顔がおが急に消えて、俺も臓器を素す手でで摑まれたような気分になる。

「じゃあ、あんたは一生あの子の面めん倒どう見るのか？」

　その問いに、俺は息を詰つまらせた。

「あんたが一生あの子を育てていくのか？　大学はどうするの？　就職は？」

　矢口がまくしたててくる。言い返してやりたいが、何も言葉が出てこない。

　彼は一度言葉を止めて、小さく息を吐はいた。

「ほら、無責任じゃないか」

　そう言ってから、矢口は鼻で息をすんと吐く。

「一緒だよ、一緒。セックスしようがしまいが、結局あんたの今やりたいことを、あの子を利用してやってるだけじゃないか。あんたはあの子のことを救ってやった気になって気持ちよくなってるのかもしれないが、あの子があんたにとって不都合な存在になったらどうせ追い出すしか選せん択たく肢しがなくなるよ。あんたが今どう思ってるかは、関係なく。だって……」

　早口でそう言った後に、矢口は俺をキッとにらみつけたまま、ゆっくりと言った。

「あんたはあの子の親でもなんでもないからだ」

　矢口の言葉が、俺の胃をぎゅうぎゅうと握にぎりつぶしてくるような感覚に陥おちいった。

　分かっていた。そんなことは。

　それでも……救ってやりたかった。その気持ちは、間ま違ちがっているのだろうか。

「でも」

　俺は、ぎりぎりと拳こぶしを握ったまま、言う。

「それでも」

　目の前の矢口をにらみつけた。

「あいつにおかしな価値観を埋うめ込んでいく大人の一人に、俺は絶対になりたくない」

　矢口の言うことはおそらく正論だ。言い返すことができない。

　ただ、だからと言って彼のやっていることが正当化されるとも思わない。

　混こん沌とんとした胸の中から出てきた言葉だったが、これは確実に、俺の正直な気持ちだった。

　矢口は、宇宙人でも見るような怪け訝げんそうな目で俺と数秒にらみ合った後に、スッと目を逸そらして、ぽりぽりと頭を搔かいた。

「……可哀かわい想そうな人だな。なんか萎なえた」

　そう言って、脱だつ力りよくしたように踵きびすを返して、とぼとぼと廊下を歩き始める。

「おい！」

　呼び止めると、矢口は面倒くさそうに振り向いた。

「なんすか」

「もう沙優にちょっかい出すな。絶対に」

　俺が言うと、矢口はさらに面倒くさそうに大きなため息をついてみせる。

「いちいちあんたみたいな正義感オナニー野や郎ろうに絡からまれるんだと思うと下半身も萎えますよ。もう手は出さない。約束するよ」

　そう言って、もう一度歩き始めた矢口が、廊下の途と中ちゆうで急に立ち止まって、こちらを振り向いた。

「そんなに言っといて、すぐに放ほうり出したら、超ちようダサいっすよ。言っとくけど」

　矢口は馬ば鹿かにしたような口調で、そう言った。

「そんなことする気ねぇよ」

「まあ、そう言うんだろうけど……。みゆきちゃんがバイトやめたら、あんたの負けだと思って笑っておくんで、よろしく」

　矢口はそれだけ吐き捨てるように言って、廊下を歩いて行った。姿が消えるところまで見届けてから、俺は廊下の壁かべに寄りかかった。

　矢口の言葉が脳内でぐるぐると回る。




『あんたはあの子のことを救ってやった気になって気持ちよくなってるのかもしれないが』




　救おうとして、何が悪いんだ。

　自分が怒おこっているのか、悲しんでいるのか、分からない。ものすごく熱を持った感情が、胸の中から出て行けずに、ぐるぐると渦うず巻まいて、さらに温度を上げていた。

　傷付いた子供を助けようとして何が悪い。

「ふざけんな……」

　言葉が喉のどの奥から漏もれ出た。息が、熱い。

　メリットだのデメリットだの、そんなことを言って。

　子供を守ってやるはずの大人が。

　誰だれも。

「くそ……」

　誰もあいつを救ってやらなかったんじゃないか。

　優やさしく手を差し伸のべることもしなかったんじゃないか。

　どうして俺がそれをしてやったらいけないんだ。

「お前らがやらなかったんだろ……」

　すでに傷を負った女の子に、さらに取り返しのつかない傷をどんどん負わせて。

　責任は負わずに、捨ててきたんだろうが。

「俺にやるなっていうなら……お前らがやれば良かったんだろッ!!」

　胸の中の感情が、ついに形を成して爆発するように、喉を通って、口から放出された。

　息が荒あらくなる。なぜか、視界が揺ゆらいだ。涙なみだが出ているのだと気付くのに、数秒かかった。

　廊下の壁かべ際ぎわにずるずると座り込んで、息を整えていると、急に隣となりの家の扉とびらが開いた。

　隣に住んでいる、人の好よさそうな女性だ。

「あの……ちょっとうるさいんですけど……だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　越こしてきた日に挨あい拶さつをした以外に一度も会話をしたことがなかった隣りん人じんに、明らかに困こん惑わくした表情で見つめられて、俺は顔が赤くなるのを感じた。

「すみません……騒さわがしくして。すぐ家入りますね」

「ああ、いえ……解決したなら良かったです」

「はい……」

　よそよそしい会話をして、隣人さんは扉をぱたんと閉めた。

　ため息が出る。

　少し、落ち着いた。

　落ち着いたところで、家の中に沙優がいることを思い出す。そうだ、今は俺の怒いかりだのなんだのよりも、彼女のことだ。

　慌あわててドアノブを引くと、ドンという鈍にぶい音がして、ドアが開かない。そういえば、自分で鍵かぎを閉めたのだった。鍵を挿さし回して、ドアを開ける。

「沙優……」

　部屋に入ると、先ほどとまったく変わらない位置で、沙優が体育座りをしていた。肩かたは定てい間かん隔かくで縦に揺れている。

　泣いているのだ。

「沙優、あいつは帰らせたぞ」

「……吉田さん」

　沙優はゆっくりと顔を上げて、ぼんやりとした様子で俺を見た。顔は、涙でぐしゃぐしゃになっている。

「私……どうしちゃったんだろ」

　沙優は言いながら、また頰ほおに涙を伝わせた。俺は居ても立ってもいられず、沙優の目の前まで歩いて行って、座った。そして、沙優の手を握る。

　そうすると、沙優は俺の手を見下ろしてから、両手で俺の手を握り返してくる。

「私ね、前に、あの人と……したの」

　胸がズキリと痛んだ。一いつ瞬しゆん、それを想像しそうになり、すぐに脳内で打ち消す。

「特になんの違い和わ感かんもなく、当たり前のように」

「沙優」

「いっぱい、いっぱいしたの」

「沙優、もういいんだ」

「したはずなのに……」

　沙優はそう言って、声を震ふるわせた。俺の手を握る手にぎゅうと力が籠こもる。

「今またされそうになった時に…………私、怖こわくって」

　洟はなをすすって、身体からだを震わせながら、沙優は頭を垂れた。

「吉田さん……私おかしくなっちゃったのかな」

　その言葉に、俺は息が詰まってしまう。

「前できてたことが、もうできないの……私、自分が、ど、どうなっちゃってるのか、もう分からなくて……」

「沙優……ッ」

　気付けば、沙優を抱だきしめていた。

「いいんだ。それが普ふ通つうなんだ……！」

「でも、でも私、ずっとこうやってここまで来て、それなのに、こんな急に……」

「いいんだよ。怖いものは怖いでいいんだ。お前は間違ってない」

「うう……ッ」

　力いっぱい抱きしめると、沙優は言葉にならない声を上げて、胸の中で泣きじゃくった。

　どうして。

　どうしてこんなことになってるんだ。

　沙優を抱きしめながら、俺の胸の中は無力感でいっぱいだった。

　ようやく、彼女の中に植え付けられたあまりにも自己犠ぎ牲せいに過ぎる価値観がマシになってきたかもしれないと思っていた頃ころだったのに。

　そんなことはまったくなかったのだ。

　いや、少なくとも彼女は変わっていた。

　好意のない男に抱かれることを拒こばむことができるようになっていたのだ。それは絶対に間違った感覚ではないはずだ。

　だというのに、その感情を自分で肯こう定ていしてやれないなんて。

　これほど、やるせないことはない。

　唇くちびるをかみしめると、少しだけ鉄のような味がした。

「大丈夫だ、沙優。よく拒んだよ。えらいよ」

　俺がそう言うと、沙優は俺の背中に手を回して、身体を震わせながら、言った。

「でも……私が拒んじゃったから……もしかしたらいろんな人に昔のこと言われるかもしれなくて……そしたら店長にもばれて、警察呼ばれて、吉田さんに迷めい惑わくかかるかもしれなくて……ッ」

「そんなのはいいんだ。それはお前をここに置いてる俺の責任なんだ」

「そんなの！」

　ぐちゃぐちゃな顔を上げて、沙優が俺を見た。

　何を言うつもりなのかは分からなかったが、俺はどうしてもその言葉の続きを聞きたくなかった。

「頼たのむからッ!!」

　俺は彼女の言葉を遮さえぎって、叫さけぶように言っていた。

「お前はもっと自分のことだけ考えてくれよ……！」

　沙優は何度も洟をすすりながら、茫ぼう然ぜんとしたように俺を見ていた。

「なんでそんなに自分のことばっかり傷付けようとするんだ。どいつもこいつもお前のこと傷付けたって悪いとも思ってやしねぇ。なのに、お前自身が自分のこと大切にしなかったら……誰もお前のこと守れないだろ……！」

　涙が出そうになるのを、必死でこらえた。

　自分の声で、部屋がびりびりと振しん動どうしたような気がする。その後の静せい寂じやくが、妙みように長く感じた。沙優が洟をすする音と、つけっぱなしになっている換かん気き扇せんの音だけがしている。

　沙優は俺の顔を凝ぎよう視ししたまま、頰に涙を伝わせて、ぽつりと言った。

「なんで吉田さんは……そんなに、私のこと守ってくれようとするの？」

　訊きかれて、俺は茫然としながら沙優を見た。

『あんまりいい人やりすぎると、本当に欲しいものが手に入らなくなっちゃいますよ』

　三み島しまの言葉が。

『あの子があんたにとって不都合な存在になったらどうせ追い出すしか選せん択たく肢しがなくなるよ』

　矢口の言葉が。

　頭に浮うかんで、ぐちゃぐちゃに混ざり合った。

「分かんねぇよ……」

　気付くと、そう口にしていた。

「俺にも、分かんねぇんだよ……」

　そう言って、うつむいてしまう。

　沙優を家に置いておくこと。

　それは俺の寂さびしさを埋うめ合わせることと、沙優の逃にげ道を作ってやることのギブアンドテイクだと、俺は思っていた。

　でも、俺は沙優が傷付くところを見るのが本当に嫌いやなようだった。

　理由は分からない。

　この同居生活が、自分のためのものなのか、沙優のためのものなのか、分からなくなってしまった。

　曖あい昧まいにしていた『現実』が、一いつ斉せいに首を絞しめて来て、もう俺にもわけが分からないのだ。

　俺がうつむいたままでいると、急に体が温かいものに包まれたような感覚がした。

　沙優に抱き着かれているのだと気が付く。

「吉田さん……」

　沙優が鼻声で、言った。

「……ごめんね」

「……謝るなよ」

「…………ありがとう」

「…………お前、やっぱり変わったよ」

　涙をこらえているところを見られたくなくて、俺はさらにうつむいてしまう。

　そうしたら、さらにぎゅうと、沙優が力強く抱き着いてきた。沙優の胸が、思い切り顔に当たっている。柔やわらかいんだな、と思った。

「……変えてくれたのは吉田さんだよ」

　沙優が、そう言った。

　特に言葉を選ぶこともなく、自然と、俺も言葉を返していた。

「俺は、お前に、普通の女子高生になってほしい」

「……うん」

「普通に学校に行って、普通に友達を作って、いろんなことを学んで、それで大人になるんだよ」

「……うん」

「それができてないお前を見てるのが……たまらなくつらいんだ。勝手だけど」

「…………うん」

　俺が沙優の肩をぐいと押すと、沙優も腕うでの力を弱めて、俺を解放した。

「もう、これが俺のためなのか、お前のためなのか分かんないんだけどさ」

　俺は沙優の目を見て、言った。

「沙優自身が、沙優のことをもっと大事にできるようになってほしいって……本気で思ってる」

　沙優は俺の言葉を聞いて、少し瞳ひとみを潤うるませた後に、何度も、何度も首を縦に振ふった。

「……うん、うん。分かった」

　沙優は涙なみだでくしゃくしゃになった顔のまま、それでも、用意したようなそれではなく、にへらと柔にゆう和わな笑えみを浮かべた。

「頑がん張ばるよ、私」

　彼女が今まで歩いてきた道のりを、俺は知っているようで、おそらく全然知らないのだろう。

　ただ、それでも。

　彼女が何も飾かざらずに浮かべる笑みは、本当に美しいと思った。

　沙優はずびっ、と思い切り洟をすすった。そして、涙をごしごしと服の袖そでで拭ふいて、「はー！」と思い切り息を吐はいた。

「味み噌そ汁しる作るね！」

「え？」

「いっぱい泣いたからちょっとしょっぱくしよう！」

「お、おう……」

　そう言って、沙優は立ち上がって、キッチンへと向かった。

　まだ鼻が詰つまったままなのか、すんすんと鼻を鳴らしながら鍋なべに水を汲くみ始める沙優を見て、俺は少しだけ安あん堵どした。

　もう少し俺の到とう着ちやくが遅おくれていたら、もしかしたら彼女はもっとどうしようもない絶望の淵ふちに今頃立っていたのかもしれない。

　少なくとも、そこからは救ってやることができた。

　それだけで、俺が沙優と出会った意味はあったのだと、そう思うことができた。

　ただ。

　連続して俺に突つき付けられた『現実』を思い出す。

　俺は沙優の親にはなれない。

　いつかは、あいつを帰さなければならない。

　漠ばく然ぜんとしていた現実が、どんどんと音を立てて差し迫せまっているのを感じた。

　何も、解決してはいないのだと。

　少なくとも俺だけは、それを忘れてはいけないと思った。
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「……昨日なんかあった？」

「え？」

　バイト中に、突とつ然ぜんあさみが声をかけてきた。ちょうど商品の棚たな出だしに集中しているタイミングだったので間ま抜ぬけな声で訊き返してしまう。

　あさみは私の反応に若じやつ干かんいらついたようで、語気を強めてもう一度言った。

「え？　じゃなくてさ、矢や口ぐちとなんかあったかって訊いてんの」

「矢口さん？　なんで？」

　矢口さんの名前が出て焦あせったけれど、それが表情に出ないように取り繕つくろう。

　今日も、矢口さんと同じシフトになったものの、彼は一度も私に話しかけてはこない。昨日の今日で気まずいのは私も同じだしどちらかといえば助かっているのだけれど、その様子を見てあさみはきっと違い和わ感かんを覚えているのだ。

　昨日のことをあさみに伝えるのは、私にとっても矢口さんにとってもおそらくプラスにはならない。矢口さんも自分から言い出したりすることはないだろうし、あさみには悪いけれど、黙だまっておこうと思う。

　あさみは数秒じっと私の目を見た後に、舌打ちをした。

「沙さ優ゆチャソのそういうとこほんと嫌きらい」

「えっ……」

　あさみは踵きびすを返して、事務所につながる扉とびらの方へ歩いて行く。今事務所で休きゆう憩けいをとっているのは矢口さんだ。

「ちょ、ちょっと」

　慌あわてて後を追いかけるけれど、あさみは私のことなどお構いなしで事務所のドアを乱暴に開けた。

「え、なになに」

　事務所の中から矢口さんの声が聞こえてくる。

　私も慌てて事務所の中に入ると、パイプ椅い子すに座ってコンビニ弁当を食べていた矢口さんの前にあさみが仁に王おう立ちしていた。

「昨日沙優チャソに何かした？」

　あさみは歯に衣きぬ着せずに、そう訊きいた。

　矢口さんはぽかんとした様子であさみを見てから、その視線を私に移した。その目には明らかに「何か言ったのか？」という疑問が込められていて、私は反射的に首を横に振ってしまう。

　私のその様子を見た矢口さんは、苦く笑しようした後に、はっきりと言った。

「お家うちに行ったんだよね。それでセックスしようって言ったんだけど」

「は？」

「断られちゃった」

「ったり前でしょうが馬ば鹿かじゃないの!?」

　あさみが大声を出すと、矢口さんは顔をしかめて首を横に振った。

「当たり前って、頼たのんでみなきゃ分からないでしょ」

「頼む前から分かれっつの！　え、それで無理やり襲おそったりとかしてないよね」

　あさみが訊くと、矢口さんはぽりぽりと左手で鼻はな頭がしらを搔かいた後に、へらっと笑顔を見せながら言った。

「ま、まあちょっとだけ、そういう感じにはなったかも」

「……ッ！」

　矢口さんの言葉を聞いた途と端たんに、あさみはその右手を思い切り振って、矢口さんの頰ほおを平手で叩たたいた。乾かわいた音が事務所に響ひびいて、続いて、矢口さんの手に持っていた割り箸ばしがからからと床ゆかに落ちる。

　私は、矢口さんがあまりにもあっさりと自分のしたことをあさみに言ったことと、そしてあさみの突然の平手打ちに驚おどろいてしまって、その場でおろおろとするしかなかった。

「痛いなぁ……箸落ちたし」

「いいじゃん一回痛いだけで済むんだから」

　頰をおさえる矢口さんに、あさみは冷えた口調で言い放った。

　彼女のいつもと違ちがう様子に、矢口さんは少し顔色を変えてあさみを見上げた。私の方からあさみの表情は見えない。

「あんたはさ、ライフワークの一いつ環かんみたいにそういうことするのかもしれないけどさ」

　あさみは若干震ふるえ気味な声で言葉を続ける。

「すでにどこかで傷付いてる人はさ、何かあるたびに新しい傷が増えて、古い傷も痛むんだよ」

　あさみが拳こぶしをぎゅうと握にぎっているのが見える。

「あんたが軽はずみにやったことで、相手の見えない傷が何個も何個も、何個も何個も何個も痛むかもしれないんだよ……！」

　あさみの声には、明らかに怒ど気きが含ふくまれていた。こんなに目に見えて分かるように怒おこっているあさみを私は見たことがないし、きっと矢口さんもそうなのだろう。二人とも、何も言えずに、あさみの言葉を聞いていた。

　あさみは肩かたを震わせて、静かに、けれどはっきりと言った。

「すでに傷付いてる人を、それ以上傷付けるなんてサイテーだ。あんたはサイテー!!」

　だんだんと声が大きくなり、最後は感情が爆ばく発はつするようにあさみは矢口さんを怒鳴りつけた。矢口さんは、呆気あつけにとられたように、身じろぎ一つもせずにあさみを見たまま固まっていた。

「沙優ちゃんに謝って」

「え……」

「謝って!!」

「わ、分かった謝るよ、謝る」

　あさみの気き迫はくに押し負けるように、矢口さんは何回も首を縦に振った。

　矢口さんが視線を私の方に向けたのと同時に、店の方から「すいません！」と声がした。

　そういえば、営業中だというのに三人とも事務所に引っ込んでしまっている。

　あさみもはっとしたように口を開けて、一いつ瞬しゆん顔をしかめた後に、矢口さんの方を振ふり返った。

「謝ってね。絶対」

「分かった、分かった」

　あさみは矢口さんの返事を聞くや否いなや私の横を通って店へ飛び出していった。「お待たせしました、申し訳ありません！」と普ふ段だんより少し高めのあさみの声がレジから聞こえてくる。

　あさみが出て行って二人きりになった事務所で、矢口さんは緊きん張ちようが解けたかのようにため息をついた。

「はぁ……ほんとお人ひと好よしばっかだなこの辺りは……」

「……」

　矢口さんは呟つぶやいてから、私の方を見た。そして、バツが悪そうに下した唇くちびるを数回嚙かんだ後に、少しだけ私に頭を下げて見せた。

「昨日は悪かったよ」

「え……」

「誘さそったこと自体は悪いと思ってないけどね。……ただ、まあ、ちょっと強ごう引いんすぎたのは認める。こう……頭に血が上ったというか」

　矢口さんは床に視線を落としながらもごもごと小さな声でそう言ってから、私をもう一度見る。

「僕は和わ姦かん以外したことないんだ。もしあのまましてたらその実績に傷がつくところだった」

「なんですかそれ……」

　素すの感想が出てしまう。どこまでもズレている人だと思った。

　ただ、昨日の言動から、そして、彼の表情から見るに、おそらく本当に悪気がないのだ。取り返しのつかないくらい、私たちとはどこかがズレている、ただそれだけなのだ。

「あの」

「うん？」

　私は、ふと浮うかんできた疑問を口にした。

「どうして、あそこまで言っておいて、あさみに私との昔のこと言わなかったんですか。昔のことも併あわせて話したら、少しは釈しやく明めいの余地もあったんじゃないかなって思うんですけど」

　彼が昨日しきりに言っていた、「前はすんなりやっていたじゃないか」というような内容。昨日の彼の行動が正当化されるとは思わないけれど、「以前はそういうことをしていた仲だったのだから、今誘っても大だい丈じよう夫ぶだと思った」などと言えば、少しは理り屈くつとして通っているように聞こえると思った。

　ただ、彼はそうしなかった。

　矢口さんは数度まばたきをした後に、不思議そうな顔をしながら、首を傾かしげた。

「だって、家に連れて行ってくれたら過去のことは話さないって約束じゃなかったっけ？」

　彼の答えに、私はきょとんとしてしまう。

　話がしたいだけだから、と言って家まで来たと思ったらあっさり私を襲ったくせに。その約束は守ろうとするのか。

　あまりにちぐはぐな行動に、困こん惑わくを通り越こして、可笑おかしくなってしまった。

「ぷっ」

「え、なんで笑うの」

「いや、矢口さんって相当ズレてますよね」

「ええ……？」

　はっきりと口にすると、矢口さんは若干傷付いたように眉まゆを寄せた。

「昨日のこと……まだ許そうとは思えないんですけど」

　私が言うと、矢口さんは何も言わずに、小さく首だけ傾げた。私は言葉を続ける。

「怒る気も失うせちゃいました。ただ……昨日は怖こわがるだけだったけど、次もし同じようなことしたら、その時は……」

　私は矢口さんの目を、自分の目にしっかりと力を込めて見た。私と視線を交差させた矢口さんは、一瞬驚いたように口を開ける。

「怒りますから」

　私が言い放つと、矢口さんは数秒口をぽかんと開けたままにした後に、「はっ」と口から息を漏もらした。

「そりゃ、怖い。もうしないよ……恐おそろしい番犬がいるのも分かったことだしね」

　矢口さんはおどけたようにそう言って、足元に落ちた割り箸を拾った。

「でも同居人のあのお兄さんも、ほんとに勿もつ体たいないことするよねぇ」

「え？」

　矢口さんは拾った箸をゴミ箱にぽいと投げ込んだ後に、肩をすくめた。

「一人の女の子をさ、どんどんいい女にしていってるくせに、それを抱だかないっていうんだから。真ま面じ目めすぎるのも人生損すると思うね、僕は」

「い、いい女……？」

「そうだよ。自覚ない？」

　矢口さんはそう言って、昨日と同じく、にこっと笑った。

「頰が痛すぎて冷やしたいから、自じ販はん機きで飲み物買ってくる」

　矢口さんはパイプ椅い子すから立ち上がって、事務所の外につながる扉とびらへと向かった。その途と中ちゆうで一度振り向いて、私に人差し指を向ける。

「ちゃんと、謝ったからね。あさみちゃんにも伝えてね」

「あ、はい……」

「あと……」

　矢口さんはぽりぽりと頭を搔いてから、片眉だけを上げて、言った。

「怒ってるときもギャル語使ってくれた方が怖くなくて助かる、っていうのも伝えといてもらえると」

「それは自分で伝えてください」

　私の答えに、矢口さんはけらけらと笑って、事務所を出て行った。

　完全に私一人になり、しんとした事務所の中。

　昨日あれほど恐ろしかったはずの矢口さんが、今はまったくそう感じないことに驚いた。

　けれど、理由は単純明白だ。

　昨日は、吉よし田ださんが守ってくれた。

　そして今日は、あさみが守ってくれた。

　こんな私を守ってくれる人がいると、それだけで。

　こんなに心強く感じるなんて、知らなかった。




　　　＊




「えっ、吉田っち今日帰ってこないん？」

「……そうみたい」

　バイトを終えて当たり前のように家にやってきたあさみを居室に通して、私はキッチンで夕飯を作っていると、吉田さんからのメッセージが届いた。

『すまん。今日ちょっと仕事でトラブッて、どうしても今日そのフォローをしないといけないから、会社に泊とまることになりそうだ。昨日あんなことあった次の日に家にいられないのは本当に申し訳ないんだが、こればかりは俺もどうしようもなくてな……。本当にすまん。飯とかは自分の分だけ用意してくれればいいから。あんまり不要な外出はするなよ。何かあったらすぐメッセージ入れてくれ』

　いつも短文で用件だけを送ってくる吉田さんにしてはものすごく長い文章が送られてきていてびっくりしてしまう。

　読んでいる途中で、あさみが画面を覗のぞき込んできて、彼女も一いつ緒しよに文面に目を通す。

「いや心配しすぎでしょワロ。パパかよ……」

「まあ……心配させるようなことしちゃったし」

　私が言うと、あさみはちらりと私を横目で見てから、私の脇わき腹ばらを肘ひじで小こ突づいた。

「沙優チャソのせいじゃないでしょ」

「……」

　私がどう答えていいものか迷っていると、あさみは私のスマートフォンをひったくって、勝手にメッセージを打ち始めた。

「え、ちょっと」

「いーからいーから」

　あさみは軽い調子で言ってから、ものすごい速度で文字を打っていく。

『吉田っちやっほー☆　あさみだけど、今沙優チャソと一緒に吉田っちの家にいるから。吉田っち帰ってこられないなら保護者的なアレでウチが一晩沙優チャソの面めん倒どう見ちゃおうかナ～。割とマジで名案だと思うんだけど!?　返信ヨロ。最速でヨロ』

　あさみが打った文面に私は驚おどろいてしまう。

「えっ、泊まりって大丈夫なの？」

「ダイジョブダイジョブ」

「ご両親心配したりしない？」

　私が訊きくと、一瞬あさみの目が泳いだ。あれっ、と思った頃ころには、あさみは笑え顔がおを作って、首を縦に振っていた。

「ダイジョブダイジョブ。どうせ今日もいないから！」

「あ、そうなんだ……」

　無神経なことを訊いてしまったかと、少し反省する。

　すぐにスマートフォンが振しん動どうして、吉田さんからの返信がきていた。

『すまん。頼たのめるなら頼みたい。ありがとう』

　それを見て、あさみはにまにまと笑った。

「だってさ沙優チャソ。今日は一晩中一緒じゃんね、ヤバい」

「ヤバいねぇ」

　私もつられて笑ってしまう。あさみの見せる笑顔はいつも柔やわらかくて、ついついこちらも巻き込まれてゆく。

「じゃあとりあえず夕飯にする？　お腹なか空すいてるよね」

　あさみに訊くと、あさみは一いつ瞬しゆんの間を置いてから、首を横に振ふった。

「いや、夕飯はとりあえずいいからさ」

「うん？」

「ちょっと行きたいトコあるんだけど、付き合ってくんね？」

　あさみはそう言って、窓の外を指さした。

　時刻は20時を回って、外は真っ暗になっていた。

「こんな時間に？」

「そそ、こんな時間だからこそってか」

「まあ、二人なら平気だよね。行くよ」

「さっすが沙優チャソ、話が分かるゥ！」

　あさみは大げさに手を打ってみせて、元気よく立ち上がった。

「そうと決まったらすぐ行こ、すぐ！」

「ちょちょ、どこに行くの？」

「行ってからのお楽しみね。あ、一回ウチん家ち寄るからヨロ」

「え、そうなの？」

　次々とまくしたてながらあさみがずんずんと玄げん関かんへ向かってしまうので、私も慌あわててコンロの火を止めて、居室の電気を消す。スマートフォンをポケットにつっこんで、あさみと一緒に家を出た。

「この辺街灯ちょっと少ないんね。夜一人で歩くのは怖そ」

「そう？　これくらいが普ふ通つうじゃないのかな」

「ウチん家の近くは街灯もっとすごいよ。眩まぶしすぎてムカつく」

「そ、そうなんだ」

　他愛たわいのない会話をしながら歩いていると、どんどんと私の知らない道へと入って行った。吉田さんの家から10分も歩いていないくらいなのに、もう、どこを見み渡わたしても知らない建物だ。

　そして、あさみの言うようにどんどんと街灯が増え、明るくなってきているのを感じた。建っている建物も、立派な造りの一いつ軒けん家やばかりだ。

「ちょっとここで待ってて」

　突とつ然ぜんあさみが立ち止まって、にこりと笑って言った。

「え、う、うん」

　私が頷うなずくと、あさみは財さい布ふを取り出して、中から薄うすいカードのようなものを出した。そして、目の前の大きな門の横にとりつけられた機械にそれを挿そう入にゆうした。大きく「ガチャッ」という音がしてから、門が自動でゆっくりと開き始める。

「……えっ」

　視線を上げると、ものすごく大きな門の奥に、ものすごく大きな家があった。むしろ、私は今までこれを『家』だと認にん識しきせずになんとなく『大きな建物』だと思っているくらいだったのだ。

「こ、これがあさみの家？」

　私が訊くと、あさみは私の方に向き直って、「そ」と言った。その後にくしゃっと作った彼女の笑顔は、どこか寂さびしげだった。

　門が開いて、あさみが小走りで中に入っていく。そして、数秒後にガチャガチャと音がしたと思ったら、中から自転車を引っ張り出して戻もどってきた。

「おまた～」

「じ、自転車？」

「そそ、今から行くとこ、歩きだとちょっと距きよ離りあるからさ」

「え、私も乗るの？」

「そだよ、後ろ乗りな、後ろ」

「二人乗り……大だい丈じよう夫ぶかな」

　警察に見つかれば、補導の対象だ。

　私の言葉に、あさみはにんまりと笑って、言った。

「じゃあ沙優チャソだけ走る？」

「ひどい！」

「ダイジョブダイジョブ、今から行くとこ都会の田舎いなかみたいなとこだから、マッポなんていないいない」

「マッポってさ……」

　軽口のやりとりをしている間に、あさみは門を閉め直して、自転車にまたがった。そして、小さな荷台をぽんぽんと叩たたいた。

「ほら、いいから乗る」

「うん……」

　おそるおそる、荷台に横向きで座る。あさみは横目で私が座ったのを確認してから、「じゃ、行こ」と言って、ペダルを漕こぎ出した。

　少し左右に揺ゆれたせいで私がバランスを崩くずす。

「うわっ」

「ウチに抱だき着いていいよ。ちゃんと摑つかまってな」

「う、うん……」

　言われるがままに、あさみの胴どうに後ろから抱き着くと、急にバランスが良くなったような気がした。

　だんだんとスピードに乗ってきた自転車が、進行方向からの風を受ける。足はすうすうとして、でも、あさみに抱き着いている上半身は暖かかった。

　どうして、会ったばかりなのに、彼女の存在はこんなに心強いんだろう。

　そんなことを思った。

「ねえ、あさみ」

「ん？」

　気付くと、口にしていた。

「私ね」

「うん」

「北海道から来たんだ」

「へぇ～、めっちゃ遠いじゃん。どしたの」

　今言おう、とか。今なら言える、とか。

　そんなことは考えなかった。

　気が付いたら、するすると、私は自分がどこから来た何者なのか、あさみに話していた。

　あさみは、自転車を漕ぎながら、ゆっくりと、心地ここちいいリズムで、相あい槌づちを打ってくれた。

　それはゆったりとした時間で、私の中でつかえていた重くて大きい、そして黒い物体が、少しずつとろけて夜の闇やみに溶とけていくみたいな、とても解放感のあるものだった。

　ここに来るまでの話、吉田さんと出会った話、ユズハさんと出会った話、あさみと出会った話、そして、後ご藤とうさんと出会った話。

　そのすべてを終えた頃に、あさみはペダルを漕ぐのをやめた。

「着いたよ」

　あさみがそう言って自転車を止めた時、私は周りの景色が一変していることにようやく気が付いた。

「うわぁ……」

　思わず、口から漏もれていた。

　小高い丘おかの上。都会の中にこんなに自然があったのかと思うくらいに近くには多くの草木が生えていて、小さなベンチと芝しば生ふだけの公園が目の前にあった。

　そして、空にはまぶしいくらいの星。

「綺き麗れいでしょ」

「うん……」

「ここ、ウチのお気に入りなんだ」

　あさみはそう言いながら自転車を公園の端はしに置いて、ゆっくりと芝生の中心へと歩いて行った。

　そして、そこでごろりと寝ね転ころがった。私もあさみの隣となりに、寝転がった。視界が、星空で埋うまる。

「ほんとに綺麗……都会でも、こんなに星が見えるんだね」

「ビビるよね。ウチも初めて見た時、めっちゃビビッた」

　あさみはけらけらと笑ってから、小さく息を吐はいた。そして、ぽつりと言う。

「お父さんは、政治家でさ」

「え？」

「お母さんは、弁護士。ウケるよね」

「あさみの話？」

「そ」

　あさみは鼻からすんと息を吐いて、言葉を続けた。

「昔っから両親とも忙いそがしくてさ、ウチはず──っと放置されてた。不満があったわけじゃないんだけど、やっぱり寂しくてさぁ。あのだだっぴろい家もどんどん大だい嫌きらいになったんだよね」

「……そっか」

「両親の気を引きたくて、ギャルのカッコしてみたりしたけど、母親は卒そつ倒とうするわ父親はマジギレするわで大変だっただけで、なんでウチがそんなことするのかとか、そういうとこはまったく考えてもらえなくてさ」

「うん」

「んでね、昔っから勉強だけはちゃんとやってないとお母さんがこわくってさ。言われるとおりに勉強頑がん張ばってたんだけど」

　どうりで、あさみは頭がいいわけだ。聞いていて合が点てんがいった。そして同時に、少し悲しい気持ちになった。

「お母さんはウチのこと弁護士にしたいみたいなんだよね。それもう中学生くらいの時から分かってて。でもウチ、あんま弁護士興味なくってさ」

「うん、向いてないと思う」

「ぶはっ、なにげにヒドくね？　んまあそれでね、ウチさ」

　そこで、あさみは一いつ旦たん言葉を区切った。続きを待っているのになかなかあさみが口を開かないので不思議に思い、横を向くと、あさみはなぜか顔を赤くしていた。

「え、どうしたの」

「いや…………笑わない？」

「え？」

「笑わないかって訊きいてんの」

「わ、笑わないよ」

　何を言うのか分からないうちにそんなことを言っていいのか不安だけれど、真ま面じ目めに聞くつもりはある。

　私の言葉を聞いたあさみは少し挙動不ふ審しんに視線をきょろきょろと動かした後に、小さな声で言った。

「ウチ、小説家になりたいと思っててさ」

「え！　すごいじゃん！　なれるよ絶対！」

「な、なれるかなぁ……ま、まあそれはいいとして」

「なれるって絶対！」

　何回か、あさみが学校で出された作文の課題をやっているのを見たことがあるけれど、本当にスラスラと、そして丁てい寧ねいでまとまった文章を書いていて、ひたすらに感心したのを覚えている。

「分かったから、もういいから」

　あさみは暗い中でも分かるくらい顔を赤くして、ごまかすように話を続けた。

「だから、そしたら法学部じゃなくて文学部に行きたいじゃん」

「まあ、そうだよね」

「で、それを言ったらまあお母さん猛もう反はん対たい」

「……まあ、そうだよね」

　あさみはため息をついて、星空を指さした。

「お母さんと初めて大おお喧げん嘩かになってさ。そしたらお父さんが珍めずらしく、ウチのこと連れ出してくれたわけ。それがここ」

　あさみが星空を見る目を、少しだけ細めた。思い出すように語る彼女の横顔は、少し大人びていた。

「んで今みたいにここに寝転がらされてさ、一いつ緒しよに星を見たんだあ。ウチが綺麗で驚おどろいてたらさ。お父さん、『お前の悩なやみなんてのは、宇宙の星と比べたらちっぽけだ』なんて言うわけ」

　あさみは可笑おかしそうに一人でけらけらと笑ってから、また目を細めた。

「急にそんなスケールデカい話しやがって、何言ってんだこのハゲって思ったんだけどさ」

「ひどいこと思ったね」

「だって突とつ然ぜん宇宙と比べられても困るじゃんね、ウチただの人間だし」

　あさみはそう言って笑ってから、すっと真面目な表情を浮うかべた。

「でもさぁ……お父さんのその言葉には微み塵じんも賛成できなかったけど、この星空見てたら思ったんだよね」

「なんて？」

　私が訊くと、あさみは少しの間をおいてから、小さな声で、けれど、はっきりと言った。

「あんなに大きな星がいっぱいある中でも、ウチらは生きてて、何かをしてるんだなって」

　星空を見つめたままそう言ったあさみのその横顔がものすごく綺麗で、私もつられて星空に視線を戻もどす。

「星空から見たらウチらのスケールなんて確かにちっちゃすぎて、誰だれの目にも留まらないくらいだと思うんだけど、それでもウチらにはちゃんとそれぞれの歴史があって、未来があって、一人一人精せい一いつ杯ぱい、やれる範はん囲いで生きてるんだなって」

「……」

　目に飛び込んでくる星空の景色と一緒に、あさみの言葉がじわりと私の胸に浸しん透とうしていくような気がした。

「って、突然自分語りしてイミフ、って思うかもだけどさ」

　あさみはそこまで言って、そっと私の手を握にぎってきた。

「沙優チャソにも歴史があって、で、未来もあって、それってどうあっても沙優チャソのものなんだと思うわ。こう……聞いてたらさ、しんどい歴史だったっていうのは分かるんだけど、でも」

　あさみは、私の手をぎゅっと握って、私の方にこてっと首を倒たおした。あさみと目が合う。

「絶対、意味はあるよ。大だい丈じよう夫ぶ」

「……ッ」

　じわりと、目の奥が熱くなった。

　あさみは、おかまいなしに、私の目を見つめたまま、言った。

「ここまでぼろぼろになって歩いてきたじゃんね。すごいよ。沙優チャソ頑張り屋で、『歩かなきゃ、歩かなきゃ』って思っちゃうのも分かるんだ。でもさ、たまには自転車乗ったっていいと思うんだよウチは」

「……うん…………うん……」

「歩いてきたんだからさ、きっと歩いて戻れるよ」

「…………うんッ！」

　私は、隣のあさみに抱だき着いた。

　目が燃えるように熱い。ここに来てから、私は泣いてばかりだ。

「よしよし、泣くな泣くな……泣くなよぉ」

　あさみの身体からだに顔を押し付けているから、彼女の顔は見ることができないけれど、あさみもすっかり鼻声になっていた。

　小高い丘の上、そして星空の下。

　私とあさみは、二人で数十分、わんわん泣いた。
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「昨日は本当にすまなかった……！」

　泊とまりの仕事を終え、家に帰ってすぐ沙さ優ゆに頭を下げると、彼女はおろおろと手を横に振ふった。

「いやいや、吉よし田ださんは悪くないでしょ」

「そうは言ってもな……」

「いいからいいから、それより早く着き替がえよ？　ご飯もうできるから」

　沙優が俺の背中をぐいぐいと押して、居室に無理やり通される。

　俺としてはもっといろいろと謝りたいことがあるのだが、今抵てい抗こうしても仕方ないと思い、素す直なおに従う。

　スーツから寝ね間ま着きに着替えている間に、沙優はてきぱきと夕飯の準備を進め、俺が着替え終わる頃ころにはもう夕飯が机の上にすべて並んでいた。

「ありがとう」

「いえいえ。食べよ！」

　沙優は俺よりも先に元気よく「いただきます」と手をそろえて、箸はしを摑つかんだ。明らかに、俺に気を遣つかっている。

　俺も「いただきます」と手をそろえて、味み噌そ汁しるを一口だけ啜すすった。全身の力が緩ゆるむのを感じる。沙優の味噌汁を飲むと、不思議と、家に帰ってきたという気持ちになるのだ。

「沙優」

　ずっと、会社にいる間も、考えていた。

「うん？」

　沙優が首を傾かしげるのを待たずに、俺は頭を深く下げた。

「怖こわい目に遭あわせて、悪かった」

「えっ、いやそんな」

「守ってやれなくて悪かった」

「守ってくれたよ!!」

　沙優が大きな声を出して、そして自分の大声に驚いたかのようにびくりと身体を震ふるわせた。そして、すぐに、首を横に振る。

「守ってくれたじゃん……」

「でも、沙優はきっと傷付いた」

「自じ業ごう自じ得とくだよ。自分が歩いてきた道を思い出しただけ」

「……でも」

「吉田さん」

　俺の言葉を、沙優が遮さえぎった。

　沙優は、箸を机に置いて、俺の目をじっと見つめた。

「私、ここに来る前はね」

　真しん剣けんな眼まな差ざしで、沙優は言葉を続ける。

「誰も助けてくれる人なんていない、って思ってた。利用されれば、利用できるって。そんなふうにひねくれてたの」

　利用される。それは、相手の求めることを許す、ということであって。そして、利用する、というのは、彼女の場合、安全な宿を得る、ということなのだろう。そういう意味であれば、確かに彼女のしてきたことはそれに尽つきる行動だったと思う。

「でもね……」

　沙優はそこで言葉を区切って、目を瞑つむった。ゆっくりと息を吸って、吐はく。そうして目を開いた後の彼女の表情は、とても柔やわらかく、そして自然な笑え顔がおだった。

「吉田さんに出会えて、あなたが、初めて守ってくれた。あさみにも出会えて、あさみも私のこと受け入れてくれた」

　沙優は、そう言って、少し瞳ひとみを潤うるませた。

　俺は、彼女の浮かべる笑みから目が離はなせない。そんなふうに笑ったのは、初めて見た。

「つらいことばっかりで、逃にげ出したくて、でも、どこに行ってもつらくて。もう私はどこに行ってもダメなんだって思いながら、それでも逃げることがやめられなくて、ずっとずっと苦しかった」

　そう言って、沙優は急に立ち上がって、俺の隣となりにやってきた。そして、俺の横で正座で座り直した沙優は、そっと俺の寝間着の袖そでを摑んだ。

「でも、吉田さんと一緒に暮らして、やっと……やっと私」

　沙優は俺の目を見て、そして俺の袖をぐいと引っ張って。

「み、未来のこと……考えられるようになったの」

　その言葉を聞いて、俺は全身に鳥とり肌はだが立つのを感じた。

「未来……」

　気付くと、俺もつられてその言葉を口にしていた。

「うん、未来」

　沙優は頷うなずいて、目に涙なみだを溜ためながら、それでも言葉を続ける。

「どこまで逃げるかじゃなくて、これからどこに行くのか、私ちゃんと考える」

「……沙優」

「自分がどうするべきか、どうしたいのか……ちゃんと、ちゃんと考えるよ」

　沙優はそう言って、俺の袖を摑んでいた手を、今度は俺の手に重ねた。

「勇気を出すから……だから」

　沙優はそこまで言って、頰ほおに涙を一筋だけ伝わせて。




「もう少しだけ……一いつ緒しよにいてくれませんか」




　もう少しだけ。

　その言葉に、俺は震えてしまった。

　すぐに、言葉が出ない。俺が口をぱくぱくさせていると、沙優は涙をこらえるようにうつむく。

「だ、ダメですか……」

「いや、その……」

　沙優は「もう少しだけ」と言った。

　今まで、俺も沙優も、ぼんやりとさせて触ふれなかったそれに、彼女自ら触れたのだ。

「お前ほんとに……」

　ようやく彼女は、自分の中に『期限』を設けたのだ。そしてそれを口にした。それは俺と沙優の関係の間ではものすごく大きく、重大なことだと思った。

「ほんとに……えらいよ」

　俺はため息をつくように、そう言っていた。

「え？」

　首を傾げる沙優の頭の上に、俺は手を置いて、乱暴に撫なでた。沙優の髪かみの毛がばさばさになるのをおかまいなく、撫でた。

「ちょ、ちょっと吉田さん」

　沙優が腹を括くくったのに、俺が腹を括らないわけにはいかない。

　俺はきっと、彼女がいつまでも期限を先延ばしにして、いつまでもこの家にとどまり、そして生ぬるい同居生活を送ることを、心の底では悪いことだと思っていなかったのだ。

　矢や口ぐちの言う通り、こいつのいる生活を、俺は本気で楽しんでいた。彼女を救ったつもりになって、それでいて俺もしっかり救われていた。

　心のどこかでは分かっていたけれど、はっきりと言語化しないままここまでやってきて、そしてその矛む盾じゆんに苦しめられた。

　保護者の俺が、いつまでもぐずついているわけにはいかない。

「俺もさ」

　口を開くと、ぼさぼさの髪の毛のまま、沙優は俺の目を見た。

「お前が前向いて元の生活に戻もどれるように、本気で手伝うよ」

　俺の言葉に、沙優は目を丸くした。

「だからさ」

　俺は、今まで一度も言わなかった言葉を、彼女に言うことにした。

「頑がん張ばれ」

　沙優は、一いつ瞬しゆんで瞳を潤ませて、そして部屋着のスウェットでそれを乱暴に拭ぬぐった。詰つまりかけの鼻をずびっとすすって、沙優は力強く首を縦に振った。

「うんっ！」

　そして、にこりと、歯を見せて、沙優は笑った。

　それも、今まで見たことのない、子供らしい、彼女の笑顔だった。不覚にも、一瞬見とれてしまった。

「あ、やべ」

「ん？」

　照れ隠かくしに、俺は味噌汁を指さした。

「冷めちまう」

「あ、そだね。すぐ食べよう」

　沙優ももう一度自分の目元をスウェットで拭ってから、そそくさと机の自分の夕飯が置いてある側へと戻っていく。

　少し爽さわやかな気分になりながら、口数少なく、二人で夕飯を食べる。

　これでいい。

　少しずつ前を向いて、沙優はこれから、普ふ通つうの人生へと戻ってゆく。

　そう思いながらも、俺は気付いていた。

　味噌汁を一口啜って、その塩味を舌の奥にじっくりと感じさせる。

　今沙優と交かわしたのは、別れの約束なのだと。

　きっと沙優も気付いている。

　それでも、それが正しいと、二人とも確信していたのだと思う。
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　珍めずらしく、残業だった。

　あまり混こまないコンビニなので、今まで一度も残業になったことなどなかったのだけれど、今日は私の上がる時間の間ま際ぎわにどこかの高校の運動部がまとめてワーッと入店したものだから、私と矢や口ぐちさんの二人でレジに張り付くはめになってしまい、なかなか品出し作業が進まず、残らないとその後のシフトの人が困ってしまうということで、１時間も残業をした。

「お疲つかれ様でした！」

　事務所を出て、スマートフォンで確かく認にんすると、時刻は19時を回っていた。

　今日は土曜日。吉よし田ださんは家にいるし、きっとお腹なかを空すかせている。

　急いで帰って夕飯の準備をしなければと思い、小走りで家へと向かう。

　歩いても５分かからない距きよ離りなので、あっという間にたどり着いて、私は合あい鍵かぎを鞄かばんから取り出し、ドアを開けた。

「ごめん吉田さん、遅おそくなっ……」

　ドアを開けてすぐに、廊ろう下かと一体化しているキッチンの前に、吉田さんが立っているのが目に飛び込んできた。

「おう、おかえり」

「ただいま……え、なにしてんの？」

　吉田さんが鍋なべの前に渋しぶい顔で立っているので訊たずねると、吉田さんはさらに渋い顔をしてぶっきらぼうに答えた。

「味み噌そ汁しる作ってんだよ。見れば分かんだろ」

「えっ、吉田さんが？」

　慌あわてて靴くつを脱ぬいで吉田さんの横へ行くと、鍋の中で茶色い汁ものがことことと煮に込こまれていた。

「なんで？」

「なんでってお前……」

　吉田さんは困ったように言葉を区切って、自分の顎あごをぽりぽりと搔かいた。少し髭ひげが伸のびていて、じょり、という音が私にも聞こえてくる。

「いつも作ってくれてるから、たまには、と思ってだな……」

　吉田さんのその言葉に、私は自分の体温が上じよう昇しようするのを感じた。

　こんなことで、どうしてここまで嬉うれしくなれるのだろうか。

　そんなことを思いながら、気が付けば私はタックルするような形で、彼に抱だき着いていた。

「うお、危ねぇ！」

「吉田さん、ありがと！」

「お、おう……もうすぐできるからとっとと着き替がえろ。というか味噌汁しか作ってねぇからおかずは頼たのむわ……」

「はーい！」

　スキップに近い形で居室へと行き、私は手早く外出着から部屋着へと着替えにかかる。

　上をずぼっと脱いで下着姿になってから、横目で吉田さんを見るが、彼は当たり前のように、こっちを見ていない。ぼーっとした様子で鍋をかき混ぜる姿を見て、私はなぜかすこし不服だった。

「吉田さーん」

「なんだよ……おい馬ば鹿か服着てから呼べよ」

　私が呼んだことで自然と吉田さんの視線がこちらに誘ゆう導どうされ、そしてすぐに逸そらされた。

「すけべー」

「お前が呼んだからだろ！　馬鹿が」

　吉田さんは少しだけ顔を赤くして、また鍋の方に目を落とす。

　くすくすと笑って、私はまたずぼっと部屋着を上からかぶった。

　すっかり、この家にいる自分が、自分の中で馴な染じんできたと思った。

　もう今は、「ここにいていいんだろうか」と思うこともない。

　ジーンズを脱いで、下も部屋着に着替える。吉田さんを盗ぬすみ見るけれど、彼は無心で味噌汁の鍋をかき混ぜている。

　ここにいていいんだろうか、とはもう思わない。

　ただ。

「吉田さん！」

「服着たか？」

「着た！」

「なんだよ」

　呼ぶと、吉田さんがこちらを横目で見た。

　私は、にっこりと笑って、もう一度言った。

「ただいま！」

　吉田さんは怪け訝げんそうな顔をして、手て癖くせのように顎を搔いた。じょりじょり、という音が聞こえてくる。

「さっきも言っただろ」

「おかえりって言って？」

「は？　……おかえり」

「ふふ」

　私が満足して頷うなずくと、吉田さんは小さく首を傾かしげてため息をついた。

　ただいまと、おかえり。

　この言葉をあと何回、彼と交わすことができるだろうか。

　そう考えると、少し胸が痛むのを感じた。

　けれど、もう彼と約束をしたから。

　私は彼との生活の幸せと、そしてその終わりの予感をじっくりと嚙かみ締しめながら、今日も彼と過ごすのだ。

　女子高生とオッサンの奇き妙みような共同生活は、もう少しだけ、続きそう。
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あとがき






　はじめまして。しめさばと申します。

　細々とネットで物書きをしていたものです。気付いたら２冊目を出させていただけることになり、おっかなびっくりでこれを書いています。

　突とつ然ぜんですが、私はかなりゲームが好きで、いろんなジャンルのゲームを遊ぶオタクです。

　昔は親の影えい響きようで、一人用のＲＰＧばかり遊んでいたものですが、近年ネットワークを通じてのマルチプレイを前提としたゲームを遊ぶことも増えました。

　その中でとても楽しかったのが、任にん天てん堂どうさんから出ているゲーム機の、イカが出てくるあのゲームです。インクをぶちまけて遊ぶアレ。

　このゲーム、誰だれかと時間を合わせて、一いつ緒しよに遊ぶことももちろんできるのですが、オールタイムで遊ぼうと思うとネット上の知らない人とマッチングして遊ぶのが基本となっているシステムでした。

　良く言えば、友達がいなくてもいつでも遊べるシステムであったし、悪く言うと、常に知らない誰かと強制的に協力させられる恐おそろしいシステムでもありました。

　私はそのシステムをかなり楽しんでいたほうなのですが、数か月続けて遊んでいると、だんだんと「あ、この人前もマッチングしたことあるな」といったように、フレンドでもない人のアバターとか名前とかを記き憶おくし始めるんですよね。

　これってすごく面白いことだなと思いました。

　顔も名前も、住んでる場所も知らない他人と、ネットを通して、仮の名前で、ネット空間ですら友達ではないのに、何回も出会って、そして記憶している。なんとなく文字に起こしてみると、本当に不思議な現象だなぁと。

　そしておそらく私が「あ、あの人この前も見たな」と思っている人は、私にそう思われているなどと露つゆも知らないだろうし、逆に私がまったく覚えていなかった人に、「あ、あの人覚えてるぞ」と思われていることもあったのだろうと思います。

　なので、興味本位でここに某ぼうイカゲームをしていた時のアバターネームを書いてみようと思います。

　私は「ヨガファイアしめさば」という名前であのゲームを遊んでいました。ヨガファイアしめさば、という名前でシャーペンに似た形の銃じゆうを振ふり回していたのが私です。

　もし私と戦った（もしくは共きよう闘とうした）記憶がある方がこの本を手に取ってくださっていたら、何かしらの形でご連れん絡らくをください。ただしご連絡をいただいてもおそらく私はあなたのことを覚えていないので「そうなんですねｗ」というくらいのお返事しかできないとは思いますが、きっとあなたも「あの時のあのふざけた名前のイカが小説なんて書いてやがるのか」という不思議な気分になれることと思います。

　生きているとついつい、自分の存在は自分と、自分を知っている人だけに認識されていると思いがちですが、実際はそんなことないのかもしれませんね。もしかすると新しん宿じゆく駅で私が今日すれ違ちがったのは、あなただったかも。




　最後に謝辞になります。

　今回も大変お世話になりました、Ｗ編集。次こそは（次があればですが）完かん璧ぺきにやります。本当です。

　キャラクターに鮮あざやかな命を吹ふき込んでいただいた上に、今回はめちゃくちゃスケジュール調整をしていただいてしまいました。イラストレーターのぶーたさん、本当にありがとうございます。

　そして、この本の出版に携たずさわってくださったすべての製作関係者様、本当にありがとうございました。おかげさまで２冊目を世に出すことができました。

　最後に、１冊目を購こう入にゆうしていただいた上に、２冊目も手に取ってくださった読者のみなさま。読んでくださるみなさまがいるからこそ、書き続けることができます。ありがとうございます。

　またみなさまと私の書いた物語が巡めぐり合うことができるようにと願いながら、あとがきを終わらせていただきます。





しめさば


















電子限定書き下ろし短編『洗濯』







「はぇー、器用なもんだよねぇ」

　私が洗濯物を畳んでいると、隣で参考書を開いていたあさみがぽつりと呟いた。

「え？」

「畳むの、速いし綺麗だし、ヤバくね？」

「え、そう？　普通じゃないかな」

　私が首を傾げると、あさみはぽりぽりと頭を搔いてから、自分も首を傾げた。

「料理とか見てても思うけど、沙優チャソの家事スピードはＪＫ離れしてると思うわ」

　あさみが言うので、私は思わず手元の洗濯物に視線を落とした。

「まあ、家にいた頃も、家事は私が結構やってたから、それもあるのかなぁ」

「へぇ、マジメじゃんね」

　あさみは私との会話で集中力が途切れたのか、開いていた参考書のページにぺたりと付箋を貼って、参考書を閉じた。

「ウチ、洗濯物って一度もしたことないんよね」

「へ？　一度も？」

「そ、一度も」

　あさみはあっけらかんとした様子で頷いて、畳んで重ねてある私の横の洗濯物を指さした。

「そういうの、家政婦さんがやってくれちゃうわけ」

「ほー……家政婦」

「そ、家政婦。２日にいっぺんうちに来て、家中綺麗に掃除して、洗濯物して帰るカンジ」

「そういう仕事があるのは知ってたけど、まさか友だちからそれを聞く日が来るとは思ってなかったなぁ」

　私が素直な感想を口にすると、あさみは可笑しそうにけらけらと笑った。

「ウチの通ってるガッコ、割とお金持ちの家庭が多いんだけどさ、それでも家政婦雇ってるって家はあんまり聞かないわ。ま、だからどうってわけでもないんだけど」

　あさみは苦笑を漏らしながらそう言って、私があさみの話を聞きながら半ば無意識で手元に引き寄せていた吉田さんの寝間着のＴシャツを指さした。

「ちゅーわけで、ちょっとやらしてちょ」

「え？　何を？」

　私が訊き返すと、あさみはわざとらしく顔をしかめて見せて、もう一度Ｔシャツを指さした。

「だから、その畳むのやってみたいんだっつの」

「え、畳むの？」

「そそ」

　あさみはそう言いながら私からひょいと吉田さんのＴシャツを取り上げて、自分の膝の上に置いた。そして、ニッと笑顔を見せる。

「やったことないって言っても、わざわざやりたいようなことかなぁ」

「ウチがやりたいって言ってんだからやらせてくれたってよくね？　ほら、どうすればいい系？」

　ぽかんとする私をよそに、あさみはものすごくやる気を見せている。

　けれども、本当にどうしていいか分からないようで、シャツの裾をつまんだまま私に視線を送ってきていた。そのキラキラした目に、私は思わず脱力して、同時に噴き出した。

「ちょ、なんで笑ったし」

「別にぃ。……んっと、まず向きが逆ね。襟がある方を床の方に向けて、広げる」

「うい」

「そしたら、両方の袖を、身ごろの方に折る」

「み、身ごろってなんぞ」

　慣れない手つきのあさみに、じっくりと畳み方を教えていく。

　一つ一つの手順を終わらせる度に「どう？」と言わんばかりにきらきらとした笑顔を向けてくるあさみは、いつものうるさいながらも大人びた雰囲気を放っている彼女とは少し違っていて、新鮮だった。

「できた！」

「できたねぇ」

「そっちもやっていい？」

「むしろ助かるかも」

　私が数枚Ｔシャツをあさみに渡すと、今度は私の指示を仰がずに、あさみは自分でシャツを畳み始めた。

　その様子を見て、私は再び自分の頰が緩むのを感じた。

　完全にギャル語使うのも忘れ始めているし、あさみは洗濯物を畳むのに夢中だった。

　彼女のギャル語はおそらく骨身に染みついているものではないのだろう。多分本人は無自覚だけれど、真面目になったり、何かに集中しているときは普通の言葉に戻ってしまっている。

「できた！　完璧っしょ」

「完璧、完璧」

　綺麗に畳んだＴシャツを軽く持ち上げて、あさみがニコニコと笑っている。私がその出来に首を何度も縦に振ると、あさみは満足げにＴシャツを床に置いて、他のＴシャツを手に取って、畳み始めた。

　私はそれを横目に、先に電源と水を入れてあたためておいたアイロンとＹシャツをアイロン台に載せる。そして、ゆっくりとＹシャツにアイロンをかけた。

　Ｔシャツはあさみが、Ｙシャツは私が、という風に分担して片付けると、すぐに洗濯物を畳む作業は終わってしまった。

「ありがと、助かった」

「んや、こちらこそ、楽しかったわぁ」

　あさみは満足げに鼻から息を吐いて、それからにんまりと笑った。

「あさみ、初めてのお洗濯。沙優センセ、点数どれくらいっすか！」

「ンー、１００点満点中……１００点ですね」

「満点やば。やっぱウチ才能あったかぁ」

　あさみがあまりに満足げな表情で頷くので、私はこらえきれずに笑ってしまう。

「なんで笑うし」

「いや……洋服畳むのをこんなに楽しそうにやる人初めて見たからさ」

「やったことないことやるのは楽しいべ。まあ数回やったらもうやりたくなくなるかもしんないけど」

　あさみはそこまで言ってから、ごろりと居室の床に寝転がった。そして少し声のトーンを落として言葉を続けた。

「バイトもさぁ。別にやる必要ないんだよね」

「あ……そうだよね」

　あさみの家は控えめに言ってもお金持ちだ。わざわざ高校生であるあさみがアルバイトをしないといけない理由もないし、きっと頼めばお小遣いだってもらえるのだろう。

「でも、親の言うこと聞かないで、髪色もこんなんにして、反抗してるくせに、小遣いだけ親からもらおうってのもなかなかにずっこい話じゃんね」

　あさみはそう言って、自嘲的に笑った。

「まあ……学費とかは親に出してもらっちゃってるから、小遣い程度で自分で頑張ってる気になるのもどうかとは思うけどサ」

「そんなことないよ」

　思わず私が口を開くと、あさみ寝転がったまま視線だけ私に寄越した。その視線に催促されるように、私は言葉を続ける。

「私、親と仲良くなかったけど、お小遣いもらってたし。今だって、今までだって、どうしてもやらなきゃいけないことだけ、嫌々やってきたもん。だから、やらなくてもいいことを、自分で選んで頑張れるってすごいよ」

　私のその言葉に、あさみは一瞬表情を暗くしたけれど、すぐに片眉を上げて、微笑んだ。

「あんがと。でもちょっと違うよ……っしょと」

　あさみは言ってから、勢いよく上体を起こした。

「結局、ウチはやりたいことがやりたいだけだから」

　畳んで積み重なったＴシャツをぽんぽんと上からたたいて、あさみは言う。

「親からもらったお金で遊ぶより、自分で稼いだお金で遊んでみたかっただけ」

　そして、おどけた様子でちらりと舌を出して見せるあさみ。

「……そっか」

　本当はそれだけが理由ではないんだろうということは私にだって分かった。ただ、それをここで指摘するのは野暮だ。

　やっぱりあさみは強くて、まっすぐだ。

「じゃ、次は洗濯機回すとこからやってみる？」

「マ!?　やるやる!!」

　私の提案に、あさみは私に嚙みついてくるのではないかという勢いで飛びついた。その様子にまた私は噴き出してしまう。

「次のお洗濯は２日後になりまーす」

「２日後ね！　絶対来るから。勝手に洗濯したら怒るかんね」

「はいはい、やらないでおくから」

　私も、別段洗濯が嫌いなわけではなかったけれど。

「いやー、楽しみ増えたわぁ」

「これあさみが畳んだんだよ、って吉田さんにも言っとくね」

「吉田っちどういう反応したかも後で教えてちょ」

　楽しそうに笑みを浮かべるあさみを見て。

　もっと洗濯物が好きになれそうな気がした。
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